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　わたしはエレローラさんとシアに誘われてフィナ、シュリ、ノアと一緒にシアが通う王都の学園で行われている学園祭に来ている。

　学園祭１日目はフローラ姫の姉のティリアの存在に驚いたり、いろいろな出し物に参加し、賞品を手に入れたりした。

　賞品を手に入れすぎたことで、シアに怒られたりしたが、楽しい１日だった。




　そして、学園祭２日目。

　シアは綿菓子のお店を準備するため、今日も朝早く家を出ている。

　わたしたちも学園祭に行く準備をしているところへ、スリリナさんが、わたしたちにお客様が来たと言う。客室に行くと、ミサとグランさんがいた。

「ノアお姉様、ユナお姉様、フィナちゃん、お久しぶりです」

「みんな、久しぶりじゃな」

「２人が、どうしてここに？」

「王都に用事があってのう。それで昨日、時間があったから学園祭に行ったら、クマの格好をした女の子が歩いていると聞いてのう」

「それでユナさんがいると思って、会いに来たんです」

　やっぱり、〝クマ＝わたし〟の方程式が成り立つんだね。

　シアからも話は聞いていたけど、昨日はだいぶ目立ってしまったみたいだ。

「でも、よくわたしがエレローラさんの家にいるって分かったね」

「わたしと同じぐらいの年齢の女の子が一緒にいたって聞いたので、ノアお姉様やフィナちゃんも一緒かと思って、こちらを訪ねさせてもらったんです」

　流石さすがの推理力だ。

「それで、もし今日も学園祭に行くようだったら、ミサも一緒に連れていってもらえないかと思ってな」

　グランさんがお願いしてくる。もちろん、断る理由はないので了承する。

「いいよ」

「ありがとうございます！」

　ミサは満面の笑みを浮かべる。

　ただ唯一、ミサのことを知らないシュリはフィナの後ろにいる。そんなシュリに、フィナはミサのことを紹介する。

　そんな微ほほ笑えましい姿を見ているとグランさんがわたしに話しかけてくる。

「嬢ちゃん。あらためてお礼を言わせてくれ。あのときはミサを救ってくれてありがとう。今、思い返しても体が震えてくる。こうやってミサの笑顔を見ることができるのは嬢ちゃんのおかげだ」

　グランさんはフィナたちと楽しそうに話すミサに目を向ける。

「あのときも言ったけど、気にしないでいいよ。わたしが助けたいと思っただけだし。何度もお礼を言われることじゃないから」

　わたしだって、ミサになにかあったらと思うとゾッとする。助けることができて本当によかった。

「はは、そうじゃったな。でも、なにかあれば力になるから、いつでも頼ってくれ。といっても家督は息子夫婦に譲ったから、それほどのことはできないがな」

　グランさんが笑う。

　エレローラさんから話は聞いていたけど、本当にグランさんはあの事件をきっかけに、息子のレオナルドさんに家督を譲ったようだ。

「まあ、そのおかげで自由に動ける身になったから、気ままにあっちこっちに行けるから楽しいぞ」

　まるで、老後を楽しんでいるお爺じいちゃんだね。

「それから、改めて嬢ちゃんに紹介しておこう。わしの身の回りの世話をしてくれることになったルーファだ」

　グランさんが部屋の壁際に立っていた女性に目を向ける。女性はグランさんの横にやってきて挨あい拶さつをしてくる。

「ルーファです。あのときはありがとうございました」

　腰を曲げて礼儀正しく頭を下げる。

　このルーファと名乗った女性には見覚えがあった。

「……あなたは、確かミサが攫さらわれたときにお屋敷にいた」

「はい、ガジュルド様に仕えていました」

　そう、彼女はガマガエルに攫われた子供たちの居場所へ案内してくれた、使用人だった女性だ。

「今はわしのところで働いてもらっている」

「そうなんだ。よかったねって、言っていいのかな？」

　働いていた家の主が犯罪を犯し、家は取り潰つぶしになった。

「はい、ユナ様のおかげでわたしは解放され、父の居場所を知ることもできました。今ではグラン様にお仕えすることができ、幸せです」

「そう、ならよかったよ」

　ルーファが幸せなら、よかった。グランさんなら、ルーファのことを大事にしてくれると思う。

「それじゃ、わしたちは行く。ミサのことは頼む」

　グランさんとルーファはミサをわたしに託すとお屋敷を出ていく。

　シュリもミサと仲良く会話をしている。問題はなさそうだね。




　わたしたちは改めて学園に向かう準備をする。みんなの服装は昨日ティリアに買ってもらったものを着ている。アクセサリーは小さなものだけをつけることにした。あまり、目立つ髪飾りやペンダントはやめることになった。

　まあ、簡単に言えばわたしがゲットしたものはつけないことにしたのだ。

　わたしたちは準備を整え、スリリナさんに出かける旨を伝えて出発する。




　ミサが増えたことで、チビッコ度が増す。

「ミサはしばらくは王都にいるの？」

「お爺様は明日には王都を出ると言ってました」

「そうなの？」

「はい。だから、お爺様は今日はわたしをユナお姉様たちと一緒にさせてくれたんだと思います」

　ミサの笑顔を見ると安心する。

　誘ゆう拐かい事件の被害者は恐怖で外を歩けなくなると聞いたことがある。だから、誘拐されたミサが怖がって家に閉じこもっていないか少し心配していたけど、この笑顔を見ると大丈夫そうだ。

　ミサは、久しぶりに会ったフィナとノアと楽しそうに会話をしている。その中には初めて会ったシュリもいる。

「ふふ、ミサ姉ちゃんって呼ばれるのは新鮮です」

　ミサはシュリにミサ姉ちゃんと呼ばれて嬉しそうにしている。

　シュリは初めはフィナと同じようにミサ様って呼んでいたけど、ノアのことをノア姉ちゃんって呼んでいるのを聞いたミサから同じように呼んでほしいとお願いされ、ミサ姉ちゃんと呼ぶことになった。

　それを聞いたフィナの顔が少し青ざめていたのをわたしは知っている。まあ、ミサも自分から呼ばせているんだし、気にすることはないと思う。でも、貴族がみんな、ノアたちみたいに優しいとは限らないことは教えないといけない。なにか、間違いを起こした後では遅いからね。




　そして、学園に着くと、昨日と同様に気に入った出しものを書くアンケート用紙をもらう。昨日の用紙は、フィナたちに可愛かわいい服を提供してくれたお店に３票入れておいた。同じ番号を書いてもいいとティリアに教わったので同じものを３つ書いたのだ。来年も来るようなことがあったら、今度はわたしが買ってあげたいと思った。そんな気持ちも込めて投票させてもらった。

　ちなみに投票箱は学園のいろいろなところに設置してあり、好きなときに投票できるようになっていた。




　学園の中に入ったわたしたちはシアたちのお店に向かう。すれ違う学生がわたしを見ているが、これはいつものことだ。だけど、いつもと違う言葉が聞こえてくる。

「あれが噂うわさのクマか？」「昨日のクマだ」「なんだあのクマは？」「知らないのか、昨日、凄すごかったらしいぞ」「でも、ティリア様はいないわね」と声が混まじっている。

　もしかして、昨日のことが広まっている？

　まあ、噂をしている人たちは、ついてくるだけで何かをしてくるわけじゃない。

　でも、進むにつれて、人が増えている気がする。気のせいだと思いたい。

「ユナさん、これはなんですか!?」

　到着すると同時にシアに怒られた。

　シアの視線がわたしの後ろの人たちに向けられている。

「ユナさん、今日は目立たないようにと約束をしましたよね」

「わたし、まだなにもしていないよ」

　歩いていただけだよ。勝手についてきたんだよ。

「ここ、なんのお店？」「クマ？」「関係があるのか？」「なにか面白いものを売っているぞ」

　わたしについてきた人たちの視線はわたしから大きなクマの置物に、さらに、綿菓子へと興味が移っていく。

　シアはわたしの服を摑つかむと店の裏に引っ張っていく。

「ユナさんは門からここまで歩いてきただけなんですよね？」

　わたしは頷うなずく。なにもしていない。歩いてきただけだ。

　シアは少し考えるとわたしの手を摑む。

「少し、ユナさんを預かりますね。みんなは綿菓子でも食べて待っていて！」

「お姉様？」

「すぐに戻ってくるから」

　シアはノアたちに言うと、わたしの手を摑んだまま、早歩きで歩きだす。

「えっと、シア？　シアさん？」

「ユナさんはこっちに来てください」

　わたしはシアに連行されていく。

「どこに行くの？　みんなは？」

「すぐに戻りますから、大丈夫です」

　シアは逃がさないとばかりにわたしのクマさんパペットを摑んだまま、一番近い校舎の中へとわたしを連れていき、そして、キョロキョロと周囲を確認すると、ドアの前で止まる。

「ここでいいかな？」

　シアはドアを開けて中を確認する。

「誰もいないね」

　シアは誰もいないことを確認し、わたしを部屋の中へと連れ込む。

「更衣室？」

　部屋の中に入ると更衣室みたいだった。

　シアはアイテム袋から何かを取り出す。

「ユナさん、これに着替えてください」

　渡されたのは制服だった。

「えっと、これは？」

「学園の制服です。その格好は目立ちます。ユナさんがその格好を気に入っているのは知っていますが」

　別に気に入っていないよ。ただ、着ていないと安全が保障されないから着ているだけだよ。もしかして、わたしが好きでクマの格好をしていると思われている？

　わたしだって、せっかく異世界チートをもらうなら、クマの着ぐるみではなく、わたし自身に欲しかったよ。そうすればクマの着ぐるみを着ることもなかった。

「そのクマの格好は学園祭では目立ちますから、着替えてください」

　再度、制服を押しつけてくる。

「制服はわたしの予備だから、少し大きいかもしれないけど。小さいよりはいいと思います」

　サイズとかの問題ではなく、制服に着替えること自体に抵抗があるんだけど。

「みんな、待ってますから、早く着替えてください」

　有無を言わさずに、制服を渡してくる。断る隙をくれない。

　学園祭なので、魔物が出てくることもないし、盗賊が出るわけでもない。入場にはカードのチェックもあるから不審者は入り込むことができない。問題はノアにちょっかいを出してくる貴族ぐらいだけど、昨日も平和だったし、クマの手袋とクマの足があれば、ある程度対処はできる。本当に危険ならくまゆるとくまきゅうを召還するという最終手段もある。

　なによりも、今のシアを見ていると断ることはできそうもない。

「分かったよ。着替えるよ」

　仕方なく、制服に着替えることにする。

「それじゃ、あっちを向いててね」

「わたしは女の子ですよ」

　そういう問題じゃないと思うけど。

　わたしはクマの服を脱ぐと、制服に着替える。

　でも、まさか異世界に来て、制服を着ることになるとは思わなかった。元の世界だと中学のときに数回着ただけで、すぐに引きこもってしまったから、少しだけ、制服を着られることに嬉しい気持ちもある。

　だから、シアの強引な指示に従ったのかもしれない。

「ユナさん、違いますよ。これはこうやって、ここはこうです」

　シアが制服の着方を教えてくれる。なるほど、こう着るのか。

　最後にネクタイを締めて完成する。

　自分の制服姿を確認する。制服は少し大きいみたいだ。ウエストが少しゆるい。そして、胸は……少しきつい。本当だよ。噓うそじゃないよ。

　とりあえずは大丈夫そうだ。

「ユナさんって、あらためて見ると可愛いですね。でも、そんなに可愛いのに、どうしてあんな格好をしているんですか」
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　世間一般的に、女の子が女の子を可愛いって言うのは当てにならないという。だから、シアの言葉はお世辞として聞いておく。

「ユナさん、そんなに可愛いのにもったいないですよ」

「お世辞はいいよ。シアのほうが可愛いんだから」

　それにしても、スカートは落ちつかない。先ほどから脚がスースーする。とりあえず、クマの靴とクマさんパペットはつける。

「それはつけるんですね」

「アイテム袋になっているからね」

　クマさんパペットがないと、クマボックスを使うことができないし、魔法も使えない。それに、くまゆるとくまきゅうを召喚することができない。

「まあ、遠くから見れば、足も手も気づかないと思うから、大丈夫かな」

　クマの着ぐるみをクマボックスにしまい制服に着替えたわたしは、シアに連れられみんなのところに戻る。

　歩くたびにスカートが揺れる。短くない？

　でも、シアと比べてもそんなに短いようには見えない。ただ、スカートを穿きなれていないせいで短く感じているみたいだ。元の世界でもあまり穿いていなかったし、こっちに来てからはずっと着ぐるみだったから、どうもスカートは落ち着かない。

　スカートを押さえながら戻ってくると、かなりのお客が並んでいた。

「シア、遅いぞ」

「ごめん」

　シアはマリクスのところへ、わたしはフィナたちのところへ行く。

「みんな、お待たせ」

「…………？」と首を傾かしげるノア。

「…………？」と考え込むミサ。

「…………!?」と驚くフィナ。

「…………そのクマさんの手は？」と何かを感じたシュリ。

「みんな、どうしたの？」

　みんな、わたしを見て、考え込んでいる。

「えっと、ユナお姉ちゃん。その格好は？」

　フィナが質問してくる。

「クマの格好だと目立つからって、シアに無理矢理に着せられたんだけど。似合ってない？」

　軽く制服姿を見てもらう。やっぱり、似合っていないのかな？

　みんなは、不思議なものを見るような目をしている。

「いえ、とっても似合っています」

「ありがとう」

　褒めてくれるフィナの頭を撫でてあげる。お世辞でも嬉しいからね。

「もしかして、ユナさんですか!?」

「……ユナお姉様？」

　ノアとミサが驚いた表情をしている。

「えっと、そうだけど。もしかして、分からなかったとか言わないよね」

　ノアとは何度かお風呂にも入っているし、ミサは誕生日にわたしのドレス姿を見ているはずだ。

「そ、そんなことは……」

　ノアの目が左右に泳ぐ。

　ミサのほうを見ると、

「すみません」

　謝罪をされる。

　わたしのことが分からなかったノアとミサ。

「わたし、クマさんの手を見たら、分かったよ」

　クマさんパペットで気づいたシュリ。

　なにか、ショックだ。着ぐるみを脱いだわたしをすぐに判別できるのはフィナだけなんて。みんなが何に基づいてわたしと判断しているか、分かった気がする。
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「ユナさん、ごめんなさい。クマさんの格好じゃなかったから、すぐに分からなくて」

　ノア、それは全然慰めになっていないからね。クマの格好って言われるたびにわたしの心は削られていくよ。もう、信じられるのはフィナだけだよ。フィナを後ろから抱きしめる。

「でも、いつものクマさんの格好も可愛かわいいですが、制服姿も似合っていますよ」

「ユナ姉ちゃん。かわいいよ」

「はい、似合っています」

　みんな、わたしを慰めるために心にもないことを言ってくれているんだ。

　シアには悪いけどクマに着替えてこようかな。

　わたしは一生クマの格好をして生きていくんだ……。

「ユナお姉ちゃん、本当に似合ってますから」

　いじけるわたしをフィナが優しく褒めてくれる。

　今までずっとクマの格好をしていたわたしの責任でもある。フードを被っていると正面からしか顔を見ることができない。横を歩いていたら、わたしの顔は見られないもんね。なら、顔を見る機会が少ないノアたちじゃ仕方ないよね。

　それにノアたちが気づかないなら、わたしのことを知らない人がわたしのことを見ても昨日のクマとわたしが同一人物だと知られることはないってことだ。

　つまり、変装（普通の格好）をすればわたしだと気づかれない証明になったと、いい方向に考える。

　それに、いつまでもフィナたちを心配させるわけにはいかない。わたしは気持ちを入れ替える。

　悪いのはクマの着ぐるみにチート能力を与えた神様だ。わたしがこんな目に遭っているのも全て神様のせいだ。

　全部神様が悪いことにする。

「それにしてもお店は順調のようだね」

　話を変えるためにお店のほうを見る。まだ、開店したばかりだというのに、それなりにお客さんが並んでいる。

「ユナお姉ちゃんについてきた人たちが、買っていきましたよ。そしてそれを見たお客さんが……どんどん増えて」

「そういえば、わたしの後をついてきた人たちは？」

　それらしき人たちはいなくなっている。

「ユナさんがお姉様に連れていかれたあと、いなくなったことに気づいた人たちは、綿菓子を買うとどこかへいきましたよ」

　なんだかんだで、シアのおかげでストーカー（？）からも逃げだせたみたいだ。クマの着ぐるみに着替えると、また付け回される可能性もあるから、制服姿は正解かもしれない。ノアたちを守る役割のわたしが、トラブルの原因になるわけにはいかないしね。

「そういえば、今日はティリアはいないの？」

　今日はこの店を手伝うようなことを言っていたはずだ。昨日のお礼をもう一度しようと思ったんだけど。

「朝は用事があるらしく、それが終わり次第手伝いに来てくれることになっていますよ。それに他の友達にもお願いしてますから、今日は昨日のようにはならないはずです」

「ユナさんのおかげで、作る機械が２つになったしな」

　今はマリクス、ティモルの２人で作って、シアが裏方作業をしている。カトレアはこれから友達と学園祭を回るそうだ。

「本当はユナさんと一緒に行きたいのですが、約束がありまして」

「ううん、気にしないでいいよ。昨日、ティリアがいろいろと案内してくれたから大丈夫だよ。それじゃ、わたしたちもそろそろ行こうか？　シア、制服はありがたく借りるね」

「なにか、その姿だとそれはそれでトラブルが起きそうな気がするのは気のせいかな？」

　シアはわたしの制服姿を見ながら呟つぶやく。

　なにを言っているのかな？

　クマの着ぐるみを着ていないんだから、トラブルがやってくることはない。他の人から見ればわたしは普通の学生だ。先生に「見覚えのない生徒だ」、とかで捕まったりしないかぎり大丈夫なはずだ。まあ、そのときはシアの名前を出させてもらうけど。着替えさせたのはシアだからね。

　わたしは綿菓子を作るシアたちと別れて、フィナたちを連れて学園祭を見て回ることにする。

「ミサはどこか見たいところや、食べたいものはある？」

　綿菓子を美味おいしそうに食べているミサに尋ねる。綿菓子を食べているのはミサのみで、他の３人は食べていない。どうやら、３人は断ったみたいだ。まあ、昨日も食べたし、その前も試食しているからね。

「みんなと一緒なら、どこでもいいです」

「それじゃ、もう一回ナイフ投げに挑戦したいです！　リベンジです」

　ミサが行きたいところがないと答えると、ノアが手を挙げて、自分が行きたいところを主張する。

「みんなは？」

　一応、フィナとシュリにも尋ねる。

「わたしはどこでも」

「わたしも、もう一回、ナイフ投げやりたい」

　わたしもどこでもいいと思っていたし、シュリも賛同したので、ナイフの的当てに行くことになった。

「わたしはシアに目立つことはしないように言われているから、みんなが景品を取れなくても、代わりに取ってあげることはできないからね」

　目立ったら、変装？　した意味がなくなる。まして、制服なのに、どのクラスとか尋ねられても答えることはできない。だから、今回はノアたちを応援するだけにする。

　２人にわたしがやらないことを了承させて、昨日と同じナイフの的当てにやってきた。

　髪飾りが景品のせいか、昨日同様にカップルや女性が多い。

「ノアお姉様の髪飾りは、ここで手に入れたものなんですか？」

「ええ、これは小さいけど、今日は大きいのを手に入れてみせます」

　ノアは自分の髪についている髪飾りをミサに見せる。ミサはフィナの髪を見て、シュリの髪を見る。

「シュリちゃんはしていないんですか？」

「昨日、ユナ姉ちゃんに取ってもらったんだけど、大きくて目立つから、今日はつけたらダメだって」

「そうなんですか？」

「だから、今日は頑張って、自分で的に当てるの」

　シュリが力強く宣言する。

　シュリがノア同様にやる気になっている。的に当たることを祈ろう。

　３人はナイフの的当てに並びに行く。３人？

「フィナは行かないの？」

　わたしの隣にいるフィナに尋ねる。

「はい。わたしは持っていますから、ユナお姉ちゃんと待っています」

「もっと、いいものを狙ねらってもいいんじゃない？」

「わたしにとっては、これでも十分にいいものです」

　フィナは微笑みながら髪飾りに軽く触れる。

「それじゃ、２人でみんなを応援しようか」

「はい！」

　３人を応援するために、近くに寄るが、誰一人「クマだ」と言ってわたしを見る人はいない。先ほど、昨日のお店の女子生徒と目が合ったけど、わたしがあのクマだということには気づかない。服装も違うし、お姫様のティリアもいないし、目立つ要素はないからね。

　それにしても、人に見られないって落ち着くね。

「ユナお姉ちゃん。あそこ」

　わたしが少し嬉しい気分でいると、フィナが賞品が並んでいる場所を指さす。

　フィナが指さす場所を見ると、わたしが昨日、手に入れた髪飾りと同じものが飾られていた。

　まだ、あったんだね。

「ユナお姉ちゃん、賞品の下に書かれていることって……」

「書かれている？」

　わたしは賞品の下に書かれている文字を見る。

「……クマレベル、クリア賞品」

　と書かれていた。クマレベルってなに？　あんなの昨日は書いてなかったはずだ。

「あれって、ユナお姉ちゃんのことだよね」

　違うと言いたい。でも、昨日のことを思い出すと否定できない。

　そんなことを考えていると、ノアの前にいる男性がクマレベルに挑戦する。すると、綺麗な女性から声援が飛ぶ。彼女なのかな？

　どうやら、彼女のためにクマレベルに挑戦して、いいところを見せたいみたいだ。大丈夫かな？

　すると係の学生の一人が一番奥に行き、山なりに的を投げる。それに向かって男性がナイフを投げるが外れる。

　動く的に当てるってこと？

　でも、これって、かなり難しいんじゃない？　遠くにある的に当てることだって難しいのに、動いている的に当てるには相当の実力がいる。

　男性はやっぱりというべきか、すべてのナイフを外してしまった。

　応援していた女性が残念そうにしていたけど、これは仕方ない。無謀な挑戦だった。冒険者だって、空を飛んでいる魔物にナイフを当てるのは難しい。

　そして、ノアの順番になり、クマレベルの賞品を見ている。いや、無理だからね。挑戦するだけ無駄だからね。ノアがわたしのほうをチラッと見るので、首を横に振る。目で「無理だよ」と伝える。

　でも、わたしの気持ちが伝わらなかったのか、ノアは受付の人に「クマレベルでお願いします」と言う。

　あの子は……。

　結果はもちろん、的に当たることはなかった。

　そして、シュリとミサの２人は無難に一番近くの的を当てて、小さな髪飾りを手に入れていた。

　ノアは悔しそうに、シュリとミサは嬉しそうに戻ってくる。

「あんなの無理です」

　いやいや、普通に考えて無理だと分かるでしょう。挑戦すること自体が間違っているからね。

　そんなノアと違って無難に賞品を手に入れたシュリとミサは嬉しそうにしている。

「ユナ姉ちゃん。つけて」

　シュリが自分で手に入れた髪飾りをわたしに持ってくる。わたしは受け取った髪飾りをフィナと同じ位置につけてあげる。

「可愛いよ」

　わたしが褒めるとシュリは嬉しそうにする。

　ミサはノアにお願いしてつけてもらっている。これで、全員が小さな髪飾りをつけることになった。

「ユナお姉ちゃんも、髪飾りをしたらお揃そろいでしたね」

「ユナ姉ちゃんにもらった、大きいのつける？」

　シュリの提案を丁重にお断りする。そんなことをすれば、クマの着ぐるみを脱いだ意味がなくなる。
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　今日は昨日と違って目立つこともなく、奇っ怪そうな目を向けられることもなく、学園祭を回ることができている。ただ、昨日行った場所では、クマレベルの賞品があったり、わたしのことだと思われる言葉がちらほら聞こえた。本当にクマの格好でなくてよかった。




　しばらく回っているとお昼時になったので、シアたちの様子を見るついでに差し入れを持っていくことにする。

　差し入れはいつものモリンさんのパンだ。屋台で売っているものも考えたが、ティリアを含めて友達が手伝いに来ると言っていたので、どのくらい差し入れを用意すればいいか分からない。でも、クマボックスに入っているパンなら、好きな量を用意できる。




　シアのお店の近くまで来ると、綿菓子を美味おいしそうに食べ歩きしている人を見かける。綿菓子を食べている人を見ると嬉しくなる。シアたちも頑張っているのだから、たくさん売れてほしいものだ。

　お店が見えてくると、知らない学生が一生懸命に客の呼び込みをしていた。シアが言っていた手伝ってくれる友達かな？

「シア、お店は順調みたいだね」

　子供に綿菓子を渡しているシアに声をかける。

「ユナさん!?　友達も手伝いにきてくれているので、助かっています」

「でも、お礼に食事をご馳走しないといけないけどな」

　マリクスが交換条件の内容を教えてくれる。なんでも、手伝ってくれた友達には食事をご馳走することになっているらしい。学生らしい交換条件だ。

　その手伝ってくれている学生たちのほうを見るが、ティリアの姿が見当たらない。朝の用事が終わってから手伝うって話だったけど、いないってことは、まだ用事が終わっていないのかな？

「シア、ティリアはいないの？」

　一応、昨日のお礼をしようと思っていたんだけど。

「ティリア様なら裏にいますよ」

「店の裏？」

　お店の裏を覗のぞくと、なにかいじけているようなティリアがいた。流石さすがに地面に「の」の字は書いていないけど、ティリアの背中からは哀愁が漂っている感じがする。

「ティリアはどうしたの？」

「その、お手伝いを断ったら、あんな状態になって」

「断る？　どうして？」

　シアの話によると、ティリアが呼び込みを始めると、ティリアのことを知っている学生が集まりだし、ティリアが「美味しいですよ」と微ほほ笑えむと綿菓子の注文が殺到したそうだ。

　その人だかりがさらに人を集めて、新たにやってきた人にティリアが宣伝をする。そのスパイラルに入って、一時的に混乱状態になって、大変なことになったと言う。

　２人で作っても追いつかない状態になり、危機感を感じたシアたちはティリアを急いでお店の裏に引っ込めたという。そして、やっと落ち着いて、今の状況らしい。

　間違いなく、有名人効果だね。

　まあ、普通に考えたら、お姫様が呼び込みをしたら、学生は近寄ってくるよね。そのお姫様のティリアに勧められたら、普通は断れない。しかも、美人なお姫様のスマイルつき。笑顔で言われたら男性なんかはイチコロだろう。

　お姫様効果は、わたしが作ったクマの置物以上だったみたいだ。




　わたしはティリアのところに行き、哀愁が漂う背中に声をかける。

「ティリア、大丈夫？」

「ユナ？　聞いてよ」

　わたしの声に反応したティリアは、こちらを向くが、キョロキョロと周りを見回す。

　なにをしているのかな？

「あれ、ユナは？」

　あなたの目の前にいますが。

「ユナの声がしたと思ったんですけど」

　だから、目の前にいますよ。

　ティリアはわたしのことを見ると、横にいるフィナたちを見る。

「ユナは？」

「ユナお姉ちゃんなら、そこに」

　フィナたちがゆっくりとわたしのほうを見る。ティリアの視線がわたしのほうを向く。そして、小さく首を傾かしげる。

「……ユナ？」

「はい。ユナです」

　改めて自己紹介をする。

　ティリアが信じられないような目でわたしを見る。

　なんですか、クマから出てきた女の子がわたしじゃ、不満ですか？

「確かに、その手のクマに足のクマもユナのもののようね」

　わたしの手と足を見て、わたしと認識したようだ。みんな、そこでわたしと判断するんだね。

「その格好はどうしたの？」

「クマの格好は目立つからと、シアに着替えさせられた」

　制服姿の理由を簡単に説明する。

「確かに、あのクマの格好は目立ちますからね。それにしても、ユナはそんな可愛かわいらしい女の子だったんですね」

　返答に困る感想だ。

　まだ、クマの着ぐるみ姿が可愛いと言われたほうが納得がいく。

「意外ですよね。あのクマの中身がこんな可愛い女の子だなんて」

「シアまで」

　ティリアがシアを見て、なにかを思い出す。

「ユナ、聞いてくださいよ。シアに、お手伝いを止められたんですよ。頑張ってお客さんを呼んだのに」

「それはティリア様がお店の前に立って呼び込みをすると、凄すごい数の人が集まってきてしまって、わたしたちでは対応ができないからです。だから、ティリア様が悪いとかじゃなくて、わたしたちの力不足なんですよ」

　どのお店にも言えることだけど、お店の大きさだったり、店員の人数、料理を作る速度、キャパには限界がある。

「お店のお手伝いはユナを紹介してもらうのが交換条件だったから、頑張ったのに」

　そういえば、そんなことを言っていたね。

　わたしと会うだけのために学園祭の時間を使うなんて、なんともわりに合わない取り引きだ。ティリアはもう少し自分の価値を知らないとダメだね。

「もう、十分に手伝ってもらいました」

　シアはそう言うが、ティリアはまだ手伝いをしたそうにしている。

　そもそもティリアはお姫様だ。お姫様が手伝うってことが反則技だ。元の世界でいえば有名な芸能人がやっているようなものだ。

　シアはあくまでティリアは悪くないと説明するが、ティリアは納得がいかないようだ。

　もしかするとティリアは、お店の手伝いをするのを楽しみにしていたのかもしれない。

　わたしも学園祭を経験したことがなかったので、シアたちの手伝いをすることで、参加気分を味わっている部分がある。綿菓子機を貸したのもクマの置物を作ったのもそんな理由からだったかもしれない。

　さらに自分のおかげで売れると思うと余計に嬉しくなる。だから、ティリアの気持ちが何となく分かるような気がする。だから、わたしはティリアを慰めて、気持ちを落ち着かせる。

「わかりました。大丈夫です。もう、わがままを言ったりしません」

　ティリアの気持ちも収まった頃、誰かのお腹が鳴る。そのお腹の音でここに来た目的を思い出す。

「シアたちは、お昼は食べた？」

「まだです。これから、交代で食べに行こうかと思っていたところです」

　まだ、食べていなかったようでよかった。

「一応、差し入れと思って、パンを持ってきたけど食べる？」

「もしかして、実地訓練のときに食べたパンですか？」

「そうだけど」

「食べます！」

「僕も」

　綿菓子を作っているマリクスとティモルが返事をする。どうやら、３人は護衛のときに出したパンを思い出したようだ。モリンさんのパンは美味しいからね。

「それじゃ、ここに置いておくから、みんなで適当に食べてね」

　わたしは手伝いをしてくれてる学生の分も用意する。

「それでユナさんたちは、これからどうするんですか？」

「続きを回るけど」

　まだ、見ていない場所はたくさんある。

　午前中はノアとシュリが昨日のリベンジばかりするので、昨日と同じところばかり回ることになってしまった。でも、午後は違う場所に行くことにしている。繰り返しじゃもったいないからね。

「それなら、ティリア様もご一緒したら、どうですか？」

「シア？」

　いきなりのシアの提案にティリアが驚いている。

「呼び込みがダメなら、他のことをお手伝いしますよ」

　シアは首を横に振る。

「ティリア様の宣伝のおかげで、お客様もたくさん来てくれました。そのお客様が広めてくれていますから、もう大丈夫ですよ」

　確かに、お客さんは途切れることなく買いに来ている。

「それに、これ以上ティリア様に手伝ってもらったら、他のお店からクレームが来ます」

　そもそも、お姫様に手伝わせることが反則技だからね。

「だから、ティリア様はユナさんたちと楽しんできてください」

　そのシアの言葉にマリクスやティモルも賛同する。そして、お店の手伝いをしている他の学生もティリアに声をかける。

「あとはわたしたちがしますから、ティリア様は楽しんできてください」

「みんな……、ありがとうね」

　ティリアはみんなの気持ちを素直に受け取り、わたしたちと一緒に行くことになった。




　ティリアを新たな仲間として加えて出発する。

「ふふ、わたしが男の子でしたら、モテモテですね」

　先ほどまで落ち込んでいたティリアは、シュリとミサに挟まれながら楽しそうに歩いている。その後ろをわたしとノアとフィナが歩く。

「みんな子供だよ」

　７歳から10歳の子供だ。わたしは15歳だけど。

「小さくても、可愛いレディでしょう」

　まあ、それは否定はしないけど。

　ティリアにミサのことを紹介すると、グランさんのことは知っていたけど孫娘のミサのことは知らなかったみたいだ。

「わたしが買ってあげた服を着てくれているのですね。嬉しいです」

　ノア、フィナ、シュリは、昨日ティリアに買ってもらった服を着ている。

　プレゼントした物を身につけたり、使ってもらえると嬉しいものだ。

「ミサーナにも買ってあげましょうか？」

「いえ、その、わたしは」

「遠慮しないで」

　ティリアは恥ずかしそうにするミサの手を摑つかむと昨日と同じ服を売っているお店に飛び込む。みんなでミサの服を選ぶと、ティリアが購入した。ティリアは昨日同様にわたしの服を購入しようとしたが、丁重にお断りした。

　その後、わたしたちは一度建物の外に出る。

　前を歩くミサは嬉しそうにクルクルと回っている。なんだかんだで、お姫様のティリアに買ってもらったのが嬉しいみたいだ。

「わたしのお嫁さんがまた１人増えました」

「だから、女の子だよ」

　そんな、ティリアの冗談を聞きながら歩いていると、人が集まっているのが見える。

「なにかしら？」

　ティリアが人の集まりに目を向ける。

「わたし、見てきます」

　ノアが走りだし、ミサも追いかける。シュリも走ろうとするがフィナが手を握って走らせない。

「お姉ちゃん!?」

「ダメ」

「うぅぅ」

　わたしたちはゆっくりと人だかりに向かう。

　学生が剣を構えて、なにかをしている。

「剣舞だね」

　６人ほどの学生が剣を持って踊っている。

　剣を構え、右、左、と剣を上手く操る。お互いの剣がぎりぎりですれ違うが、ぶつかることもなく、続けられていく。

「凄すごい……」

「きれい……」

　ノアたちが学生たちの動きに感動している。テレビで似たようなものを見たことがあるけど。生で見るのは初めてだ。剣が左右に力強く舞い、全員が同じ動作をする様子は壮観だ。

　誰もが同じ動作をして、剣や体の動きも同時に同じ方向に動く。そして、全員が剣を上にかざす。それが、合図になったのか、激しい動きをする。今までとは比べ物にならないほどの速度で動く。でも、お互いにぶつかり合うこともなく舞う。そして、最後に剣をクルッと回して綺麗に鞘に収めると終了となる。周りから拍手が沸き起きり、フィナたちも拍手をする。

　わたしもパフパフとクマさんパペットを叩く。

　ティリアの話によれば、行事などでは剣舞をすることがあるらしい。しかも、選ばれるのは優秀な学生だという。

「お姫様もできるの？」

「わたし？　わたしは人と合わせるのは苦手だからね。１人でやる剣舞ならいいけど、複数でやる剣舞はできないかな」

　シュリの質問に答える。

　確かに、あれはお互いを信頼していないとできない。それにかなりの練習が必要だ。わたしも絶対にできないね。ティリア同様に、人と合わせることが苦手なわたしは無理だと思う。
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「凄すごかったね」

「うん。最後の剣がぐるぐる回って、カシャンってのが格好よかった」

　シュリは腕をぐるぐる回して、剣を鞘にしまうポーズをする。

　剣を持って舞う。こういう異世界っぽいのが見たかった。

「ユナはできますか？」

　ティリアがシュリに聞かれた質問をわたしに振ってくる。

「あれは練習の賜物だからね。最後の剣を回して、鞘に収めるぐらいだったらできるかもしれないけど」

　ゲーム時代に剣を握ったのが嬉しくて、抜刀の練習をした。魔物を倒したあとに格好よく剣をしまう動作の練習をしていたという恥ずかしい思い出もある。

　似たような感じだからやろうと思えばできるかもしれない。

「それは見てみたいですね」

「見せる機会があったらね」

　遠回しの断り方だ。

　時間があったら行くね、というやつと同義だ。

「今でもいいですよ」

　どうやら、この断り方ではティリアには通じなかったみたいだ。今度は分かりやすく、こんなところで剣を振り回すわけにはいかないからと理由をつけ、丁重にお断りする。

　ティリアは残念そうにしたが、制服を着ているから目立つことはしたくない。学園の教師にでも見つかったら面倒なことになる。

「次はどこに行く？」

「そうですね。みんな剣舞に感動したみたいだから、次も感動ものを見に行きましょうか。時間的に間に合うはずですよ」

　ティリアは近くにいたノアとミサの手を摑つかむと走りだす。

「ティリア様！」

「ユナたちも早く行きますよ」

　呼ぶノアを無視して走るティリアをわたしたちは追いかける。




　ティリアの案内でやってきたのは大きな建物。

　なんだろう。体育館にも見えるけど、どちらかというと劇場？

　その建物の中に学生や一般の人が続々と入っていく。

「中でなにかあるの？」

「入れば分かりますよ。きっと、みんなに楽しんでもらえると思いますよ」

　未だに何を見るか教えてくれないティリア。

　ティリアを先頭にわたしたちは、劇場っぽい建物の中に入っていく。

　中に入ると、正面には大きなドアが開いており、建物の中に入った人たちがドアの奥に進んでいく。わたしたちもそこから入るのかと思ったら、ティリアは左の通路へと歩きだす。

　ティリアが歩く先には階段があり、そのまま上っていくので、わたしたちもついていく。階段の先にはドアが並んでいる。ティリアは迷うことなく歩き、真ん中あたりのドアの前で止まる。そのドアは他のドアより、一際大きい。ティリアがドアの近くにある魔石らしきものに触れると、鍵が開いたような音がし、ドアが開く。

「それじゃ、中に入って」

　わたしたちは部屋に中に入る。そこには立派な椅子などが置いてあり、奥はバルコニーのようになっている。

　バルコニーからあたりを見渡すと一番先には、暗くなっているが舞台らしきものが見える。その舞台の前には椅子があり、人が座っている。

　やはり、ここは劇場みたいだ。

　たぶん、この階にあったドアの向こうは全て、このような部屋になっているんだと思う。そんな中でも、この部屋は中央にあった。

「ティリア。もしかして、この部屋は？」

「王族が使う部屋かな？　滅多に使わないんだけど、王族が鑑賞するときにここを利用するの」

　つまり、ここは王族専用の部屋ってことになる。

「わたしたちが入ってもいいの？」

　わたしの質問に、ノアとミサの２人が頷うなずいている。たぶん、平民のフィナたちよりも貴族のノアたちのほうがここの場所の意味を理解しているのかもしれない。

「大丈夫よ。わたしもいるし、この部屋を他の誰かが使用するという話も聞いていないから、安心していいよ」

　安心できる要素がどこにもないんだけど。フィナなんか緊張のあまり固まっているよ。貴族であるノアやミサでさえ、どうしたらいいか、困っている。唯一、シュリだけが目を輝かせながら舞台のほうを見ている。

　貴族のノアとミサならまだしも、王族が使う部屋に平民を入れちゃダメでしょう。その観覧席の立派な椅子は国王と王妃様用だよね。

　椅子同様に部屋にあるソファーは素人のわたしでも分かるぐらいの高級感が漂っている。

　でも、そんなことを気にもしていないティリアは、みんなに向かって、「それじゃ、みんなは適当に座って」と言いだす。

　座ってと言われても誰も椅子には座らない。シュリが座ろうとするが、フィナがシュリの手を摑んで止める。

　まあ、あの国王や王妃様ならなにも言わないと思うけど、流石さすがに国王が座る椅子には座らせたくないだろう。わたしだって座りたくないよ。

　なので、全員は丁重にお断りして、部屋の提供という厚意だけ受け取っておく。

「それで、なにが始まるの？」

　観客だろう人が集まっている。舞台で、なにかやるんだと思うんだけど。

「この時間は、演奏会だったはずよ。とっても素晴らしいから、楽しんでもらえると思うよ」

　それは楽しみだ。

　全員でバルコニーから舞台を見ていると、楽器を持った学生が舞台に上がってくる。

　学生たちは全員で一礼をすると演奏が始まる。

　さまざまな楽器が繰り広げるハーモニーが建物の中に響きわたり、心まで伝わってくる。音楽に詳しくないわたしでも、素晴らしいということだけは分かる。シュリもフィナも経験したことのない演奏に目を見開いて舞台を見つめている。
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　もちろん、ノアもミサも聴き惚ほれている。

　何度か曲が変わるが、そのたびに聴き惚れる。どれも、初めて聴く曲だけど、どれも心に響いてくる。

　全ての曲が終わり、学生が一礼して、舞台から降りていく。みんなが拍手をする。

　ちなみに、わたしも拍手をしたけど、クマさんパペットをしていたため、ポフポフという拍手にしかならなかった。

「凄かったです。わたし、こんな演奏を聴いたのは初めてです」

「喜んでもらえて嬉しいよ」

　フィナの感想にティリアは喜んでいる。確かに、学生とはいえ素晴らしい演奏でわたしも大満足だった。

「お姉様もできるのかな？」

　ノアがそんな疑問を口にする。

　シアが楽器か。似合っていると思うけど、どうなんだろう。やっぱり、貴族だと練習をさせられているのかな？

「これで、演奏は終わり？」

　もう少し、聴いてみたいけど。学生はすでに舞台にいない。

「確か、次は演劇だったと思うけど、観ていく？」

　演劇か、観てみたいな。演奏がこのレベルなら、演劇にも期待が持てる。

「みんなはどうする？」

「みたい！」

「わたしも構いませんよ」

「わたしも観たいです」

「みんなが観たいなら」

　みんなから反対意見は出ないので、観ていくことになった。

　準備中、クマさんパペットから、みんなの分の飲み物を出して開催されるのを待っていると、後ろのドアが開く。

「なんだ。誰かいるのか？」

「お父様？」

「ティリアか。どうしてここに？」

「おねえしゃま？」

　部屋に入ってきたのは国王で、その後ろに、フローラ姫と王妃様がいる。ティリアに気づいたフローラ姫はティリアに抱きつく。

「あらあら、お客様がいっぱいね」

　王妃様がわたしたちを見て微ほほ笑えむ。

「お父様、どうしてここに？」

「フローラが学園祭に行きたいと言いだしてな。来たはいいが、俺たちが歩くと目立つからな。ここなら騒がれることがないから、来たわけだ」

　確かに、国王様や王妃様にフローラ姫が歩いていたら、間違いなく騒ぎになる。それに、護衛もいるだろうから余計に目立つ。

「ふふ、なにを言っているんですか、フローラを口実に仕事をサボりたかっただけでしょう？」

　王妃様がいきなり暴露して、国王が慌てだす。

「フローラが行きたがっていたのは本当だろう」

「護衛もいますから、わたしとフローラだけでも大丈夫でしたよ」

　国王はなにか言いたそうにしたが、口を閉じる。

　こんな人が国王で大丈夫なのかと心配になってくる。まあ、性格に難はあるが、息子の王子が真面目そうだから、未来の王国は大丈夫だと思う。こんな自由奔放な父親を持つと息子は大変だ。あの王子に同情してしまう。

　あの親からどうして、あんな立派な息子が生まれてきたかな？

　王都七不思議の一つだね。




　国王はわたしを一瞬見るが、すぐに視線は通りすぎ、ノアのほうへと視線が移る。

「そっちにいるのはエレローラの娘のノアールだったな」

　ノアを見たあと、フィナとシュリのほうに視線が移り、一緒に王妃様もフィナとシュリを見る。

「確か、フィナちゃんとシュリちゃんだったわね」

　王妃様は先日会った２人の名前を覚えていてくれたみたいだ。

「なんだ、知っているのか？」

　国王はシュリを見ながら尋ねる。

「シュリちゃんはフィナちゃんの妹よ。このあいだ、お城に来たときにお話をしたの」

「ああ、エレローラの奴が、俺にユナが来たことを報告しなかったときか。しかも、また食べ物を持ってきたんだろう」

「ええ、甘くて、とっても美味しかったわ」

「あまくて、ふわふわだった」

　先日、お城見学をしたときのことを言っているんだね。あれはわたしは悪くない。エレローラさんが止めたんだ。

「フィナといったな。ユナに会ったら、次にお城に食べ物を持ってくるときには、俺の分も用意しとくように言っておいてくれ」

　えっと、目の前に本人がいるのに、フィナにわたしへの伝言を頼んでいる。

　もしかして、気づかれていない？

　フィナは困ったようにわたしを見る。でも、わたしから名乗り出るのもね。ティリアも少し笑みを浮かべて黙っているし、ノアもミサも自分からは国王に話しかけたりはしない。

　それから、国王はミサのほうを見る。ミサは国王に挨あい拶さつをする。

「ファーレングラム家の娘か。いったい、どんな組み合わせなんだ」

「お父様がユナを紹介してくれなかったので、友人にユナを紹介してもらいました。そのときにみんなと知り合いになりました」

　国王は部屋の中を見回す。わたしをチラッと見て、考え込む仕草をする。

　国王には初めて会ったときにフードを取れと言われた。そのとき、少しの時間だったけど、わたしの顔を見ているよね。もしかして、胴体がクマじゃないから、認識できないとか？

「おまえさん、どこかで会っているか？」

　わたしに向かって尋ねてくる。

　はい、何度も会ってます。

　やっぱり、わたしだと気づかないみたいだ。

「あなた、先ほどからなにを言っているのですか。その女の子はユナちゃんですよ」

　王妃様がニコニコしながらわたしのほうを見る。

「…………!?」

　その言葉に国王は戸惑った表情を浮かべ、わたしの顔を改めて見る。

「見覚えがあると思ったら、ユナか」

　やっぱり、分かってなかったんだね。

「一度、見ていますよね」

「わ、忘れていたわけじゃないぞ。おまえがクマの格好をしてないから、すぐに分からなかっただけだ」

　つまり、クマで認識していると。

「それで、どうしておまえはそんな変な格好をしているんだ」

　この人、変な格好って言ったよ。どうして制服姿が変な格好になるの。クマの格好をしても変と言われ、普通の制服を着ても変と言われ、わたしにとって変でない服ってなんだろう。

「シア……エレローラさんの娘のシアにクマの格好だと目立つからと言われて、無理矢理に着替えさせられました」

　変な格好をしている理由を説明する。国王はわたしのことをジロジロと見る。

「なんですか？」

「いや、おまえも普通の格好をすれば、普通の女の子に見えるんだなと思ってな」

　失礼だ。クマの格好をしてても中身は普通の女の子だ。それに、さっき制服なのに変な格好って言わなかったっけ？

　わたしが少し膨れていると、フローラ姫が近づいてくる。

「くまさんなの？」

　わたしは腰を下ろし、フローラ姫に視線を合わせる。そして、クマさんパペットを目の前でパクパクさせて見せる。これで信じてくれるかな？

　でも、反応が鈍い。

　まあ、いつも「くまさん、くまさん」って呼ばれているんだから、やっぱり、フローラ姫もわたしのことはクマと認識しているのかな？

　わたしは頭を撫なでてあげる。すると、フローラ姫の顔が花が咲いたような笑顔になる。

「くまさんのなでかたとおなじだ」

　そこで判断しますか！

「ユナお姉ちゃんが頭を撫でるときは優しく撫でてくれますからね」

「うん、ユナ姉ちゃんにあたまをなでられると、ぽわんってきもちよくなるの」

「わかります！　ユナさんの撫で方には愛情があります！」

「ユナお姉様は優しく撫でてくれます」

　フローラ姫の言葉にみんなまで賛同し始める。わたしはそんな、みんなの言葉に恥ずかしくなる。
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　国王と王妃様が来たってことは、わたしたちは出ていったほうがいいのかな？

　その旨を伝えると、

「騒いだりしないなら、ここにいても構わんぞ」

「いいの？」

「そんな状況のフローラを見て、追い出せると思っているのか？」

　国王の目尻が下がる。その視線の先にはわたしに抱きついているフローラ姫がいる。頭を撫なでると気持ちよさそうにする。

「くまさんといっしょ」

　今はくまさんじゃないけど。呼び方はくまさんのままなんだね。

「それに、ティリアが連れてきてくれたお客様を、追い出すわけにはいかないでしょう」

　国王と王妃様の厚意により、わたしたちはこのまま劇を観ることになった。

　貴重な経験だから、ありがたく観させてもらう。でも、わたし以外は緊張しているように見える。ミサはノアの後ろに隠れるように立っているし、ノアも背筋を伸ばし、後ろに立つミサを国王から守っているように見える。フィナはシュリが勝手に動き回らないように手をしっかり握っている。シュリが一番、緊張していないように見える。

「なんなら、その椅子に座ってもいいぞ」

　国王は冗談なのか、本気なのか、立派な椅子を指す。それは丁重にお断りした。

「それにしても服装が違うから、すぐにお前だと気づかなかったぞ。だが、キティアはどうして分かった？」

「こんな可愛らしい女の子なら、どんな格好をしていても気づきます。あなたはもう少し、女性をしっかり見ないといけませんよ」

　わたしが持つ王妃様のイメージが変わる。のほほんとしているだけじゃなかったんだね。まさか、クマさんフードを取った姿を見せていない王妃様に気づかれるとは思いもしなかった。

「こうも、雰囲気が変わると分からん」

「それでは国王としてはダメですよ」

「……分かっている。もう、覚えた。次はユナがどんな変な格好をしようと分かる」

　だから、どうして変な格好って言うかな？　普通の格好だよ。制服姿だよ。制服が変な格好っていうなら、学生がみんな変な格好をしているってことになるよ。

　わたしは言いたいのを堪こらえる。




　わたしたちが舞台を眺めていると、劇の始まりの合図の鐘が鳴る。学園祭とはいえ本格的な演劇を観るのは初めてだから、楽しみだ。

　そして、幕が上がる。

　お話は騎士と姫の恋物語のようだった。愛し合う騎士と姫。だけど、身分の差が邪魔をする。

　うん、定番だね。

　国王は娘の好きなようにさせたいが、邪魔をする大臣が出てくる。大臣は自分の息子と政略結婚をさせようとする。

　国王は娘に優しいんだね。まあ、本物の国王が観る可能性もあるんだから、国王の印象を悪くした劇にはしないか。

　劇は進み、大臣の息子が出てくる。息子も性格が悪いのかと思ったら、騎士のよき友人で理解者だった。でも、大臣は息子に姫と結婚するように迫る。

　大臣は暗殺者を雇い騎士に差し向ける。だが、そのことを知った大臣の息子が、間一髪のところで友人の騎士を助け、暗殺者を撃退する。

　それから、騎士と姫にいろいろ困難が迫ってくるが、それを陰から守る大臣の息子。

　なにこれ？　大臣の息子イケメンなんだけど。

　もしかして、主役は大臣の息子？

　最終的に大臣の息子は父親の悪事を全て暴き、国王に告発した。そのことを知った大臣は、息子に怒り狂い、自分の息がかかった部下に息子を殺させようとする。そこに騎士が駆けつけ、共に戦うシーンになる。騎士は大臣の息子を無事に助け出す。

　大臣は失脚し、騎士と姫は結ばれることになった。そして、大臣の息子は二人が結ばれるのを見届けると、一人旅立っていく。

　個人的には大臣の息子が主人公だね。大臣の息子も姫にちらほら、恋心を持っていたように見えるシーンがあった。友人の騎士に譲った感じだった。

　う〜ん、面白かったけど。大臣の息子にも幸せになってほしかったかな。

　それか、主人公を大臣の息子にすればいい話になると思うんだけど。友人のために頑張る大臣の息子。友人のために親の悪事を暴く。あとは彼を支えてくれる女性を出せば後味も悪くないと思うんだけど。第２王女とか？

　まあ、少し残念な終わり方だったけど、全体的に面白かった。

「みなさん、どうでしたか？」

　ティリアがフィナたちに劇の感想を尋ねる。

「はい、大臣の息子さんが格好よかったです」

「お姫様、きれいだった」

「悪徳大臣を倒せてよかった。でも、息子が可哀想だったです」

「お姫様と騎士が結ばれてよかったです」

　フィナ、シュリ、ノア、ミサと感想を言う。

　概ね、わたしと同じ感想だね。

　そして、みんなが劇の感想を話していると、後ろで見ていた国王がとんでもないことを言いだす。

「悪くはないが、ユナの絵本のほうが感動的かもしれないな」

　いきなり、何を言いだすかな、この親父は。

　国王の言葉にフィナたちが反応する。

「そうね。クマさんが女の子のために頑張る姿は感動するわね。劇にすれば子供にも観やすいかもしれないわね」

　王妃様まで国王の言葉に賛同する。

　確かに、フローラ姫は少し退屈そうに観ていた。フローラ姫の年齢じゃ、今回の恋愛劇は早かったかもしれない。だからといって、あのクマの絵本を劇とか、やめてほしいんだけど。

　それにクマの絵本を劇にしたとしても、大人が観るようなものではないと思う。

「よし、今度、絵本を元に劇でも作らせるか」

「やめてください！」

　力強くお願いした。あの絵本だって、少し恥ずかしいのに、劇なんてやられたら困る。ほら、フィナなんて体が震えているよ。

「そうか。いい考えだと思ったんだが」

「もし、そんなことをしたら、二度と食べ物は持っていきませんよ」

「それは……」

　わたしをからかおうとしていたみたいだが、食べ物の話を出せば止まるはずだ。

「それはフローラに対してもか？」

　わたしは首を横に振る。

「用意するのはフローラ姫の分だけです。お二人が部屋に来ても用意はしません」

　お城の出入りを禁止にされたら、それで終わりだけど。国王は少し考えて、口を開く。

「……分かった。諦めよう」

「残念ね」

　どうやら、食べ物が勝ったらしい。よく、胃袋を摑つかんだら勝ちっていうけど。本当だったよ。

　わたしが止めたことでフィナは安堵の表情を浮かべている。普通に考えたら、自分がモデルになっている絵本が劇になったら嫌だよね。それにクマ役はどうするのよ。わたしはやらないよ。

　国王と王妃様は残念そうにしていたが、こればかりは許可を出すわけにはいかない。

　無事に絵本の劇化は防ぐことができたので、次の出し物は何かとティリアに尋ねる。

「次は学園の歌姫の歌ですよ」

　最後に歌があるらしい。でも、学園の歌姫ってそんな漫画みたいな人が存在するんだね。

「でも、歌姫って。姫というならティリアが本物のお姫様でしょう。歌ったりしないの？　本物のお姫様なんだから」

「わたしも下手とは思っていないけど、彼女は別格だからね。歌姫の称号は彼女が相応ふさわしいよ」

　ティリアにそこまで言わせるとなると楽しみになってくる。

　舞台を見ていると、綺麗な白いドレスに包まれた一人の女性が舞台に上がる。学生だよね？　大人っぽく見える。舞台に上がった女性は一礼すると、オペラのように歌いだす。

　歌いだすと、皆、女性に視線を向け、聴き惚ほれている。わたしもその一人だ。声は隅々まで響き渡り、心の中まで響いてくる。もし録音できたら、間違いなくした。

　残念ながら、わたしが持っているクマフォンには録音機能はついていない。

　歌が終わると、今日一番の拍手が沸き起こった。

「綺麗な声でした」

　ちびっこたちも感動しているみたいだ。

　国王も王妃様も聴き惚れていた。

　それから、歌姫はいろいろな歌を歌う。いつまでも聴いていたかったが、終わりが訪れる。

「うむ、最後にいいものが聴けたな」

「ええ、素晴らしい歌声でした。ティリアも頑張るんですよ」

「お母様、あのレベルを求められても困ります」

　あれは無理だと思う。格が違う。あのレベルに行くには才能と努力が必要だと思う。




　全ての出し物が終わったようで、観客は建物から出ていく。

　わたしはここに連れてきてくれたティリアにお礼を言う。

「喜んでもらえてよかったわ。お父様たちが来たのは予想外だったけど」

「俺はおまえたちがいたことが予想外だった」

「でも、楽しい一時を過ごせたわ。みんな、ありがとうね」

　王妃様からお礼を言われて、みんなは緊張しながら、返事をしていた。

　わたしたちが先に部屋を出ていこうとすると、フローラ姫に悲しい顔をされ、制服を摑つかまれてしまう。

「くまさん、いっちゃうの？」

「また、会いに行きますよ」

「うん」

　わたしはフローラ姫と会う約束をして、手を離してもらう。それにクリモニアに帰る前に国王に綿菓子を持っていかないといけないみたいだしね。




　部屋を出ると、数人の護衛が待機しており、わたしたちが部屋から出ると驚かれる。まあ、王族しかいないと思っていたのに、わたしたちが出てくれば驚くよね。でも、国王が出てきて、軽く説明をしてくれたおかげで、わたしたちは何事もなく建物から出ることができた。

「あのう、ユナさん」

　学園祭２日目も終わり、学園の外に向かって歩いていると、ノアが声をかけてくる。

「なに？」

「国王陛下が言っていました、ユナさんが描いた絵本ってなんのことですか？」

　そういえばノアは絵本のことは知らないんだね。てっきり、エレローラさんが話していると思っていたんだけど。

「わたしがフローラ姫に描いてあげた絵本だよ」

「どんなお話なんですか？　王妃様がクマとか言ってましたけど」

「クマが女の子のために頑張るお話かな？」

　クマ役のわたしがフィナを助ける話になっている。少し変更はしているが、わたしの実話に基づいている。

「うぅ、わたしもユナさんが描いた絵本が見てみたいです。でも、フローラ姫が持っているんですよね」

　まあ、普通は個人的に描いたものが何冊もあるとは思わないよね。

　複写した絵本なら持っているから、見せることはできる。

　でも、フィナが自分がモデルとなった絵本をノアに知られることを嫌がるかもしれない。ノアに見せるにしても、フィナに相談してから決めたほうがいいかな？

「でも、ユナさんって多才ですね。冒険者としても強いし、お店を開くほどに料理も上手だし、絵本も描けるなんて」

　冒険者ができるのは神様チートのおかげだし、料理は両親が家に帰ってこなかったから、自分でやっていただけだ。絵は若き頃（ほんの数年前だけど）に練習をしていた名残だ。




　学園祭２日目の投票は、剣舞、演奏、歌姫に一票ずつ入れた。

　劇もよかったけど、わたし的に若干マイナスが入ったからね。
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　お屋敷に戻ってくると、出迎えてくれたスリリナさんがわたしの制服姿に驚く。

「そのように制服を着ていますと、ユナ様は普通の学生に見えますね」

　久しぶりに普通って言われた気がするよ。決して、わたしの制服姿は変な格好ではない。

「でも、ユナ様はクマの格好が似合うと思ってしまうのは失礼なんでしょうね」

　うん、失礼ですよ。

　これでも、一応、15歳の乙女だよ。それがクマの着ぐるみが似合うって言われて喜ぶ女の子はいないと思うよ。

　わたしは部屋に戻ると、クマの着ぐるみに着替えることにする。

「ユナさん、着替えるんですか？」

「まあ、家に戻ってきたしね」

　家に帰ってきたら、リラックスできる服に着替えるものだ。それにいつまでも制服姿でいるわけにはいかない。わたしはクマボックスからクマの着ぐるみを出すと、制服を脱ぎ、クマの着ぐるみに着替える。

　この肌ざわりや暖かさが安心感を与えてくれる。う〜ん、このクマの格好が一番リラックスでき、一番落ち着く。この包み込むような着心地が、外敵から守ってくれる安心感を与えてくれる。

　これは絶対に神様の呪のろいだよね。

「クマさんの格好もいいですけど。もう少し、制服姿のユナさんを見ていたかったです」

　別に制服を着てても問題はなかったけど、落ち着かないからね。それに明日も着ることになるから、落ち込まなくてもいいと思うんだけど。シアとの約束だし、明日の学園祭でも制服を着るつもりでいる。

　今日一日、制服を着てみて分かったことだけど、制服姿だと「クマ」と呼ばれないし、指をさされることもないし、子供たちが近寄ってくることもなく、笑われることもなかった。

　ただ、なぜか、わたしに視線を向ける男子が多かった気がする。だけど、いつもクマの格好を見られているから、自意識過剰なだけかもしれない。

　おそらく、一緒にいたティリアへの視線だったと思う。それをわたしが見られているように感じたんだ。そうだ、わたしは無名の学生で、ティリアはこの国のお姫様だ。みんなが見ていたのはティリアだ。

　自分が見られていたと勘違いしてしまっては、自意識過剰なイタい子になってしまう。




　クマへの着替えも終わり、周りを見るとちびっ子たちはミサを加えてトランプをしている。グランさんがミサを迎えに来るまで、まだ時間はある。

「はい、３が揃そろいました」

　フィナは３のカード２枚を中央に出す。

　どうやら、ババ抜きをしているみたいだ。

「クマさんカードです。本当はクマさんのカードがわたしのところに来て嬉しいはずなのに、勝負では負けなんですよね」

　みんなはジョーカーのことをクマさんカードって呼んでいる。最近ではキングのことはクマ王、クイーンは姫クマ、ジャックは騎士クマと呼んでいることを知った。

　間違っていないけど、それはあくまで絵柄がクマであって、普通のトランプとは違う。でも、フィナたちに普通のトランプのことは説明ができないので、呼び名も修正できずに今に至る。

　トランプで遊んでいると、冒険者のマリナがミサを迎えにやってきた。

「マリナも来ていたんだね」

「ええ、今回もグラン様とミサーナ様の護衛よ。ミサーナ様、今日は楽しめましたか？」

　マリナはわたしとの挨あい拶さつを済ませると、ミサに尋ねる。

「うん、楽しかったよ」

「それはよかったです。ユナ、今日はありがとう。本当なら、ミサーナ様をもう少し遊ばせてあげたいんだけど、明日には出発しないといけないみたいだから」

　それは仕方ないことだ。グランさんは仕事で王都に来ていると言っていた。ミサもそれが分かっているようで、わがままを言わずに、フィナたちにお別れの挨拶をしていた。

「ノアお姉様。今度クリモニアに行きますから、そのときは街を案内してくださいね」

「いろいろな場所を案内してあげるよ」

「フィナちゃんもシュリちゃんも、また会おうね」

「はい。もし、街に来たら会いに来てください」

「ミサ姉ちゃん。またね」

　３人はクリモニアで会う約束をする。

「それじゃ、クリモニアに来たらわたしのお店に招待するね」

「はい。必ず、行かせてもらいます」

　ミサは嬉しそうに約束してマリナたちと一緒に帰っていく。




　ミサが帰ってしばらくすると、シアとエレローラさんが一緒に帰ってくる。

「聞いてよ。国王陛下が仕事を放り投げて、フローラ姫と一緒に学園祭に行ったっていうのよ。そのせいで、わたしに仕事が回ってきて大変だったのよ。わたしだって、学園祭に行きたかったのに」

　食事をしながら、エレローラさんが愚痴をこぼす。

　確かに王妃様が国王が抜け出したみたいなことを言っていたね。そのとばっちりを受けたのは、あの真面目な王子だけじゃなかったみたいだ。ここにも国王のせいで迷惑がかかった人がいた。

　さらにノアが国王と会ったことを話すと、エレローラさんの頰ほおが膨れた。

「ズルいわ。それならわたしが国王陛下より先にフローラ姫を奪い取って、学園祭に行っちゃえばよかったわ」

　言いたいことは分かるけど、奪い取るって。せめて、一緒に行くとか言い方があると思うんだけど。

「それで、フィナちゃんたちは、学園祭は楽しんでいるのかしら？」

「はい。とても楽しいです。今日見た合奏も、演劇も感動しました」

「歌姫様のうた、きれいだった」

　フィナとシュリは楽しそうに話す。

「ティリア様が案内してくれたおかげで、特等席で見ることができましたからね。でも、今日一番驚いたのはユナさんの制服姿です。とっても、可愛いらしかったです」

　ノアがいきなり、変なことを言いだした。

　なにを言いだすかな、この子は。

「制服姿？」

「はい。今日ユナさんは、お姉様の制服を着て学園祭を回ったんです。いつものクマさんの姿もよかったですが、制服姿もとても似合っていました」

「シアにクマの格好だと目立つからと言われ、着させられたんですよ」

　制服に着替えたおかげで、クマだと言われて指をさされることはなかった。

「でも、すれ違う人はユナさんを見ていましたよ」

「あれはお姫様のティリアのことを見ていたんでしょう？」

　確かに見られているような気がしたけど、あれは姫であるティリアを見ていただけだ。クマの格好をしていないわたしを見る理由がない。

「ティリア様も見ていたと思いますが、ユナさんのことも見ていたと思いますよ」

　ノアはフィナとシュリに同意を求める。

「そんなことはないよね」

　わたしはわたしで２人に同意を求める。だって、わたしを見る理由が分からない。

「えっと、お２人を見ていたと思います」

「えっ、どうして？　ティリアはお姫様だから、みんな見るよね。わたしはクマの格好をしているわけじゃないんだから、見られないよね」

「……それはユナお姉ちゃんが綺麗だからだと思います」

「フィナもお世辞が言える年になったんだね。別に気を使わなくても大丈夫だよ。たぶん、見られていたのは、ティリアと一緒にいる学生が気になっただけだよ」

　でも、わたしの言葉にフィナもノアも呆あきれた顔をする。なぜに？

「ユナちゃんの制服姿ね。それは見てみたかったわね」

「明日も着ることになっていますから、見られますよ」

　ノアが余計なことを言う。

「あら、本当？　それは明日が楽しみね」

　確かに、学園祭の間は着ることになっている。これは絶対に制服姿を見せることになりそうだ。




　それからも３人は学園祭で見たことや参加した出し物についてエレローラさんに話す。シュリもこの数日間でエレローラさんに慣れたみたいだ。初めの頃は緊張していたみたいだけど、最近では普通に話せるようになっている。

　まあ、エレローラさんは基本は優しい人だ。たまに、とんでもないことを言ったり、行動をしたりするけど。それさえなければ、本当にいい人なんだけどね。

「そう、みんな楽しんでくれているようでよかったわ」

　まあ、いろいろ出し物に参加したり、食べたり、見たりして、わたしを含む全員が楽しんでいる。

　学園祭にフィナとシュリを呼んでくれたエレローラさんに感謝しないといけないね。

「それで、シアのほうはどうなの？」

「ユナさんが作ってくれたクマの置物のおかげで、結構お客さんが集まって、綿菓子はたくさん売れました。それに今日はティリア様が少しだけ手伝ってくれましたので」

　シアはクマの置物のおかげでお客さんが集まったことや、ティリアが呼び込みをしたら、大変なことになったことをエレローラさんに話す。

「ふふ、それはそうね。ティリア様が呼び込みしたら、みんな集まるわね」

「まさか、あそこまで集まるとは思いませんでした」

　ティリアと一緒に歩いているだけで、視線を向けられるからね。姫様の影響は大きい。

「お母様は明日もお仕事ですか？」

「明日は国王陛下と一緒に学園に行くことになっているわ。だから、会えるかもしれないわね」

　明日も国王は学園に来ることになっているみたいだ。

　明日は、見かけても近寄るのはよそう。国王と親しいところを見られでもしたら、余計に目立ってしまうから、気をつけよう。
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　学園祭３日目、わたしはシアから借りた制服に着替えると、最後に足と手にクマ装備を装着し、エレローラさんのところへ向かう。エレローラさんはわたしの制服姿を見るまで、仕事に行かないと言うので、見せることになったからだ。

「ドレス姿のときも思ったけど、人は服装が変わると、だいぶ印象が変わるものね」

　エレローラさんは、そんなわたしの制服姿を見て、感想を漏らす。

　つまり、馬子にも衣装って言いたいんだよね。

「でも、可愛かわいさなら娘には勝てないわね」

　エレローラさんの娘自慢が始まる。

　ノアとシアは可愛いよ。そんな２人と比べないでほしい。

　エレローラさんはわたしの制服姿に満足すると仕事に出かけていった。




　わたしたちも少し遅れて家を出る。

「今日はお姉様と一緒です」

　ノアはシアの横を嬉しそうに歩いている。今日はお昼過ぎまでシアと一緒に学園祭を回ることになっている。

　ここにエレローラさんがいれば３姉妹が揃そろったかもしれない。見た目だけならエレローラさんは若いから、３人が並べば３姉妹に見える。絶対に35歳には見えない。




　学園に到着して、まずはシアのお店に向かう。お店に着くとマリクスたちが準備しており、シアも少し手伝う。

「それじゃ、お昼過ぎには一度戻ってくるから」

　初日はお店が忙しくて、誰も学園祭を見て回ることができず、２日目は友達の手伝いもあって、カトレアとティモルが交代で学園祭を回り、今日はシアとマリクスが交代で見て回ることになっているらしい。

「店は俺たちに任せて、遊んできてくれ」

　マリクスに見送られ、わたしたちは学園祭３日目に出発する。

　今日の案内役はシアであり、シアが見たいところに行くことになっている。この２日間で十分に楽しんだわたしたちは、今日はシアに付き合うことにしている。

「それでどこに行くの？」

「本当は食べ物屋さんを回ろうかと思っていたんですけど。昨日、ユナさんが来たあと、友達がいろいろと差し入れを持ってきてくれたんですよ」

　なんでも、初日のお店の忙しさを聞いた友人たちがお店を手伝ったり、差し入れを持ってきてくれたという。

　シアはわたしと違って友達が多いみたいだ。日頃の交友関係の賜物だね。

　だから、今日は飲食店以外に行くことにしたらしい。

「昨日、お店を手伝ってくれた友達が、お城の騎士と試合をすることになっているので、それを見に行こうと思っているんですが、いいですか？」

　もちろん、断る理由はないので、わたしたちはその試合を見に行くことにする。

「でも、学生が騎士と試合しても、勝負にならないでしょう」

　一方的な試合になりそうだ。

「本気の試合とかではなくて、騎士を目指す学生がお城の騎士の胸を借りて、練習試合をするんです。でも、学生たちは自分の力がどこまで騎士に通用するのか確かめるために本気で戦いますよ」

　そんなものがあるんだね。ちょっと面白そうだ。自分が戦うのも面白いけど、他人の試合を見るのも面白い。

「あと、ユナさんが見てもつまらないかもしれないけど、試合の前に魔法の実演もありますよ」

「お姉様、本当ですか!?」

「ええ、ノアが魔法を見たいって言っていたから」

「お姉様、ありがとうございます。嬉しいです」

　少し歩くと、グラウンドに辿たどり着く。この学園は広く、いくつもグラウンドがあるようだ。

　グラウンドを見ると、学生が魔法を使っている。

「そういえば、ノアは魔法を使えるの？」

　今まで、聞いたことがなかったけど、どうなのかな？

　シアが魔法を使えることは知っているけど。

「まだ教わっていないので、使えません」

　そうなんだ。

「やっぱり、学園で魔法を習うの？」

「学園でも教えてくれますが、その前に両親から教わることもありますよ」

「ノアはクリフやエレローラさんから教わったりはしないの？」

「学園に通う前に教わることになってますが、まだです」

「そうなんだ。小さいときから教わったほうがいいと思うんだけど」

　異世界転生ものの話だと、小さいときから魔法の練習をすることで、チートを得るものが多い。魔力が増えたり、属性が増えたりする。もしこの世界でもそのとおりだとすれば、小さいときから魔法の練習をしたほうがいいと思うんだけど。

「ユナさん、なにを言っているんですか。小さいときに魔法を使うと、体に負担がかかって将来的に魔法が使えなくなるんですよ」

「そうなの？」

「ユナさん、魔法が使えるのに知らなかったのですか？」

　ノアが信じられないものを見るような目でわたしを見る。

　だって、元の世界じゃ使えなかったし、この世界に来てから使えるようになったんだもん。でも、そんなことは言えるわけもなく。

　そんな何も知らないわたしにノアが説明してくれる。

「基本、魔法は体に負担がかかるので、10歳まで魔法は使わないほうがいいと言われています。魔法を覚えるのは早くて10歳から12歳です。だから、ユナさんの年齢でそんなに強い魔法が使えるのは凄すごいことなんですよ」

　なるほど。だから、冒険者ギルドに行くと、「こんなガキが」って笑われるわけか。まあ、冒険者ギルドで絡まれる一番の理由はわたしの格好だと思うけど。

　そう考えると冒険者ギルドに入れる年齢が13歳からなのも、そのあたりが理由かな。

　となると、この世界には魔法を使える天才幼女はいないことになる。天才幼女がいないと思うとファンタジー的に残念だ。

　でも、ノアの話を聞いて納得した。だから、今まで子供が魔法を使っているところを見たことがなかったんだね。それに、ノアがわたしに「魔法を教えてください」って言ってきたことは一度もなかった。言ってこなかったのには、そんな理由があったからなんだね。

　なんか、納得してしまった。

　でも、子供のときに魔法を使うのはよくないのか。魔力になにかしら原因があるのかな？

　流石さすがに魔力のことを科学的に考察することはできないので、そういうものだと理解しておく。

「それに、わたしが魔法が使えるほど魔力があるかどうかも、まだ分かりません」

　これは本に書いてあった。魔力が少ないと魔法が使えないと。

　一応、この世界の人はみな魔力を持っており、その魔力で魔石を発動させたりして生活をしている。その中で魔力が多い一部の人が魔法を使っている。

「大丈夫よ。わたしもお母様もお父様も使えるんだから、きっとノアも使えるわよ」

　シアがノアを安心させるように言葉をかける。ミサの誘ゆう拐かい事件のときに、エレローラさんが魔法を使っているところを見たことがあるけど。クリフも魔法が使えたんだね。

　でも、やっぱり、この手のことは遺伝が関係しているのかな？

　そうなると、昔、冒険者だったと言っていたティルミナさんも、魔法は使えるのかな？

「フィナ。ティルミナさんは魔法は使えるの？」

「はい。少しだけ使えると聞いたことがあります」

「それじゃ、フィナやシュリも魔法が使える可能性があるんだね」

　ここは「魔法が使えるといいね」と言うべきなのか困った。

　魔法を使えるようになり、フィナやシュリが冒険者になりたいとでも言い出したら困る。妹のように思っているフィナやシュリには危険なことはさせたくない。それでなくても、フィナは冒険者ギルドで解体作業をしているから、冒険者に近い場所にいる。

　もし、冒険者になりたいと言い出したら、ティルミナさんとゲンツさんに止めてもらわないとね。

　わたしは横にいるフィナの頭に手を置く。

「ユナお姉ちゃん？」

　いきなり、頭に手を置かれたフィナは首を傾かしげてわたしを見る。

「なんでもないよ」

　わたしが微ほほ笑えむと、さらにフィナは首を傾げる。

　そんなフィナとシュリの将来を心配しながら、広場に目を向けると、学生が魔法を唱えて的に当てている姿がある。手から火の玉が飛び出して的を燃やしたり、土の塊が飛び出して壊したりする。

　広場の周りにはお客さんが集まっていて、魔法が的に命中するたびに拍手が起きる。

「魔法が使えない人はあまり魔法を見る機会がないから、結構人気があるんですよ」

　でも、危険を考慮してなのか、大きな魔法は誰も使っていない。もしくは使えない可能性もある。

「わたしも早く魔法を使いたいな」

「お父様とお母様の許可がないうちは使ってはダメだからね」

「分かっています。許可なく使ったりはしません」

　それから、風魔法や水魔法を使う学生も現れ、グラウンドは盛り上がる。流石に氷系の魔法を使う学生はいない。やっぱり、難しいのかな？

　学生による魔法の演習を見ていると、一部が騒がしくなる。

「なんだろう？」

　騒がしくなっているほうに目を向けると、国王が歩いている姿があった。その横には学生服を着たティリアの姿もあり、その２人を護衛騎士が囲うように歩いている。

　フローラ姫もいるのかと思ったけど、フローラ姫や王妃様の姿はない。今日は一緒ではないみたいだ。

「お母様？」

「本当です」

　シアの視線を向ける先には国王から少し離れた位置にエレローラさんがいた。

　エレローラさんはわたしたちに気づくと、笑顔で手を振ってくる。

　それに対して、シアを含むちびっ子たち全員が手を振り返す。エレローラさんはそれを見て嬉しそうにする。

　国王と一緒に学園祭に来るとは聞いていたけど、この広い学園で遭遇するとは思わなかった。

　エレローラさんはそのまま国王のところに向かうのかと思ったら、わたしたちのところにやってきた。

「偶然ね。これもわが子を思うわたしの気持ちが、導いてくれたのかしら」

　エレローラさんは嬉しそうにする。

「それで、みんなはどうしてここに？」

「わたしの友人に騎士を目指している子がいるんで、応援に来ました」

「あら、それは楽しみね」

　勘ぐるような目でシアを見る。

「お母様。勘違いをしているようですが。その騎士を目指している友人は女の子ですよ」

「あら、そうなの？」

　エレローラさんは残念そうにする。

　そうなんだ。てっきり、騎士を目指すと言うから、わたしも男の子だと思っていた。

「そういえば、マリクスは騎士を目指していないの？　お父さんが騎士とか言っていたような気がしたけど」

　本人もそんな感じだったけど。

「マリクスも参加するか、悩んでいたけど、綿菓子を選んだみたいです」

　おいおい、それでいいのかマリクス。

「それに騎士との試合なら、父親が騎士団だから、いつでもできると言ってましたよ」

　まあ、父親が騎士なら、いつでも練習相手になってもらえるよね。

「でも、国王様が来てたって知ったら悔しがると思います。国王様に見てもらえることなんて、そうそうあることではありませんから」

　確かに、学生が国王に顔を覚えてもらえる機会はなさそうだ。

　そう考えると、わたしの顔（クマ）が王族に覚えられているとマリクスが知ったら、羨うらやましがられるのかな？

　あの王族に対してだと、あまりありがたみは感じないけど。
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「エレローラさんは戻らなくていいんですか？」

　エレローラさんは国王のところに戻らずにわたしたちの近くに座る。

「いいのよ。護衛の騎士もいるし、わたしは付き添いだしね。国王が無茶なことをしたら、止めるのが仕事だから」

　無茶って、わたしからすれば似た者同士に見えるんだけど。「無茶する人×無茶する人＝大事になる」……。火に油を注ぐようなことにならなければいいんだけど。

　国王からしたら、エレローラさんの無茶を止められるのは自分だけと思っているはず。

　お互いに抑止力になっているのかもしれない。




　魔法の演習を見ていると、学生は国王の登場に気づき、国王にいいところを見せようと張り切りだす。大きな魔法を使用する学生が現れるが、先生らしき人が止めに入る。

　ちょっと見てみたかったけど。危険だし、これは仕方ない。

　ならばと、今度は魔法の数で自分をアピールしようとする者が現れるが、命中率が下がって、散々な結果となる。そして、魔力が尽きたのか、座り込む学生も出る。

　魔力が少ないのか、無駄が多いのか分からないけど、もう少し考えて魔法を使ったほうがいいと思う。

「ユナちゃんも参加してくる？」

　エレローラさんが学生の魔法を見ているわたしに尋ねてくる。

「遠慮しますよ。わたしは学生じゃありませんから」

　それにわたしが人前で魔法を使っても、目立つだけでわたしにメリットはない。

「その格好なら誰も気づかないわよ」

「お断りします」

「あら、残念ね」

「ちなみに、彼らの実力はどのぐらいなんですか？」

「う〜ん、学生の中なら中よりやや上かしら。本当に実力がある子は、見せ物には参加しないからね」

　中ぐらいか。一番実力があるとどのくらいになるんだろう？

　しばらくすると魔法の実演も終わり、学生たちは国王の前に立つと、一礼をする。それに対して、国王は「これからも頑張るように」と一声かける。学生たちは国王からの言葉をいただき嬉しそうにして広場から退出する。

　やっぱり、国王から言葉をもらえると嬉しいものなんだね。実際は仕事はサボるわ、食べ物にうるさい、ただのおっさんだけど。それを知らない学生の目には立派な国王に映るみたいだ。

　まあ、わたしも初めて会ったときは立派な国王に見えた。でも、何回も会っていると、そんなイメージは崩れ去った。

　魔法の演習をしていた学生がいなくなると、次は剣を持った学生が広場に出てくる。

　シアが言っていた騎士を目指す学生かな？

　どの学生も国王がいるせいか、緊張しているように見える。国王に対して、全員で一礼をすると、一対一の学生同士の試合が始まる。いきなり全員でなく、何組かに分かれて行われるみたいだ。その後に、騎士との試合が行われるらしい。

　自分の番が来るのを待っている学生のほうを見ると、女の子が３人ほどいるのが見えた。

「やっぱり、女の子は少ないんだね」

　男子生徒は20人ほどいる。女子生徒は少ない。

「普通は女の子は騎士を目指したりしないからね。男性騎士にも嫌われるし、騎士になろうと思う人は少ないわ」

　エレローラさんが教えてくれる。

「それじゃ、なんで騎士を目指したりするんですか？」

「それはね。王妃様がご結婚した当時、護衛騎士を側に置くなら、女性がいいとおっしゃっててね。それまでは護衛騎士を含めて、騎士は男性だけがなるものだったの。でも、王妃様のお願いもあって、女性が護衛につくようになったの」

　まあ、普通に考えれば男性騎士のほうが力もあるから、強いことが多いだろうしね。でも、護衛がどこまでついてくるか分からないけどあらゆるところについてこられることを想像したら、ゾッとするね。

　そう考えると、王妃様の気持ちも分かる。

「それから、ティリア様も生まれたことで、より女性の護衛が必要だと考えられてきたのよ。だから、今、あそこにいる女の子たちはティリア様の護衛騎士を目指しているのよ」

　ティリアの護衛騎士か。それなら納得できる。

　まだ会って２日だけど、ティリアは天てん真しん爛らん漫まんで、平民にも優しく、ティリアがお店に顔を出すと、みんな嬉しそうにする。みんなティリアを慕っているのが分かる。

　そんなティリアの側で役に立ちたいと思う学生がいてもおかしくはない。

「それじゃ、シアの友人って、ティリアの騎士を目指しているんだね」

「ティリア様に声をかけられて以来、ティリア様に心酔しちゃてね。手に血豆ができるまで剣を振って、今日まで頑張ってきたのよ。だから、国王陛下が見に来たことよりも、ティリア様が来たことのほうが嬉しいかもね」

　騎士を目指している女の子が国王を見ているのかと思っていたけど、あれは隣にいるティリアを見ていたんだね。

「ちなみに魔法使いは護衛にはなれないの？」

　護衛なら魔法使いがなってもいいと思うんだけど。

「なれるわよ。王妃様の護衛は初めは女性魔法使いがなっていたからね。でも、魔法が使えない者は、騎士になるしかないからね。それに敵に近寄られた場合は魔法よりも剣のほうが速い。だから、普通は魔法使いと騎士の両方が護衛につくことになっているわ」

　それじゃ、シアの友人は魔法は使えないのかな？




　初めの試合が終わり、次に女子生徒が出てくる。

「ユナさん、あそこにいるのが、友人のリーネアです」

　短めの髪をした女の子だ。リーネアが細身の剣を構えると、試合が始まる。

　リーネアが一生懸命に剣を振り、男子生徒と打ち合っている。

　何度も剣の打ち合いが行われるが、そのたびにリーネアは後ろに下がっていく。

　あらためて見ると、やっぱり体格に差がある。騎士や兵士は男性のほうが向いているかもしれない。

　そして、リーネアが一方的に押されて試合も終わり、次の試合に移る。

「これはエレローラ殿、こんなところで見学ですかな？」

　学生の試合を見ていると、鎧よろいに包まれた40代ぐらいの男性がエレローラさんに声をかけてくる。エレローラさんが嫌そうな顔をする。そんな表情をするエレローラさんの顔を見ると、男の口元がにやける。

　その口元を見た瞬間、思い出す。

　先日、お城の騎士の練習場にいた、エレローラさんやノアに嫌な視線を向けていた男だ。

「……ルトゥム卿きょう、どうして、あなたがここに？」

「それは騎士を希望している学生の試合の相手役を、わたしの第３騎士団が担当することになっているからですよ」

「そんな話の報告は受けていないわ。確か、第４騎士団だったはずよ」

「そうですか？　それでは行き違いがあったのでしょう」

　その口元が釣り上がる笑みが噓うそだと物語っている。

「それで、そちらがエレローラ殿の娘さんのシア嬢でしたな」

　シアはルトゥムに見られると、ビクッと体を震わせる。

「それで、なにかしら。わざわざわたしたちのところに来て。騎士をまとめるあなたが、ここでサボっていていいのかしら？」

　エレローラさんがシアの前に出て、シアを少しだけ下がらせる。

「エレローラ殿には言われたくないですが。部下は優秀ですから、わたしがいなくても大丈夫ですよ。ここに来た理由はエレローラ殿とシア嬢がいるのが見えたので、再度、お願いに来たのですよ。シア嬢と息子との婚約を……」

「「「「…………！」」」」

　とんでもない言葉がルトゥムから出てきた。フィナたちも驚きのあまり固まっている。

　婚約、つまり、結婚ってことだよね。

「それはお断りしたでしょう」

「いい話だと思いますが」

「それはあなたにとってでしょう。それに婚約をするには一番の問題があるでしょう？」

「それはなんでしょうか？」

「あら、分からない？　それは、わたしがあなたのことを嫌いなことよ」

　気持ちは分かるけど。エレローラさん、ぶっちゃけちゃったよ。

「それは奇遇ですな。わたしもあなたのことが嫌いですよ」

「同じでよかったわ」

　お互いに「ふっふっふ」と笑い出す。

　この２人なんなの？

「それじゃ、嫌いな者同士。子供たちの婚約の話はない方向でいいでしょう」

「そういえば、最近、妙な噂を聞いたのですが、なんでも、クリモニアでは山にトンネルを掘り、その先の海がある町と交流を持ったそうですな」

「あら、どこでそんな話を」

「もちろん、息子の婚約者のいる街のことは調べてありますよ」

「あら、いつ婚約者になったのかしら？　それにシアは婿をとる予定になっているから。お嫁には出せないわよ」

「大丈夫ですよ。息子を婿にすればいいことです。ローランド家が支えて差し上げますよ」

「いらないわ」

　パチパチと火花が散る。

「でも、どうやってトンネルを作ったのでしょうか？　洞どう窟くつを発見したという噂もありますが」

「さあ、あなたに教えたりはしないわ」

　わたしが掘りました。でも、知られていないってことは情報操作が上手くいっているみたいでよかった。

「わたしたちの仲ではないですか。教えてくれても」

「あら、わたしたちは仲は悪いでしょう」

「わたしの親族がお世話になるほどの仲です」

「不幸な事故だったわね」

「そうですな。賊が侵入して、殺されましたからね」

　ふっふっふと笑いだす２人。

　なんか、もう嫌だ。

　シアとノアはエレローラさんの後ろに隠れ、フィナとシュリはわたしの制服を摑つかんでいる。

　大人の腹黒い言い合いは子供たちに影響がよくないよ。

「二度とそのようなことがないように、我が息子を」

「気持ちだけいただいておくわ。それにクリフが二度と起きないように防衛を強化しているから大丈夫よ」

　また、２人は怖い笑みを浮かべる。

「それなら、シア嬢、本人に確認しましょう。本人が望めば、少しは変わってくるでしょう」

　ルトゥムが笑みを浮かべながら、エレローラさんの後ろにいるシアのことを見る。

「わたしの息子と結婚を致しませんか。騎士としても強く、あなたを一生涯守り続けますよ」

「お、お断りします」

　シアはちょっと怖がる感じながらも、勇気を振り絞って断る。

「そんなことは言わずに、会ってみるだけでも」

「やめてもらえるかしら、娘が怖がっているわ」

　エレローラさんはシアの前に立ち、再度シアを庇かばう。

　それに対して、ルトゥムは視線をグラウンドに移す。

「おや、そろそろ、我々の騎士との試合が始まるみたいですな。試合を見れば気持ちも変わるかもしれませんね」

　グラウンドを見ると、学生は騎士に向かって礼をして、試合が始まる。

　騎士は構えをとるが、自分からは攻撃をしたりはしない。あくまで、学生にさせる。でも、学生に隙があると反撃をする。やっぱり、明らかに実力差があるね。

　こうやって練習試合を見ると、ゲーム時代にプレイヤー同士で対戦したことを思い出す。

　攻撃特化型は一撃が怖い。防御型だと、なかなかダメージを与えられない。攻撃力は弱いけど、動きが速いとか。他にもバランス型もあれば、特殊な戦い方をする者もいた。

　パラメーターや装備によって、いろいろ戦い方があって、面白かった。懐かしい思い出だ。
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　騎士と学生の試合が終わり、お互いに挨あい拶さつをして別れる。

　そして、次のメンバーが出てくる。その中にはシアの友人の女の子もいる。

「次は女子生徒が出てきますな。怪我をしないとよろしいですね」

　ルトゥムが嫌な笑みを浮かべる。

「あなた、まさか」

「別に婚約を断られたからではないですよ。この仕事を引き受けたのも、女性騎士を目指す者がいると聞いたからですよ。騎士は男性がなるものです」

「あなた、まだ、そんなことを言っているの？　女性騎士は認められたものよ」

「ほとんどの女性騎士は名ばかりで、使い物にならない。そんな者に騎士を名乗らせるわけにはいきません」

　どうやら、ルトゥムは女性が騎士になるのが気に食わないようだ。

「女性騎士は、ティリア様、フローラ様のことを考えれば、必要なものよ。国王陛下が決めたことに、あなたが異を唱えるの？」

　う〜ん、でもルトゥムが言いたいこともなんとなく分かる。

　試合を見ても男性は力強い戦いができるが、女性には力がない。だけど、女性は力はなくても、スピードがある。力を補って戦う方法はいくらでもある。だから、騎士が男性だけってことは否定したい。

「でも、国王陛下が見ている前で、女性騎士希望の学生が叩たたき潰つぶされれば、どう思いますかな？」

「ルトゥム卿きょう……」

「それに怪我を負えば、騎士を目指す女性もいなくなるかもしれませんな」

「リーネア！」

　シアが広場に向かって叫ぶ。シアが見る先はリーネアが騎士に対して剣を構える姿がある。

「友人が大怪我をしないといいですね」

「もしかして、脅しているのかしら？」

「そんなつもりはないですよ。わたしは国王陛下に現状を知っていただくだけですよ」

　ルトゥムは笑みを浮かべる。

「でも、怪我でもさせたら、あなたの責任問題になるわよ」

「もちろん、誠意を込めて謝罪はします。あまりにも弱くて、手加減が難しかったと。騎士を目指す者なら、もう少し強いかと。でも、それと同時に国王陛下にも進言させてもらいます。騎士は男性に限るべきと、女性の護衛なら魔法使いで十分でしょう、とね」

　リーネアは相手の騎士の攻撃によって、剣を弾き飛ばされ、痛そうに腕を押さえる。でも、歯を食いしばりながら剣を拾い再び構える。

「どのくらいもつでしょうかね」

「あなた……」

「試合終了時には一生、剣が持てないようになっているかもしれませんね」

　エレローラさんを見て嫌な微笑みを浮かべる。

　その笑顔、殴りたいな。

　殴ってもいいかな？

　でも、そんなことをすれば、エレローラさんに迷惑がかかるよね。

　むむむむ、悩む。この怒りをどこにぶつければ。

　わたしはいつでも動けるように、制服を摑つかんでいるフィナとシュリに小さな声で後ろに下がるように言う。

「それでは取引をしましょうか。婚約の件を飲んでいただけるのでしたら、わたしの指示でやめさせますが、どうなさいますか？」

「そんな理不尽な条件を受けると思っているのかしら？」

「娘さんはそんなことは思っていないようですが」

　エレローラさんはすぐに断るが、シアはリーネアを見ている。

　リーネアと騎士を見ると、リーネアが攻撃をして騎士が受け止めているように見えるが、騎士は受け止める振りをして、剣を大きく弾き返している。

　そして、今度は騎士が思いっきり剣を振り下ろす。リーネアはとっさに剣で防ぐが、２撃目、３撃目と力強く振り落とされる剣に、ついには耐え切れなくなり、剣を弾き落とされる。痛そうに腕をさする。

　でも、腕の痛みを我慢して、剣を拾って立ち上がる。そして、再度試合が始まる。今度は騎士は思いっきり体当たりをして、力押しをする。だんだんとリーネアは追い詰められていく。

　そろそろ我慢の限界かもしれない。

「それとも、シア嬢が代わりに試合をしますか？　もし勝つことができれば、今後、女性騎士を目指す彼女たちにはなにもしないことを約束します。でも、シア嬢が負ければ、わたしの息子と婚約をするのはどうですか？」

　話に乗ってはダメだ。

　シアが勝てる見込みはない。

「それは……」

「さらに、わたしの末っ子を、そちらの妹のノアール嬢にどうでしょうか。姉妹揃そろって、婚約なんて素晴らしいとは思いませんか？」

　ノアは自分の名前が出た瞬間、体を震わせた。

　話の内容が悪い方向に進んでいる。

　うん、これは我慢の限界だね。

「わたしがあの騎士に勝てば、今後、女性騎士には手を出さないでくれるんですか？」

「シア！」

　エレローラさんが叫ぶ。

「約束しましょう。でも、負ければ婚約をしてもらいます」

　汚ない。

　人質を取ったようなものだ。

「わたしがリーネアの代わりに……」

　シアが言い終わる前にわたしはシアの腕を引っ張り、最後まで言わせない。

「シア、わたしが代わりに戦うよ」

「ユナさん？」

　もう、我慢の限界を越えたね。

　シアやノアを無理矢理に結婚させるなんて許せない。

「お嬢ちゃんはなんですか。これはフォシュローゼ家とローランド家との問題ですよ。関係ない者は口を挟まないでもらえるかな。お嬢ちゃん」

　もちろん、断る。

「エレローラさん、わたしに任せてくれない？」

「ユナちゃん……」

　シアがこんな男の子供と結婚するなんて想像したくない。まして、ノアまでなんて。シアがこの男の息子と結婚することになれば、クリモニアがこの男のものになるってことだ。

　あの街にはわたしの家があり、お店がある。孤児院の子供たちもいる。そんな、わたしの街をこんな男の好き勝手にさせるわけにはいかない。あの街はわたしの街だ。




　エレローラさんは試合をしている女の子、わたしとシアとノアと順番に見る。

「分かったわ。ここはユナちゃんに任せるわ」

　エレローラさんはルトゥムの前に立つ。

「その勝負受けるわ。ただし、条件を変更させてもらうわ。もし、彼女が負けたら、わたしは今の職を降りる」

　エレローラさんの新たな申し出に、ルトゥムは信じられないように目を大きくして、エレローラさんを見る。

「あなたはわたしが国王陛下の側にいるのが目障りなんでしょう？　負ければ、わたしはクリモニアに帰る。あなたには十分な条件でしょう？」

　エレローラさんの言葉にルトゥムは笑みを浮かべる。

「その言葉に偽りはないでしょうね。自分の地位を、こんな小娘に賭けるのですか？」

　ルトゥムが笑みを浮かべながら、わたしを見る。

「ええ、賭けるわ。彼女が負けたら、職を退く。でも、あなたにも職を賭けてもらおうかしら。もし、彼女が勝ったら、あなたは騎士団長の地位を降りるっていうのはどうかしら？」

「ふふふ、あはははは。いいでしょう。引き受けましょう。今言った言葉を忘れないでくださいよ」

「あなたもね」

　ルトゥムは高笑いをする。

　なんか、とんでもないことになってきた。

「ロタス！　やめろ！」

　ルトゥムが叫ぶと、リーネアと戦っている騎士の動きが止まる。それを見たシアが安堵の表情を浮かべる。

「それじゃ、口約束では信用できませんから、国王陛下に証人になってもらいましょう」

　ルトゥムは笑みを浮かべながら歩きだす。

「ユナちゃん、巻き込んでごめんなさい。本当はわたしがしなくちゃいけないんだけど。ルトゥムもそれなりの力を持っていてね」

　エレローラさんは、ルトゥムが離れるとわたしに謝罪をしてくる。

「それはいいけど。どこまでやっていいの？」

　わたしはシャドウボクシングのように殴る真似をしてみる。

「好きなように戦ってくれていいわよ。負けたとしても、わたしが職を失うだけだから。そのときはクリモニアでクリフの手伝いでもするわよ」

「ダメです。そうしたら、王都にわたし一人になってしまいます」

　シアが楽観的なエレローラさんに対して、悲しそうに訴える。

「それじゃ、なんとしても勝たないといけないね」

　わたしはシアに向かって安心させるように微ほほ笑えむ。

「でも、油断だけはしちゃダメよ。一応、彼らも優秀な騎士なんだから」

　もちろんだ。クマの着ぐるみがない状態では防御力はないに等しい。油断なんてするつもりはない。

　まして、エレローラさんの職がかかっているんだ。負けるわけにはいかない。

　わたしたちはルトゥムを追って、国王のところに行く。

「なんだ。２人揃って」

「国王陛下にお願いがございます」

　ルトゥムは畏かしこまったような表情で国王に進言する。

「このたびはエレローラ殿と職を賭けた試合をすることになりました。その見届け人になっていただきたいと、お願いに来ました」

「賭けだと」

　国王は顔をしかめる。

「はい。わたしの騎士が勝てば、エレローラ殿が職を退き、わたしの騎士が負ければ、わたしが今の職を退くことになっています」

「もし、負けたらクリフのところに帰るから、よろしくね」

　エレローラさんが楽観的に言う。

　もしかして、実はエレローラさんはクリモニアに戻りたがっていない？

「勝手にそんなことを決めるなど、王として許すことはできん」

　まあ、普通はそうだよね。

「ですが、職を辞するのは自由のはずです」

　確かに辞める自由もあるかな？

　国王がわたしのほうをチラッと見る。「おまえが戦うのか？」と聞かれているようだったので、小さく頷うなずく。

「それで、誰と誰が試合をするのだ」

　国王は確認するために尋ねる。

「わたしの騎士からはフィーゴです」

「わたしのほうは彼女です」

　エレローラさんはわたしのほうを見る。

　国王はわたしの顔を見ると。やっぱりか、的な表情をする。

「国王陛下、彼女のことを信じてもらえないでしょうか？」

　エレローラさんと国王が目で話し合っているようにも見える。

　国王はエレローラさんとの目の会話を終えると、わたしのことを見る。そして、少し考えて、口を開く。

「そなた、名前は」

　名前？　知っているでしょう。もしかして、ボケている？

「国王陛下の気遣いよ。本名だと困るでしょう」

　エレローラさんが小さな声で教えてくれる。

　ああ、なるほど、そういうことね。

　国王の気遣いに気づいたわたしは名前を考える。

　でも、そんないきなり、偽名なんて言われても出てこない。

「ゆ、ゆ、ユーナです」

　わたしの偽名に国王は呆あきれた表情になる。

　いきなり、偽名なんて思いつかないよ。

「ユーナだな。本当に騎士と試合をするのか？」

「友人のシア様のために」

　周りには他の人の目もあるので、一応、貴族であるシアの名前に敬称はつけておく。

「分かった。その試合、俺が見届けることにする」

「ありがとうございます」

　ルトゥムが頭を下げて笑みを浮かべる。

　う〜ん、どうもこれだけじゃ、気が収まらない。

　騎士と試合するだけでは、この男のことが殴れない。

「国王陛下、一つよろしいでしょうか？」

「なんだ」

　わたしが話しかけたことで、その場にいた全員が驚く。

「どうも、ルトゥム、様は女性を軽視しているようで、女性を騎士にさせたくないようです」

　この男を敬称つきで呼びたくないが、国王の前なので、今回は敬称つきでルトゥムのことを呼ぶ。

「それはもちろんです。騎士は男性がなるものです」

　ルトゥムはわたしの言葉にすぐに返答する。

「女性は弱く、騎士に向きません。先ほどの試合を見ても分かるように、女性は男性に比べて、力が劣っているのは明らかです。国王陛下もティリア様やフローラ姫のお命をお守りしたいのでしたら、男性騎士に守らせるべきです」

「それは娘たちが望めばと、何度も言っているだろう」

「命に関わることです」

「そのことで、提案があります」

　わたしの言葉に国王とルトゥムがわたしのほうを見る。

「ルトゥム、様が戦う相手に指定した騎士にわたしが勝ちましたら、このルトゥム様とも試合をさせていただきたいと思います。そして、わたしがルトゥム様に勝ちましたら、女性を批判するような発言は二度とさせないようにお願いします」

　こんな男に様づけなんてしたくないと思うが我慢をする。

　一応、国王や他の人たちもいるから、不敬にならないように口調は気をつける。だが、慣れない。

「この騎士団長であるわたしと戦うというのか。学生ごときが」

　わたしはルトゥムの言葉を無視して、国王に進言する。

「全ての女性が弱いわけではありません。育てれば強くなる女性もいます。初めから育てもせずに、切り捨てるのは間違っています」

「男性騎士を育てるのと違い、女性騎士を育てるのは時間も労力もかかる。時間の無駄だ」

　ルトゥムがわたしの言葉を否定する。

　男性が得意とする仕事があれば、女性が得意とする仕事もある。

　でも、それは男女に限ったことではない。

　どの職種でも、才能がある者と、ない者を育てるのでは、前者のほうが楽だ。

　ゲームでも、飲み込みの早いプレイヤーがいれば、何度教えても理解できないプレイヤーもいた。もし、パーティーを組むようなことがあれば、前者を選ぶ。

　初期パラメーターが高いプレイヤーと低いパラメーターがいれば、高いプレイヤーと組む。

　言っていることは分かる。でも、何でも切り捨てるやり方は好きではない。

　早い、遅いはあるかもしれないが、人は教われば、学ぶ生き物だ。

　だから、女性騎士の道はなくさないであげたいと思う。

　わたしは国王に向かって、お願いをする。

「もし、わたしが勝った場合は、ルトゥム様には態度を改めていただきます。そして、女性騎士を認めていただきます。否定するルトゥム様が女性騎士の賛成に回れば、周囲の目も変わると思います。でも、ルトゥム様が変わらずに女性騎士を軽視するようなことがありましたら、そのときは処罰をお願いします」

　平民と思われているわたしが貴族に対して処罰を申し出ると、周囲が騒ぎだす。

「ルトゥム、このユーナの申し出をどうする？」

「ふふふふ、申し訳ありません。あまりにもバカなことを言うもので、笑いが止まりませんでした。もちろん、引き受けますよ。それでお主は負けた場合はどうするのだ」

「もしかして、こんな勝ち目のない勝負に挑もうとしている女子生徒に、自分が勝ったときの要求をしてくるのですか？」

　ちょっと、弱々しく言ってみる。

　ルトゥムは国王や周りにいる人たちの顔を見る。

　ルトゥムも国王がいる前で学生であるわたしに要求をすることはできないはず。どう見ても、ルトゥムのほうが有利な条件なのだから。わたしはルトゥムの前に騎士と試合をしないといけない。それだけでも、わたしのほうが不利なのだから。

「そうだな。勝ち目のない挑戦に敬意を払って、負けたときの要求はなしにしてやろう。どうせフィーゴに勝つことさえできっこないのだからな」

　強者の驕おごりからなのか、余裕の笑みで受け入れてくれる。

「その言葉を忘れずにお願いします」

　ルトゥムが受け入れたとき、わたしの実力を知っている国王やエレローラさんは呆あきれたような顔になり、わたしのことを知らない人は、困ったような顔をしている。

　でも、その場にいた全員が証人となった。

　これでこのムカつくおっさんを、堂々と叩たたき潰つぶすことができる。
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　国王との話を終えて、シアのところに戻ると、シアが俯うつむきながら近寄ってくる。

「ユナさん。その、ごめんなさい。わたしのせいで」

「シアは悪くないよ」

　悪いのは子供の気持ちを考えない大人、ルトゥムだ。

　シアと一緒にノア、フィナ、シュリも不安そうな顔をしている。

「でも……」

「シアとわたしは友達だよね」

　確認するように尋ねる。

　もし、これで「違います」とか「クマの格好をした恥ずかしい友達はいません」とか返答が来ないことを祈りながら言葉を待つ。

「ユナさんは尊敬する人です」

　なんか、違う答えが返ってきた。

「強くて、料理も作れて、いろいろなことを知っていて、わたしを守ってくれる。でも、ユナさんが友達だって思ってくれると嬉しいです」

　よかった。

　一応、友達認定しても大丈夫らしい。

「なら、シアがリーネアという友達を守ろうとするのと同じように、わたしが友達のシアを守るのも当然でしょう？」

「……ユナさん。ありがとございます」

　シアが満面の笑顔を向ける。

「お、お姉様、ズルいです。ユナさん、わたしも友達ですよね」

　ノアが腕に抱きつきながら上目遣いで尋ねてくる。

　そんな目で見られても、

「ノ、ノアは妹って感じかな？」

「妹ですか？」

「うん、ちょっと、わがままで、可愛い妹かな？」

「わがままって……わたしわがままじゃありません。ユナさん、酷いです」

　ノアは頰ほおを膨らませながら抗議をしてくるが、その顔は笑っているようにも見える。

　そんなわたしたちを見たシアは、わたしにノアを取られないようにと、ノアを抱きしめる。

「ユナさん、ノアはわたしの妹ですよ。いくらユナさんが友達でも、ノアは渡しません」

「お姉様、苦しいです」

　抱きしめられて苦しそうにするノアを見て、わたしとシアはお互いに笑みをこぼす。

「ノアは取られたけど、わたしにも、可愛い妹が２人いるよ」

　わたしはフィナとシュリを抱きしめる。

「ユナお姉ちゃん！」

「ユナ姉ちゃん！」

　わたしに抱きしめられた２人も苦しそうにする。

　でも、そんなやりとりでみんなから不安そうな顔は消え、笑顔が浮かぶ。さあ、これで試合に負けでもしたら、悲しい顔をさせることになるから、絶対に勝たないとね。

　そして、試合をする場所に目を向ければ、ルトゥムが騎士団員たちに１人を残して下がるように指示を出している。

　いきなりのことで、周囲が騒ぎだす。

　賭けであることは伏せられ、見学者と学生たちには特別試合が行われることが告げられる。

　そのせいもあって、去ろうとしていた人たちの足も止まる。

　ルトゥムは残った騎士に、何か話している。

　あの騎士がわたしの相手になるのかな？

「エレローラさん、あの騎士は強いんですか？」

「強いわよ。ルトゥムの騎士団の中で、一番強いかもしれないわね。手加減なんて、少しも考えていないわね」

　ルトゥムの騎士団の中ではってことは、国で一番ってことではないということだ。

　でも、自分の騎士団の中から強い騎士を出すってことは、見た目が弱そうなわたし相手でも、油断はしないってことだ。

　もちろん、わたしも誰が来ても油断をするつもりはない。

「それで、国王陛下とは何を話していたんですか？」

　エレローラさんはルトゥムとの話が終わったあと、国王に目で残るように言われて、ルトゥムが消えるのを待ってから会話をしていた。

「『勝手なことをするな』って怒られただけよ。『貴様が仕事を辞めて困る者のことを考えろ！』ってね」

　まあ、勝手に進退を賭けたりすれば怒られるよね。

　仕事をサボるエレローラさんでも、国王にとっては大事な部下ってことなんだね。

　何だかんだで、仲がいい２人だ。

「わたし的には、クリモニアに帰ってもいいんだけどね。そしたら、ユナちゃんの料理も食べられるしね」

　わたしの料理が、クリモニアに戻ってもいい本当の理由じゃないよね？

　もし、そうだったら、クリフが可哀想だよ。

「それと、国王陛下から、ユナは勝てるんだよなって聞かれたわよ」

「さあ、そればっかりはやってみないと分からないよ。あの騎士がワームやブラックバイパーよりも強かったら、勝てないかもしれないし」

　戦ったことがない騎士の強さなんて、知らないから答えようがない。

「ユナちゃん。比較対象がおかしいわ」

　そんな、呆あきれたような目で見ないでほしい。だって、わたしこの世界の住人の強さって、いまだにいまいち、分からないんだもん。

　そして、相手になる騎士を見て、武器のことに気づく。

「エレローラさん、試合はどの剣を使うの？」

　わたしの持っている剣といえば、一番初めに拾った、勇者の剣『ヒノキの棒』ぐらいしかない。あとは安物の剣とミスリルナイフぐらいだ。流石さすがに騎士との試合でナイフで戦うことはできない。

「一応、練習試合になるから、練習用の剣ね。シア、借りてきてもらえる？」

　シアは頷うなずくと、練習用の剣を取りに行ってくれる。

　武器の性能で差がつくことはなさそうだ。

　そして、友達のリーネアに頼んで剣を借りてきてくれた。

「ユナさん、練習用の剣です。リーネアの剣ですから、女の子のユナさんでも扱えると思います」

「ありがとう」

　シアから剣を受け取り、鞘さやから剣を抜く。リーネアが持っていた剣のせいか、他の騎士に比べると短く細い。だけど、背が少し低いわたしにはちょうどいい大きさだ。

　わたしは剣の感触を確かめるため、軽く剣を振ってみる。右に振り、左に振り、切り下ろし、突き、何度か、同じ動作を繰り返して、最後に剣をクルッと回して、鞘に戻す。

　うん、大丈夫。体は覚えている。久しぶりだったけど、忘れていないものだね。

「ユナさん、凄すごいです」

「ユナ姉ちゃん、かっこいい」

　ちびっ子たちから、尊敬の眼差しで見られる。これくらいで誉められると、ちょっと、気恥ずかしいね。

「ユナちゃん。そろそろ、いいかしら。ルトゥムが待っているわ」

　わたしは頷くと、ちびっ子たちの頭を、ポン、ポン、ポンと軽く叩たたく。

「それじゃ、行ってくるね」

　準備も整い、騎士がいる広場の中央に向かって歩く。

　そして、わたしの登場に周りが騒ぎだす。しかも、わたしが学園の女性代表的な表現で告げられる。周りからいろいろな声があがる。

「誰だ？」「あんな女の子、見たことがないぞ」「あの小さな女の子が女子代表？」

　どうやら、ルトゥムは女性の地位を落としたいようで、わたしのことをあえて女性代表と告げている。

　学園の女性代表であるわたしが無様に負ければ、周囲に対しても女性が弱いという、いい宣伝になるとでも思っているのかな？

　でも、わたしみたいな、小さい（世間一般的に）女の子を倒しても説得力がないと思うんだけど。

　逆にわたしが負けても、当たり前と思われるだけと思うんだけど。

　まあ、どちらにしても負けるつもりはない。

　わたしが騎士の前に立つと、わたしの頭が騎士の胸あたりに来る。大きいね。見上げないと顔が見えない。

　20代半ばかな？

　騎士は鎧よろいを身に着け、左手に盾たてを持っている。剣は鞘に収められている。

「おいおい、あんな小さい子で大丈夫なのか？」

「あんなに体格差があったら、勝負にならないぞ」

「しかも、防具もつけていないぞ」

　見学をしている学生たちから、心配する声があがる。

　相手が防具をつけているのに、わたしは制服姿。

　わたしの防具って言えばクマの服だけど、着るわけにはいかないからね。

「嬢ちゃん、防具は」

　騎士が尋ねてくる。

「当たらないから必要ないよ。そっちこそ、そんな重たそうな防具をつけて大丈夫？」

　盾を持ち、鉄の鎧を着け、とても重そうだ。でも、それだけ、防御が堅いってことになる。狙うなら、関節部分か、それとも足かな？

　騎士はわたしの格好を見て、少し考えて、口を開く。

「そうだな。鎧を着ていたから負けたなどと言われても困るから、同じ条件で戦おう」

　騎士の予想外の言葉に驚く。

「フィーゴ！」

　ルトゥムが騎士の勝手な発言に叫ぶ。

「貴様、この試合がどれだけ重要なのか、分かっているのか！」

「ルトゥム団長、分かっています。だから、言っているんですよ。あのエレローラ殿が送り出してくる女の子です。弱いはずがありません。あの小柄の体からして、動きが速いと思われます。なら、こっちも身軽になったほうがいいと思います。鎧を着ていては、対処ができないかもしれません」

　騎士に言われて、ルトゥムはわたしのことを見る。

「確かにそうだな。あのエレローラが信用して試合に出すんだから、そう考えたほうがよいかもしれないな。油断はするなよ」

　騎士はルトゥムから許可をもらうと、仲間の騎士を呼び、盾を渡し、鎧を脱ぐ。

　ラフな服装になり、鍛え上げられた肉体があらわになる。これを見ると、女性が騎士に向かないと言われても納得してしまうかもしれない。

　でも、戦いは筋力だけで勝ち負けが決まるわけじゃない。決まる場合もあるけど。

「わたしの動きが遅いとは思わないほうがいいぞ」

「鎧を脱いだからといって、わたしの動きについてこられるとは思わないでね」

　わたしも相手の騎士と同じ忠告をする。騎士はそれに対して、「分かった」と一言だけ返してきた。

　なんだか、この騎士はルトゥムと違って、言動が本物の騎士っぽく見える。でも、手加減はしてくれそうもない。だからこそ、同じ条件で戦うと言い出したのかもしれない。

　もう少し、わたしのことを小馬鹿にする態度や暴言をしてくれれば、ストレスを発散するように戦えたんだけどな。だからといってわたしだって、手加減をするつもりはない。

　ただ、やりにくいのは確かだ。

「嬢ちゃん、悪いが手加減をするなと、ルトゥム団長に言われている。怪我する前に早めに負けることを勧める」

「ありがとう。でも、忠告だけ、もらっておくことにするよ」

　ゲームをしていた頃が懐かしくなる。ゲームのときに、こんな筋肉質な男と試合をしたこともある。エレローラさんたちには悪いけど、楽しくなってきたかも。

「おかしな嬢ちゃんだ。普通は怖がったり、震えたりするものだぞ」

　どうやら、わたしは笑っていたらしい。

「負けるわけにはいかないからね」

「それはわたしもだ」

　お互いに負けるわけにはいかない試合。

　わたしはエレローラさんやシアのために。

　騎士は名誉のためにも、わたしみたいな女の子に負けるわけにはいかない。

「それじゃ、試合を始めるわよ。顔などへの危険攻撃は禁止よ」

　わたしにはないけど金的もアウトなのかな？

　金的は男性の急所らしく、女のわたしには分からないけど、かなり痛いらしい。

「あと、わたしたちが止めたら、試合は終了よ」

「それじゃ、始めるとしようか」

　わたしたちは返事をすると、お互いに距離をとる。

　審判役のルトゥムとエレローラさんも離れる。

　公正に審判するため、２人で審判をすることになっている。

　ルトゥムにだけ審判役をさせたら、不正だらけの試合になるし、エレローラさんも判定が甘くなるかもしれない。２人でやれば不公平にはならないはずだ。

「小娘が怪我をしないうちに早く止めるんだな」

「それはこっちの台詞せりふよ。今なら、女の子に花を持たせるために、わざと負けたことにしてあげてもいいわよ」

　審判の２人が言い争う。

　騎士とわたしの試合の前に、すでに場外乱闘が始まっている。

「でも、ユナちゃん。無理はしちゃダメだからね。別に負けてもクリモニアに戻るだけだから、責任とか考えないでいいからね。あなたを心配する子たちがいることを忘れちゃダメだからね」

「フィーゴ、手加減は必要ない。騎士は男がなるものと証明してやれ」

　そして、わたしと騎士は剣を構える。








[image: ]296　クマさん、騎士と試合をする






　試合の合図がかかると同時に騎士は走りだし、間合いを詰めてくる。様子を見るつもりはなかったけど、相手のほうが行動が速かった。

　騎士はわたしとの距離を詰めると、剣を振りかざしてくる。身長差があるため、上から剣が落ちてくるような感覚になる。騎士は上から剣を、わたしは下から剣を出して防ぐ。

　広場に剣と剣がぶつかり合う大きな音が響く。その音の大きさが手加減されていないことを証明する。

　うん、受け止められる。大丈夫だ。

　わたしは初めから一撃目は受けることにしていた。これが、受け止められるか、受け止められないかでは、戦い方が変わってくる。

「嬢ちゃん、噓うそだろう。簡単に受け止められるほど、わたしの剣は軽くないはずですが。あなたの腕はどうなっているのですか」

　力を込めた一撃を受け止められて、騎士は驚きょう愕がくの表情を浮かべている。どうやら、本当にこの一撃で終わらせるつもりだったみたいだ。

　騎士はさらに力を込めて押し込もうとするが、それ以上押し込まれることはない。逆にわたしが剣に力を込め、少し押し返すと、騎士は後方に軽くジャンプして間合いから逃げる。

　その瞬間、周りから歓声が上がる。

　たった一撃を受け止めただけだよ。そんなに騒ぐことじゃないと思うけど。

　でも、これで相手の攻撃を受け止められることは分かった。まあ、これもクマさんパペットのおかげなんだけどね。

　あとは騎士の攻撃をいかに捌さばき、わたしの攻撃を当てるかだ。




　騎士はゆっくりと、わたしとの間合いを詰めてくる。

　今度はわたしから攻撃を仕掛けてみる。下から突き上げるように剣を出す。だが、それは簡単に捌かれ、騎士はすかさず、攻撃をしてくる。わたしは体を捻ひねって躱かわし、その捻った力を利用して、剣を横になぎ払う。騎士は後方に下がり、剣が空を斬る。

　一瞬の攻防だけど、やっぱり、強いかも。

「ふふ、あははは」

　騎士が笑いだす。

「流石さすが、エレローラ殿がわたしの相手として出してくるだけのことはある。嬢ちゃんはいったい何者なんだい？　学生でわたしの一撃を受け止めるだけでなく躱すとは」

「あなただって、わたしの攻撃を躱したでしょう」

　普通なら当たっていたはずだ。それを躱した。ゲームでも上位プレイヤーぐらいの剣技はあるかもしれない。

「鎧よろいと盾たてがあったら、避よけられなかったよ」

「その場合は盾で防いだんでしょう」

　この騎士なら、間違いなく盾で防いだはずだ。

「フィーゴ！　そんな小娘になにを手こずっている。早く倒せ！」

「あの男は、ああ言っているけど、簡単に倒されるつもりはないよ」

　わたしは改めて剣を構える。

「なら、この攻撃を受け止めることができますか？」

　わたしは対処するために距離を取ろうと後ろに下がるが、騎士は間合いを詰めてくる。わたしは右回りに駆けだすが騎士はついてくる。

　う〜ん、鎧を脱いだせいで、身軽になったのかな？

　クマ靴で本気で走れば、距離をあけることは簡単にできるけど、それだと意味がない。わたしは足を止めて、迎え撃つことにする。

　騎士が剣を突きだしてくるが躱す。攻撃は一度ではない。今度は連続で仕掛けてくる。でも、わたしはちゃんと剣筋を見て躱す。

　逆に隙があればわたしも攻撃を仕掛ける。お互いに剣の攻防が続く。

　鋭い攻撃が襲う。騎士の剣を横に受け流し、体の重心がずれたと同時に、騎士の足に向けて蹴りを入れる。でも騎士は、体を回転させて蹴りを躱す。

「冗談でしょう。全て防ぎますか。しかも、躱すだけでなく、反撃までしてきますか」

　剣を受け止めるのはクマさんパペットの力のおかげだけど、剣を受け流したり、避けたり、蹴りを入れる動作はゲームの中でわたしが得た技術だ。

　でも、あの状況で蹴りを躱せるものなの？

　絶対に当たったと思ったんだけど。

「もう少しで、その可愛かわいらしい靴で蹴られるところでしたよ」

「蹴られて倒れてくれたら、終わったんだけど」

「気のせいか、お嬢ちゃんの蹴りに恐怖を感じました」

　もしかして、金的を狙ったのが気づかれた？

　男の弱点を突いたんだけど、ダメだったみたいだ。




　深呼吸をして、今度はわたしのほうから仕掛けることにする。

　騎士に向かって駆けだし、下から剣を上に向けて振り上げる。それを騎士は上から叩たたきつけるように防ぐ。わたしは次から次へと攻撃を仕掛ける。でも、攻撃の全てを受け止められる。

　クマさんパペットの力で弾き飛ばしたい気持ちになるが、グッと抑える。剣を受け止めるのは仕方ないけど、他は相手の土俵で勝たないと意味がない。

　騎士はわたしの攻撃を防ぐと、力を込めた一撃を打ち込んでくる。これを防げば、騎士に大きな隙ができる。わたしは剣を斜めにして、騎士の攻撃を受け流す。

　騎士の剣は下に流れる。わたしはがら空きになった体に向けて剣を振り下ろす。

　これで終わり。

　そう思ったが、騎士は右手を突きだして、わたしの腕を摑むと、そのまま放り投げる。体が軽いわたしは空中に投げ飛ばされる。

　どうやら、剣を受け流されたと同時に両手で持っていた剣を左だけに持ち、空いた右手でわたしを摑つかみ放り投げたみたいだ。

　わたしは体を捻ひねって、着地する。それと同時に走る。無理にわたしを投げたことで、騎士の体勢は崩れている。

　わたしが着地できると思っていなかった騎士の行動は遅れる。わたしは剣を突き出す。騎士は崩れた体勢から剣で弾く。騎士はわたしの剣を弾いただけでなく、さらに追撃をかけるように踏み込み、剣を振り下ろしてくる。

　わたしは体を半歩ずらし、避よける。騎士は剣を切り返そうとするが、剣は動かない。騎士は自分の剣を見る。そこにはわたしの足がある。騎士の剣はわたしが踏みつけたせいで動かない。

　わたしは騎士に向かって剣を振り下ろす。騎士は剣を放して、後ろに逃げようとする。

　逃がさない。

　わたしはクマさんパペットに握っている剣を放すと、そのクマさんパペットで騎士の腕を摑む。騎士は振りほどこうとするが、わたしは投げる。

　騎士は回転して、背中から地面に落ちる。

　わたしはその騎士に向かって声をかける。

「わたしの勝ちだね」

「わたしの負けです」

　騎士の負けを認める言葉が発せられた瞬間、静まり返っていた周りから歓声が上がる。

「フィーゴ！　貴様、なにをこんな小娘に負けているんだ。騎士の恥だぞ！」

　ルトゥムは騎士のところにやってくると、怒鳴りつける。

「申し訳ありません。ですが、ルトゥム様も見ていたとおり、彼女は強かったです。それが分からないルトゥム様ではないでしょう」

「俺は、なにがなんでも勝てと言ったはずだ」

「自分は力を全て出しきりました。それでも、彼女のほうが強かったです。このわたしの攻撃をことごとく受け止め、躱す。彼女の攻撃は鋭く、対応力も高い。どれも、一流といっていいほどの実力を持っています」

「ふざけるな！」

　ルトゥムが拳を握り締めて、騎士を殴ろうとしたので、わたしはルトゥムの後ろから、尻を軽く蹴る。ルトゥムはバランスを崩し、前屈みで倒れる。

「なんだ!?」

「約束を覚えているよね」

　ルトゥムは悔しそうにわたしを睨にらみつける。

「今度はあなたの番だよ」

「小娘が……」

「まさか、逃げたりしないよね。もしかして、みんなの前でわたしみたいな小娘に負けるのが怖い？」

「小娘が、いい気になりおって。いいだろう。約束どおり俺が相手をしてやろう」




　試合開始は少し休憩を挟んだ後に行われることになった。

「疲れて負けたと、言い訳をされても困るからな」

　ルトゥムの優しさなのかプライドなのか、それとも対策を練る時間稼ぎなのかは分からないけど、休憩はもらえることになった。

「ユナちゃん、気をつけてね。ルトゥムは性格に問題はあるけど。実力は本当にあるからね」

「それなら、さっきの騎士に戦わせないで、本人が戦えばよかったと思うんだけど？」

　そのほうが勝つ確率が高くなる。自分の職を賭けた大事な試合だ。自分が一番強いなら、自分が戦えばよかったのに。なんで、他人に任せたんだろう？

「それはフィーゴはそれなりの実力者だから、女の子に負けるとは思わなかったのよ。この広場でいったい、何人の人がユナちゃんが勝つと思ったかしら」

　つまりわたし程度なら、自分でなくても勝てると思ったんだね。人は見た目で判断してはいけないって、教わらなかったのかな？

　わたしがルトゥムのことを見ていると、先ほど戦った騎士がわたしたちのところにやってくる。

「エレローラ殿、その女の子は何者ですか？」

　騎士がわたしのほうを見ながら尋ねる。

「娘の大切な友人よ」

「そういう意味ではありません。はっきり言って、自分の剣をその細い腕で受け止められたのが、不思議でならないのです」

　それはクマさんパペットのおかげだ。

「それに実戦を何度も繰り返してきたような剣技。あれは多くの実戦経験がないと、身につきません」

〝ゲーム時代〟に対人戦は何度もやってきた。それもいろいろな技術を持ったプレイヤーたちだ。勝ったこともあれば負けたこともある。その経験が、先ほどの試合で生きた。

「あの動きはわたしも驚いたわ」

「嬢ちゃん、楽しかった。でも、ルトゥム様との試合は気をつけたほうがいい。できれば、棄権を勧めたいが……」

「そのつもりはないよ」

「そう言うと思ったよ。怪我をしないことを祈っている」

　騎士は忠告すると離れていった。
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「ユナちゃん。ルトゥムが呼んでいるわ。休憩のほうは大丈夫？　まだ必要ならわたしが言ってくるけど」

「大丈夫ですよ」

　魔法は使っていないし、クマさん手袋のおかげで剣を持っても疲れない。クマの靴のおかげで足の疲労もない。疲れているといえば精神的に疲れているぐらいだ。久しぶりの試合は楽しいけど、クマの着ぐるみの防御力はないため、無茶はできない。相手の攻撃に注意を払わなければならない。これが思っていたよりも精神的に疲れる。

　それ以外に問題はないのでルトゥムのところに行く。

　ルトゥムは先ほどの騎士と同様に鎧よろいを脱ぎ、軽装になっている。どうやら重い装備は不利とわかったみたいだ。

「準備はいいか、小娘」

「いつでも、いいよ」

「その自信に満ちた顔をすぐにでも、叩たたき潰つぶしてやる」

「それじゃわたしが勝ったら、その顔を殴らせてもらうよ」

「俺に勝てるならな。一言、忠告してやる。貴様には弱点がある。フィーゴの奴は手加減をしていたようだが、俺はそんなに甘くないぞ」

　手加減？

　わたし、手加減されていたの？

　わたしは騎士のほうを見る。あの騎士が本気で戦ってくれていなかったと思うと、少し残念だ。

　やっぱり、わたしが女の子だから？

「それじゃ、手加減なしのあなたに勝てば、なにも問題はないよね」

「もし俺に勝てるようだったら、女性騎士を認め、貴様をわたしの息子と婚約させてやるぞ」

　えっ、なに？　その勝っても罰ゲームみたいなの？

　普通、勝ったら、いいことがあるものだよね。

　だから、そんな罰ゲームは断らせてもらう。

「そんなのいらないよ」

「平民が貴族の息子と婚約ができるんだぞ。光栄に思え！」

　光栄になんて思わないよ。それにさっきまで息子はシアやノアを結婚させるって言ってなかった？

　そんなわたしの心の叫びも虚しく、エレローラさんの合図で試合が始まる。




　開始早々、剣技の応酬になる。

　わたしはクマさんパペットとクマの靴の力を借りながらも、ルトゥムの剣を捌さばいていく。剣を受け流し、体を捻ひねり躱かわす。相手の力を受け流す戦い方がわたしの本来の姿だ。

　ゲーム時代、魔法剣士だったため、筋力系と力勝負しても勝てないので、自然と相手の攻撃は避よけるか、受け流すことが基本的な戦い方になった。

「これも、避けるのか！」

　ルトゥムは笑う。

　先に騎士との試合をしていなかったら、捌ききれなかったかもしれない。このルトゥム、言うだけのことはある。先ほどの騎士より、強い。

「先ほどの試合でも思ったが、貴様みたいな小娘がこんなに強いとは想像もしていなかったぞ」

　ルトゥムの顔には笑みがこぼれている。もしかして、戦闘狂だったりする？

　お互いに剣を躱し、受け流し、受け止める。隙があれば足や空いている手も使い攻撃をする。

　どれほどの攻防が続いたのか、分からない。

　国王も周囲もエレローラさんも黙って試合を観ている。

　剣を避けると、ルトゥムが蹴りを出してくる。わたしは白クマパペットで受け流し、ルトゥムの重心をずらす。逆に蹴りを放つが、空を切る。

　決して、わたしの足が短いわけじゃない。少し、背が低いだけだ。

「面白いぞ、小娘」

　賛同はしたくないけど、楽しんでいる自分もいる。

「だが、先ほども言ったが、貴様には弱点がある」

　ルトゥムが攻撃しながら、話しかけてくる。クマさん手袋のおかげで力の面での弱点はない。剣を受け止めているルトゥムが分からないはずはない。

　スピードでも負けていない。剣の技術でも負けていない。

　それじゃ、わたしの弱点って？




　わたしが考えていると、ルトゥムに違和感を感じた。今まで、両手で持っていた剣を片手に持っている。ルトゥムの剣を持っていない左手に風が集まっている。

　間に合うか！

「貴様の弱点は魔法が使えないことだ！」

　ルトゥムは左手を突き出す。

　わたしは体を反らし、ルトゥムの左手から放たれた風魔法を躱す。

　そして、わたしは後方にステップして、距離を取る。

「今のを躱すのか？」

　ルトゥムは信じられないようにわたしを見ている。信じられないのはこっちだよ。

「ちょ、ちょ、魔法なんて反則じゃ」

　わたしはルトゥムに向かって訴える。騎士が魔法を使うなんて反則だ。なによりも剣と剣の試合に魔法なんて不ぶ粋すいだ。

「なにを言っている。優秀な騎士は魔法も使える。騎士とはそういうものだ」

　わたしの抗議にルトゥムは、そう言い切った。

「そうなの？」

　ルトゥムの発言にわたしはエレローラさんに確認する。

「ええ、魔法を使っても問題はないわよ。騎士だって、魔法を使うことができれば使うでしょう」

　エレローラさんが「なにを言っているの？」って表情でわたしを見る。

　そんな、この世界の常識を言われても知らないよ。騎士って剣で戦うだけの存在でしょう。そして、魔法使いは魔法を使う存在でしょう。

　わたし、おかしなことを言っている？　おかしくないよね？

　真面目に剣だけで戦っていたわたしって、もしかして、バカじゃない？

「貴様の剣の技術は賞賛に値する。だが、魔法も騎士の攻撃方法の一つだ。だから、魔法を使うことは悪いとは思わないぞ。お主の弱点は魔法が使えないことだ」

　ルトゥムはわたしに向けて指さす。

「えっと、わたしも、魔法使えるけど」

「なら、どうして、先ほどのフィーゴとの試合で使わなかった。貴様が使わなかったから、フィーゴの奴も使わなかった。それがフィーゴの甘さだ」

　さっき言っていた手加減って、魔法を使わなかったこと意味していたらしい。確かに魔法もありの試合で魔法を使わなかったら、手加減をしていると思われても仕方ない。

　あの騎士と魔法ありの試合も面白かったかもしれない。少し、残念だ。

「わたしも、どうして魔法を使わないか不思議だったんだけど。魔法を使ったらいけないと思っていたのね」

　エレローラさんは納得したように言う。どうやら、ここではわたしのほうが非常識らしい。

「魔法ありの試合なら、わたしが有利だけど、本当に魔法ありでいいの？」

「ふふ、面白い。お主の実力を見てやる」

「言っておくけど、これは試合だからね。危険な魔法は禁止よ」

　エレローラさんはわたしたちに注意する。

「小娘、よかったな。俺もこれだけの人がいる前で危険な魔法を使うことはできないからな」

「それはお互いさまだよ」

　クマ魔法を使えば間違いなく勝てる。それと同時に悲惨な情景を作りだしてしまう。

　個人的には剣のみの試合が面白かったが、ここからは魔法ありの戦いとなる。

　仕切り直しで、エレローラさんの再開の合図を待つ。

　そして、再開の合図とともに、わたしは様子を見るように空気弾を放ち、それと同時に駆けだす。ルトゥムは空気弾を剣を振って切り裂く。わたしは空気弾を連続で放つ。

「その程度か！」

　ルトゥムは空気弾を全て斬り落とす。

　全力の魔法を使ったら、周囲が大変なことになるから使わないだけなのに、そんなドヤ顔をされても困る。

　お互いに魔法で牽けん制しあい間合いを詰める。ルトゥムは剣を振りかざしてくる。

　わたしは剣を躱し、受け流す。剣が何度も襲いかかってくる。どれも速い。

　接近戦は魔法を使うより、剣のほうが手数が多くなる。

「遅い！」

　ルトゥムが叫ぶ。

　避けることができずにルトゥムの剣を受け止めることになる。剣と剣が重なる。

「これも受け止めるか。でも、どこまで耐えられる？」

　ルトゥムは剣に炎を纏まとわりつかせる。

　魔法!?

　わたしも魔法を使い、自分の持っている剣に水を纏わりつかせる。

　炎と水が重なり、水蒸気が上がり、視界が悪くなる。わたしとルトゥムはお互いに距離を取る。

　そして、考えることは同じなのか、お互いに風魔法で視界をクリアにする。

　ゲーム時代の魔法剣士をしていたときを思い出す。魔法や剣を交互に繰り出す。性格は悪いがルトゥムは騎士団長を務めるだけのことはあった。

「小娘、本当に面白いぞ！」

　それにはわたしも同感だけど、同意はしたくない。

　お互いの魔法は魔法で相殺し、膠こう着ちゃく状態が続く。

　しばらく剣と魔法の攻防が続くなか、ルトゥムが駆けだしてくる。

　この瞬間を待っていた。

　ルトゥムに気づかれないように魔法を発動させる。ルトゥムは足元に変化が起きたことに気づかない。

　ルトゥムはわたしの手から放つ魔法しか見ていない。だから、足元に気づいていない。ルトゥムの足元を、土魔法ででこぼこにさせる。相手の注意を他に引きつけておいて、密かに作るのがコツだ。ゲーム時代に相手の機動力を抑えたいときに使ったものだ。

　わたしを見ていたルトゥムはでこぼこになった地面に気づかず、バランスを崩す。

「なんだ!?」

　わたしはバランスを崩したルトゥムに向かって剣を振り下ろす。ルトゥムはバランスを崩しながらもわたしの剣を受け止める。

「バランスを崩すなんて、年で足腰が弱ってるんじゃない？」

「舐なめた真似をしおって」

　ルトゥムは力を入れて、わたしの剣を弾く。そして、わたしから離れる。

「女の身ながら、よくぞそれだけの力を身につけたものだ。だが、もう終わらせる。貴様に負けるわけにはいかぬ」

　ルトゥムは左右に風を飛ばしてくる。わたしの行動範囲を狭めるのが目的だと判断する。

　わたしは風魔法で相殺させ、右回りに駆け抜ける。

「こざかしい！」

　わたしだって負けるわけにはいかない。

　ルトゥムは風魔法を放ちながら、わたしの行動を制限する。ルトゥムに誘導されているのは理解している。

　わたしはルトゥムによって誘導された道を進み、ルトゥムに向かう。

「これで終わりだ」

　ルトゥムはわたしに向けて剣を振り下ろす。わたしは剣で防がない。避けない。わたしの剣はルトゥムの剣により遅れて、ルトゥムを襲う。

　先に振り下ろしたルトゥムの剣がわたしに命中するはずだった。だけど、ルトゥムの剣はわたしの正面に現れたクマの置物に弾かれる。

「なんだ!?」

　反則技、土のクマ魔法だ。わたしの前に現れたクマの置物はルトゥムの剣を弾く。ルトゥムは予想もしなかったことに、反応が鈍る。その隙をついて、わたしの剣をルトゥムの首に添える。
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「わたしの勝ちだね。それとも、まだやる？」

「いや、俺の負けだ」

「簡単に認めるんだ。てっきり、負けていないと言い張ると思ったんだけど」

「これだけの目がある。そんな無意味なことはせん」

　ルトゥムは周りに目を向ける。学生や騎士、国王、国王の護衛。多くの人が見ている。

「それに、これ以上は動けぬ」

　よく見れば、ルトゥムの足は痙けい攣れんしていた。

「貴様の勝ちだ」

　ルトゥムの敗北宣言で、広場が歓声に包まれる。

　負けを認めたルトゥムは腰を下ろす。その顔はなぜか晴せい々せいとしている。

　なに？　その満足げな顔は。

「貴様は何者だ？」

「普通の学生だよ」

　噓だけど。

「貴様みたいな、学生がいてたまるか」

　ルトゥムは笑う。

「とにかく、わたしが勝ったんだから、約束は守ってもらうよ」

　そのために試合をしたんだ。

「ああ、息子との婚約だな」

「違う！」

　わたしは叫ぶ。
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「あっ、そうだ。わたしが勝ったんだから約束どおりに、一発殴らせてもらうよ」

　わたしは地面に座っているルトゥムの前に立つと、ルトゥムの顔に向けてクマさんパンチを叩たたき込んだ。ルトゥムは体を回転させながら、吹き飛ぶ。そのまま大きな音を立てて地面に倒れる。そして、ピクリとも動かない。

　わたしのいきなりの行動に、上がっていた歓声は止まり、静まり返る。

　えっと、死んでいないよね。

　あっ、少し足が動いた。大丈夫みたいだ。

　わたしはルトゥムに近寄ると、水魔法で頭から水をかける。

「なんだ!?」

　本当は気絶してもらっているのが一番だけど。国王の前で約束をしてもらわないといけない。

「なにが起きた？」

　ルトゥムはキョロキョロと周囲を確認したあと、わたしを見て、殴られたことを理解する。

「俺を殴るとはな。恐れを知らぬ小娘だな」

「わたしが勝ったら殴らせてもらうって、約束したでしょう」

「くくっ、面白い小娘だ。エレローラが自分の職を賭けてまで、試合をさせるわけだ。俺に見る目がなかったってことだな」

　ルトゥムはこちらにやってくるエレローラさんに目を向ける。

「わたしも彼女が強いとは聞いていたけど、この目で見るのは初めてなのよね」

　そういえば、エレローラさんはクリフからいろいろとわたしのことを聞かされてはいたけど、目の前で戦っているところを見たのは今日が初めてかもしれない。そう考えると、よくわたしを信用してくれたものだ。

「ますます、息子の嫁に欲しくなったぞ」

「遠慮します」

　そもそも、結婚相手はシアとノアを希望していたんでしょう。と口に出すことはできない。でも、わたしに婚約を申し込まれても困る。

　とりあえず、婚約の件は断って、わたしたちは国王のところに行く。もちろん、クマの置物は片付けたよ。

「２人ともいい試合だった。学生たちにもいい刺激になっただろう」

「いえ、恥ずかしいところをお見せしました」

　ルトゥムが国王に頭を深々と下げる。

「ルトゥム」

「はい」

「約束どおり、お主の第３騎士団の団長の任を解く。そして、新たな任を与える。学園の教師となり、女性騎士の育成に力を入れるように」

「国王陛下？」

「お主が言っていることも分かる。昔なら、男性騎士だけが護衛につくことでよかったかもしれない。でも、今は平和の時代だ。そんなに男性女性と、目くじらを立てずともいいだろう。ティリアやフローラに女性騎士は必要だ。だから、お主が男性騎士同様に女性騎士を育ててくれ」

「国王陛下……」

「ただし、今回のように女性騎士を見下したり、怪我を負わせようとしたりするな」

　国王は気づいていたみたいだね。

「……わかりました。国王陛下の仰せのままに」

　ルトゥムは素直に国王の命に従った。

「だが、学生の楽しみである騎士との試合をこのままにしておくわけにはいかない。今日は騎士団長としての任を全うするように」

「はい。では、わたしはこれで失礼します」

　ルトゥムはわたしのほうを見るが、何も言わずに下がる。

　殴った顔が腫はれているね。わたしは悪くないよ。それにシアとノアに怖い思いをさせたんだから、一発ぐらい殴っておかないとね。

　さて、わたしも離れようとすると国王に声をかけられる。

「わたしは城に戻る。エレローラ、ユーナ、２人はついてくるように」

「わたしも？」

　まだ、学園祭の午前中。見て回る時間は十分にある。なのにどうして国王についていかないといけないの？

「後ろを見てみろ」

　後ろを振り返ると、学生や見学者がこちらを見ているような気がする。

「国王陛下を見てますね」

「違うわ。お前を見ているんだ」

　そうなの？

「今の貴様を野放しにしたら、大変なことになるのは目に見えている。それに２人には言いたいことが山ほどある」

　なにか怒っていない？

　ついていきたくないんだけど。でも、後ろを見ると、見学者や学生、騎士たちの目が怖い。

　でも、わたしには他の仕事がある。

「でも、わたしにはノアたちの面倒をみる約束が」

「そうよね。娘と一緒にいる時間は大切ね」

　わたしの言葉にエレローラさんも同意する。仲間が増えたかと思ったけど、ここはエレローラさんを生け贄にえにするべきと判断した。

「エレローラさん、ノアたちはわたしが見ますから大丈夫ですよ」

　一歩下がり、エレローラさんの背中を押す。

「ユーナちゃん。ありがとう。でも、大丈夫よ。ノアたちのことはわたしに任せて、ユーナちゃんは国王陛下と一緒に」

　エレローラさんが２歩下がる。

「おまえら……」

　国王が、わたしたちの擦なすり合いに呆あきれ顔になる。

「ふふ、それなら、わたしがノアたちと一緒にいてあげますよ」

「ティリア、様」

　周囲に人がいるので、とっさに言葉遣いに気をつける。

　今まで、黙って国王の側で話を聞いていたティリアが申し出る。

「わたしがノアたちと一緒にいてあげますから心配しないでいいですよ。だから２人ともお父様についていってあげてください」

　ティリアが笑みを浮かべている。

　うぅ、ティリアも余計なことを言わなくていいのに。

「言っとくが、おまえたちに拒否権はないぞ。なんなら、あの娘たちも一緒に連れていってもいいぞ」

　国王がフィナたちのほうに視線を向ける。

　少し離れた場所で、フィナたちがわたしのことを心配そうに見ている。

　せっかくの学園祭だ。みんなにはまだ楽しんでほしい。それにティリアがいれば安心なのは間違いない。

　わたしは諦めて、フィナたちのことはティリアに任せることにする。

「ちょっと、国王様と一緒にお城に行ってくるから。みんなはティリア様と学園祭を楽しんできて」

　わたしはフィナたちに声をかける。そして、ティリアに視線を移す。

「ティリア様、フィナたちのことをよろしくお願いします」

「ちゃんと責任を持って面倒を見るから心配しないで」

　ティリアにみんなのことを頼むと、わたしとエレローラさんは国王に連行されていく。

　わたしたちは国王と一緒に馬車に乗る。目の前に座った国王はわたしたちを睨にらむように見てくる。

「はぁ〜」

　国王がわたしとエレローラさんを見てため息を吐つく。馬車の中には国王、エレローラさん、わたしの３人が乗っている。前に乗ったことがあるグランさんの馬車よりも広く豪華で、ゆったりしている。

　馬車が動きだすと、国王が口を開く。

「おまえたちはいったい何をしているんだ！　特にエレローラ！　おまえは自分の立場を分かっているのか！」

「だって……」

　国王はエレローラさんに向かって怒鳴りつける。

「もし、ユナが負けていたらどうするつもりだったんだ！」

「そしたら、約束どおりにクリモニアに帰ったけど」

「貴様はそれでいいのかもしれんが、残された者のことを考えろ！」

「だって、娘の婚約を無理に持ちかけられたから、つい」

「なら、早く婚約者を決めろ！　さっさと決めないから、こんなことが起きるんだ。誰かのせいで、クリモニアは海を得ることになった。そのおかげで莫大な利益をもたらす街になる。それを考えれば、これからも、おまえの娘と結婚を考える者は増えてくるぞ」

　それって、わたしがトンネルを作ったせいで、シアとノアに婚約の話がたくさん来るってこと？

　それでなくても２人は可愛いから、婚約の話は多そうだ。

「それはクリフとわたしで、止めるから大丈夫。娘の幸せを守ることぐらいはできるわ」

「なら、あんな賭けを受けなくても対処ぐらいできるだろう」

　再度、ため息を吐つく国王。

「それと、ユナ。お前もだ」

「わたし？」

　なんで、わたしまで怒られるの？

　わたしはヒロインを魔の手から守った主人公だよね。誉められることはあっても、怒られることはしていないよね？

「あのように喧けん嘩かを売るようなことをするな。危険だろう」

「だって、あのおっさんがムカついたから」

「おまえな……」

「だって、シアを自分の息子の嫁にするとか、さらにノアまで婚約をさせようとするし、女性騎士を目指している女の子を怪我させようとするし。だから、後悔はしていないよ」

「婚約についてはエレローラに任せておけば問題はない。両家が認めなければ結婚なんてできない。女性騎士については、問題はあるが、ルトゥムが言うとおりに女の力が弱いのも事実だ。ただ、ルトゥムのやり方はよくないが、だからといっておまえが試合をすることはないだろう」

　だって、あのまま何もしなかったら、ストレスが爆発だよ。

「それともう少し、他人がお前を心配していることを知ったほうがいいぞ」

「もしかして、国王がわたしのことを心配してくれたの？」

「したら、悪いのか？」

　冗談で聞いたら、本気の答えが返ってきた。

　そう真面目に言われると気恥ずかしいものがある。

「それにお前さんと一緒にいた子供たちも不安そうに見ていたぞ。あの者たちを心配させるな」

　試合中はフィナたちの表情は見ていなかった。心配をかけたなら、あとで謝らないといけない。

「ティリアも心配していたし、フローラを連れてきてなくて本当によかったと思ったぞ」

　かなり、心配をかけたみたいだ。国王からしたら、わたしが強いことは知っているけど実際に戦うところを見るのは初めてになるから、不安だったみたいだ。そう考えると、確かにフローラ姫はいなくてよかったかもしれない。もしかすると、泣いたかもしれない。今度、暴れるときは周囲の人にも気にかけることにしよう。

「だが、おまえさんには感謝もしている」

「…………？」

「女性でも強い者がいることを証明してくれたことだ。城の中にも騎士は男性でなければダメだと考える者も少なからずいる。おまえさんがルトゥムに勝ってくれたことで、少しは緩和されるだろう」

「やっぱり、騎士は男性っていう考えが多いんだね」

「これでも以前よりはマシになっているが、代々騎士を輩出している貴族を中心に反対意見も出ている」

　どの仕事にもいえることだけど、男性中心でやってきた世界に女性が入るのは難しいってことだね。その逆もそうだけど。

「でも、ルトゥムに学生の騎士の教育を任せて大丈夫なの？」

　女の子が虐いじめられないか心配になるんだけど。

「一応、補佐役をつけて様子は見る。だが、ルトゥムが女性騎士擁よう護ご派に入れば、反対派も少しはおとなしくなる。奴を切り捨てても、他で反感を買うだけだ。なら、見えるところで、取り込んだほうがいい。ユナに負けはしたが、騎士としての実力はあるし仕事もできる男だからな」

　なら、いいんだけど。

　そのあたりはわたしが口を出すことじゃないので、国王の言葉を信じることにする。

「それとエレローラには悪いが、ルトゥムの態度次第ではあいつを騎士団長の任に戻すことも考えている」

「別にいいわよ」

「それは学園でのあいつの働き次第だから、先の話になるがな」

　それって、わたしの試合の意味がだんだんと薄れていくんだけど。まあ、エレローラさんがいいならいいけど。

　国王のお小言も終わり、馬車はお城の中に入り、止まる。

「それで、わたし帰っていいの？」

「学園に戻るならやめておけ。今回のことは箝かん口こう令れいを敷くつもりだが、今日は諦めろ」

「今日は諦めろって、今日が学園祭最終日でしょう」

「行くのは構わない。だが、囲まれて、あの一緒にいた娘たちに迷惑がかかっても知らんぞ」

「うぅ」

　そう言われると、行けなくなる。

「それじゃ、先に帰ろうかな？」

「暇なら、フローラに会っていってやってくれ。フローラも今日は学園祭に連れていけなかったからな。お前さんが顔を出してくれれば喜ぶだろう。ああ、できればいつもの格好でな」

　それって、クマの着ぐるみを着ろってこと？

　まあ、いいけど。

「それじゃ、わたしもフローラ姫のところに」

「お前にはまだ言いたいことがある。ユナを着替えさせたら、俺のところに来い！」

「そんな〜」

　わたしについてこようとしたエレローラさんだが、国王に却下される。

「誰のせいで、城に戻ってきたと思っている。おまえには仕事のこともそうだが、まだ言いたいことが山ほどある。もちろん、逃げたら分かっているだろうな」

　国王は言いたいことだけ言うと、馬車から離れていく。

　わたしはエレローラさんに空き部屋に連れていかれる。

「ユナちゃん。あらためて、ありがとうね」

　わたしが制服を脱いでいると、エレローラさんが真面目な顔で頭を下げてお礼を言ってくる。

「頭にきたから、わたしが勝手に首を突っ込んだだけだよ」

「でも、それはシアとノアのためでしょう。だから、ありがとう」

　あらためて、真面目にお礼を言われると、照れ臭くなってくる。

「でも、ユナちゃん。ルトゥムに相当気に入られたようね」

「やめてもらえますか」

　思い出しただけでも寒気がしてくるよ。

「ルトゥムの息子と結婚すれば貴族よ」

「丁重にお断りします」

「なんなら、わたしの娘になるってどう？　クリフも喜ぶわよ」

　わたしがクリフの娘に？

　想像してみるが、頭を抱えるクリフの姿しか思い浮かばない。

　うん、ダメだね。
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　ユナお姉ちゃんが大人の人と試合をすることになりました。

　相手の貴族様がシア様とノア様に結婚をもちかけてきました。エレローラ様はお断りしたのですが、シア様の友人に怪我を負わせると脅迫までしてきました。それに怒ったユナお姉ちゃんが、騎士様と試合をすることになりました。

　ユナお姉ちゃんが強いことは知っています。でも、試合の相手はユナお姉ちゃんよりも大きい男の人で、とても強そうです。不安だけど、強い魔物を倒してきたユナお姉ちゃんなら、きっと勝ってくれるはずです。




　試合が始まります。剣と剣がぶつかり合い、凄い速さで２人が動きます。

「ユナ姉ちゃん、危ない！」

　隣にいるシュリが叫びます。シュリはユナお姉ちゃんが戦うところを見るのは初めてなので、不安そうに試合を見ています。もちろん、わたしも心配です。シュリの手を握る手に力が入ります。

　ユナお姉ちゃんが騎士様の剣を躱かわします。練習用の剣と聞いていますが怖いです。でも、ユナお姉ちゃんは楽しそうに笑っているように見えます。わたしにはどちらが優勢なのか分かりません。でも、ユナお姉ちゃんの笑っている顔を見ると安心します。

「ユナ姉ちゃん。がんばって」

　シュリがわたしの手を握って応援をします。

　大丈夫です。ユナお姉ちゃんは負けません。

　でも、なんでユナお姉ちゃんは魔法を使わないのでしょうか？　もしかして、魔法は使ってはいけないのでしょうか？

　それとも相手が使わないからでしょうか？

　最後はユナお姉ちゃんが騎士様の腕を摑つかんで投げて勝利しました。よかったです。シア様もノア様も喜んでいます。

　試合はこれで終わりかと思ったら、もう一試合するみたいです。

　今度は、先ほどシア様に自分の息子との婚約を申し込んできた貴族様です。

　周囲の声を聞くと、先ほどの騎士様の隊長みたいです。ということは先ほどの騎士様よりも強いってことですか？

　わたしの不安をよそに試合が始まります。




　先ほどの騎士様と同様に、ユナお姉ちゃんの小さな体が素早く動き回ります。右、左、後ろに躱し、剣を振るう。

　貴族様の一撃が重そうです。ユナお姉ちゃんは剣を躱し、避よけます。

「おいおい、あのルトゥム様の剣を躱しているぞ」

「ヘタに受け止めでもしたら、バランスを崩されたところに重い一撃が来るからな」

「いや、あの一撃を受け流しているのが凄い。そのせいで、ルトゥム様の２撃目が遅れている」

「それにしても、ルトゥム様、手こずっていないか？」

「女の子の足の動かし方や、重心移動が上手いんだ」

「あの、黒と白の靴はなんだ？」

　周りの人たちが感想を言い合っています。ここからだと、ユナお姉ちゃんの靴は色しか見えず、クマさんの靴だと判断することはできません。

　ユナお姉ちゃん、頑張って。

　誰もが息を飲んで試合を見ています。騒ぐ人はいません。そんな中、２人は剣を打ち合っています。

　試合は互角に見えます。でも、そんなとき相手が魔法を使いました。ユナお姉ちゃんは慌てますが、避よけます。

　そして、ユナお姉ちゃんは魔法を使ったことに怒りだします。

　どうやらユナお姉ちゃんは魔法を使っていいことを知らなかったみたいです。




　試合が再開されます。今度は魔法と剣を組み合わせた試合です。先ほどと違って、魔法が飛ぶので怖いです。でも、ユナお姉ちゃんは笑みを浮かべて、楽しんでいるように見えます。

　試合はどっちが勝つか分かりません。

　みんな心配そうにしています。

「ユナ姉ちゃん、がんばって！」

「ユナさん！」

「ユナお姉ちゃん！」

　みんなで応援します。

　相手の攻撃が速くなります。

「ルトゥム様、風魔法で女の子の行動を制限して、誘導しているな」

　そんな声が聞こえてきます。

　ユナお姉ちゃんが、どんどん追い込まれていきます。ユナお姉ちゃんに向けて剣が振り下ろされました。ユナお姉ちゃんに当たると思った瞬間、クマの置物が現れて、相手の剣を弾きました。相手は驚いた顔をしています。それと同時に、ユナお姉ちゃんの剣が相手の首筋で止まっていました。

　勝った。ユナお姉ちゃんが勝ちました！

「やった〜」

　シュリがわたしの手を離して、手を上げます。

　シア様もノア様もみんな喜んでいます。

　周囲は歓声に包まれます。

「すげえぇ」「あの、女の子は誰？」「あの美少女は誰だ？」「どこのクラスだ？」「学年は？」「あんな可愛い子いたか？」「格好いい」「誰だ。弱いなんて言った奴は」「国王陛下とも会話をしていたぞ」「あの剣の動き凄かった」「パンツは白か」「あの剣捌きも凄かった」「騎士が手加減したんだろう」「どこに目をつけている。今の試合を見て、そんなわけがないだろう」「俺、あの一撃受け止められる自信はない」「確か、あの子と話していたぞ」

　いろいろなところから試合の感想が聞こえてきます。ほとんどがユナお姉ちゃんに対する賞賛の声です。たまに視線がわたしたちというか、シア様に向けられます。

「あのルトゥム様に勝ったぞ」

「なんなんだ。あの小さな女の子は？」

「すげえ」

　近くにいる人たちの会話が聞こえてきます。

　なんだか、ユナお姉ちゃんが褒められると、わたしも嬉しくなります。

　ユナお姉ちゃんが貴族様に話しかけています。その瞬間、殴りました。相手は吹っ飛びました。

　いきなりのことに、周囲は静けさに包まれました。

「…………」

「…………」

　近くにいた人たちも開いた口が閉じていません。

　そんな中、ユナお姉ちゃんは倒れている貴族様に近づき、魔法で水をかけます。その行動でさらに、周囲は驚きの声を上げます。

「ルトゥム様に水をかけたぞ」

「それよりも、負けを宣言をしたルトゥム様を殴ったぞ」

　ユナお姉ちゃん。いったい何をやっているんですか！

　あっ、でも、貴族様が起き上がり、ユナお姉ちゃんと一緒に国王様のところに向かっていきます。

　ちょっと、ユナお姉ちゃんのところに近づきます。声が聞こえてきます。

「わたしは城に戻る。エレローラ、ユーナ、２人はついてくるように」

　ユナお姉ちゃんが国王様に連れていかれてしまいます。

　ユナお姉ちゃんとエレローラ様は断ろうとしましたが、ダメだったようです。ティリア様がわたしたちのお世話するということで話が落ち着いたみたいです。

　ユナお姉ちゃんが悲しそうにわたしたちのほうを見ます。

「ちょっと、国王様と一緒にお城に行ってくるから。みんなはティリア様と学園祭を楽しんできて」

　楽しんでと言われても、遊べるのでしょうか？

　ユナお姉ちゃんとエレローラさんが、国王様に連れていかれます。

　近くにいた騎士様も一緒に移動するみたいです。

「ユナの試合は凄かったわね」

　残されたわたしたちのところにティリア様がやってきます。

　はい、ユナお姉ちゃんの試合は凄かったです。わたしも頑張ればユナお姉ちゃんのようになれるのでしょうか？　想像してみますが、無理な気がします。

「シア！　あの女の子の強さはなんなの？」

　シア様のところに女の子がやってきます。確か、シア様の友人で先に試合をしていた人です。

「女の子の名前は？　どこのクラス？」

　シア様の肩を摑つかんで揺らしています。

「えっと、それは」

　シア様が答えることができずに困っています。シア様の周りにさらに人が集まってきます。みんなユナお姉ちゃんのことを尋ねてきます。

　シア様は助けを求めるようにわたしたちを見ます。でも、助けることなんてできません。

「どこのクラス？」「あんな可愛い子いたか？」「シア、紹介して」

　シア様が見えなくなるほど、人に囲まれます。

「お姉様」

　ノア様が心配そうに見ています。

　ユナお姉ちゃんやエレローラ様に助けを求めたいですが、国王様に連れていかれてしまっていません。

　困っていると、ティリア様がノア様に「大丈夫だよ」と声をかけます。

「みなさん。シアが困っているでしょう」

「ティリア様!?」

「彼女はシアとわたしの友人で、この学園には通っていないの」

「でも、制服を」

「あれは、理由があって、わたしが貸してあげたの」

　シア様がティリア様の言葉に続けて説明をする。

「それじゃ、せめて名前だけでも」

「ユーナよ。でも、彼女のことは公にできないから広めないでね」

「ユーナさんですね。ティリア様、ありがとうございます。でも、それではお礼は言うことはできないんですね」

「さっき、お父様に連れていかれたから、会うのは難しいわね」

「残念です。それではティリア様、ユーナさんに『本当にありがとうございました』とお伝えくださいますか？」

「ええ、伝えるわ」

「それと、女の子でも強くなれるって、自信がつきました」

　わたしが知っているユナお姉ちゃんが倒した魔物だけでも、普通には倒せない魔物が多くいます。そんなユナお姉ちゃんみたいになることが、本当にできるのでしょうか？




　ティリア様の話を聞いた人たちは離れていきます。大事にならなくてよかったです。

「ティリア様、ありがとうございます」

　シア様がお礼を言います。

「いいのよ。みんなのことはユナに頼まれたからね。それにユナはわたしの友達でもあるからね」

　お姫様に友達って言われるユナお姉ちゃんは凄いです。

　そもそも、わたしみたいな平民が、国王様やお姫様に会ったり、話をするだけでも凄いことなんです。最近、ユナお姉ちゃんのせいで、そのあたりがおかしくなっています。

　これが常識だとシュリが思ったら大変です。クリモニアに帰ったらお母さんと話して、一般常識を教えないといけません。




　それからわたしたちは、ティリア様に守られながら、この場を離れます。向かった先はシア様のお店です。

　綿菓子のお店にはお客さんがたくさんいて、繁盛しているみたいです。

「シア、戻ってくるのが早くないか？」

　マリクスさんが話しかけてきます。

「ええ。ちょっと、いろいろとあってね」

「なんだ。面白いことでもあったのか？」

「う〜ん？　みんなにも言っておいたほうがいいかな？」

　シア様が考えだします。

「なんだ？」

「もし、ユナさんのことを聞かれても黙っておいてね」

「ユナさん、なにかしたのか？」

　綿菓子作りをティモルさん一人に任せ、マリクスさんとカトレアさんがやってきます。

「みんな〜」

　ティモルさんを残して店の裏に移動するとティモルさんが叫びますが、マリクスさんは気にしません。

「今はお客さんも少ないから大丈夫だろ」

「それで、なにがあったの？」

　シア様はユナお姉ちゃんが騎士様と試合をしたことを簡単に説明します。

「ユナさんがそんな試合をしていたのか」

「試合を見てみたかったですわ」

「でも、あのルトゥム様を倒すって、ユナさん強すぎだろう。くそ、見てみたかった」

　マリクスさんが悔しそうにします。

「とにかく、ユナさんのことを聞かれても、黙っていてね」

　シア様の言葉にマリクスさんとカトレアさんは頷うなずきます。あとで交代したティモルさんにも同じ説明をしていました。

　あと、忘れずにユナお姉ちゃんが偽名を使ったことも話します。




　説明も終わり、シア様はマリクスさんと店番を代わるために、お店に残るそうです。

「それじゃ、わたしたちはどこに行こうか？　みんなのことはユナに頼まれているからね。学園祭最終日だし、楽しまないとね」

　わたしたちはユナお姉ちゃんが残した言葉に従って、学園祭を楽しむことになりました。

　学園の中を歩いていると、ユナお姉ちゃんの噂うわさがたまに聞こえてきたりします。

「美少女が騎士を全て倒したとか」

　２人だけです。

「美少女がルトゥム様を殺したとか」

　殺してません。

「美少女が綺麗な指先から魔法を出したとか」

　ユナお姉ちゃんの手はクマさんです。

「その美少女は王族の関係者みたいだぞ」

　これは合っているのかな？

「美少女と一緒にいた少女たちも可愛かったらしいぞ」

　ノア様とシア様のことでしょうか？

　美少女のところ以外、あまり合ってません。噂って、このように広まっていくんですね。ユナお姉ちゃんが聞いたら、とても困った顔をすると思います。

　そして、噂をする人がチラチラとわたしたちのほうを見ます。

「わたしが一緒にいるせいで、見られているわね。昨日と同じところに行こうか？　もう一回、合奏や劇でも見る？　あそこなら周りを気にしないでいられるわよ」

　それは賛成です。もう一度、見てみたいです。

　あの合奏も劇も素晴らしかったです。シュリもノア様も反対はせず、喜んでいます。

　そして、わたしたちは昨日と同じ、あの大きな建物に向かいます。

　でも、ユナお姉ちゃんが国王様に連れていかれたのに、わたしたちだけで楽しんでもいいのかな？
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　クマの着ぐるみに着替え、エレローラさんと別れたわたしは、一人でフローラ姫のところに向かう。

「くまさん」

　フローラ姫の部屋に入ると、フローラ姫が迷うことなくわたしのところにやってくる。やっぱり、この格好で認識しているみたいだね。

　今日はいろいろとあって精神的に疲れたので、フローラ姫の相手はくまゆるとくまきゅうにしてもらう。くまゆるとくまきゅうを召喚するとフローラ姫は嬉しそうにする。わたしはアンジュさんからいただいたお茶を飲みながらフローラ姫を眺める。

　フローラ姫はくまゆるの背中に乗って、部屋の中を歩いたり、くまきゅうのお腹を抱きしめたりしている。

　そして、しばらくするとフローラ姫は遊び疲れたのかくまゆるに抱きついて、寝てしまう。フローラ姫は起こさないようにアンジュさんがベッドに運ぶ。

「くまゆる、くまきゅう。お疲れさま」

　フローラ姫と遊んでくれたくまゆるとくまきゅうを労ねぎらってあげる。

「くまゆる様とくまきゅう様は本当におとなしいですね」

　アンジュさんはお礼を言いながら、くまゆるとくまきゅうを撫なでる。

「二人ともいい子だからね」

　わが子のように自慢をしてみる。

　家族なんだから、間違いでもない。

　そんなわが子の相手をしているとエレローラさんが迎えに来てくれる。

「ユナちゃん、帰りましょう」

　もう、そんな時間？

　くまゆるとくまきゅうの相手をしていたら時間が過ぎていた。

「エレローラさん。なにか疲れていませんか？」

　ぐったりっていうか、生気がないっていうか、体中から疲れているオーラを発している。

「あれから、国王陛下だけじゃなくて、宰相のザングや他の者からも怒られたのよ。それもチクチクと嫌みたらしくね。何度も謝ったのに許してくれないのよ。酷ひどいと思わない？」

　まあ、職を賭けたりすれば怒られるよね。今後のことも考えれば、ちゃんと叱しかってもらったほうがエレローラさんのためだ。

「みんながそれだけ、エレローラさんを心配してくれたってことですよ」

「そうかしら？　イジメて、楽しんでいるように見えたわよ」

　それは日頃の行いのせいだと思うよ。

「でも、心配をしたり叱ってくれるのは、それだけエレローラさんを必要って思っているからだと思いますよ」

　好きの反対は無関心という。無関心なら、辞めようが関係ない。注意もしなければ、行動も気にしない。元の世界のわたしが、そうだった。

　だから、みんなが叱ってくれるのは、少し羨うらやましくもある。

　エレローラさんはわたしの言葉に微妙に納得はしていないようだった。この手のことは心配されている本人には分からないものなんだよね。なくなって初めて気づく。




　やつれたエレローラさんと一緒に家に戻ると、ノアたちが出迎えてくれる。

「ただいま、みんな帰っていたんだね」

「お母様！　ユナさん、大丈夫ですか!?」

「ユナお姉ちゃん、大丈夫ですか？」

「ユナ姉ちゃん、大丈夫？」

　３人はわたしとエレローラさんを心配していたようだ。

　エレローラさんじゃないけど、気にかけてくれる人がいるって嬉しいね。

「国王に少し叱られたけど。大丈夫だよ」

　わたしが国王に叱られたことを伝えると、みんな不安そうな顔になる。わたし的には国王に叱られるのは大したことじゃないけど、ノアたちにとっては違うようだ。普通に考えれば国で一番偉い人に叱られるってことは、会社で言えば社長、学校では校長先生にでも叱られているようなものだ。でも、今回は国王陛下だから、総理大臣？　大統領になるのかな？

　そう考えると、怖いかもしれない。

「そんなに怒られなかったから大丈夫だよ。主に怒られたのはエレローラさんだから」

「お母様が!?」

　ノアが声を上げる。

　不安を取り除こうとしたら、別の不安を作ってしまった。自分の母親が国王に叱られたって聞けば不安になるのは当たり前だ。

「ふふ、大丈夫よ。叱られるのはいつものことだから」

　それって、大丈夫なの？

「本当ですか？」

　ほら、ノアも心配している。

「ノアもそんなに心配しないでも大丈夫だよ。国王もエレローラさんのことを心配して怒ったんだよ。どうでもいい人なら、怒ったりはしないよ」

　わたしは安心させるために、エレローラさんに言ったことと同じことをノアに伝える。だけど、ノアには少し難しかったようだ。

「う〜ん、これは例えだけど。もし、ララさんが誰かとメイドの職を賭けて辞めると言ったら、ノアは怒るでしょう？」

「……はい。怒ると思います。勝手にそんなことを決めないでって」

　ノアは少し考えて、答える。

「でも、もしノアが嫌いな人が同じようなことを言ってきても、どうでもいいでしょう？」

「……そうかもしれません」

「エレローラさんが怒られたってことは、それだけエレローラさんがお城では大切に思われているってことなんだよ」

　わたしの説明にノアは納得した表情をする。

「ユナちゃん、説明が上手ね」

　誰のために、フォローしたと思っているんですか。

　わたしはため息を吐つく。

　話を終えたエレローラさんは自分の部屋に戻っていった。

　わたしもフィナたちを連れて部屋に戻る。




「ユナさん、ありがとうございました。お母様も仕事を辞めずにすみました」

「気にしないでいいよ。エレローラさんが仕事を辞めずに済んで、ノアとシアの婚約の話もなくなって、よかったよ」

　あの男がノアとシアを自分の息子と結婚させるって言いだしたからね。少し、ムカついたから、首を突っ込んだだけだ。

「ユナ姉ちゃん、格好よかったよ」

「はい、とっても格好よかったです」

「ユナお姉ちゃんの試合を見ていた人たち、みんな褒めていました」

　少しでも女性が強いことの証明になったんならよかった。

　特にわたしがルトゥムに勝ったときが盛り上がったそうだ。確かに歓声が上がっていた。

「すげえぇ」「あの、女の子は誰？」「あの美少女は誰だ？」「どこのクラスだ？」「学年は？」「あんな可愛い子いたか？」「格好いい」「誰だ。弱いなんて言った奴は」「国王陛下とも会話をしていたぞ」「あの剣の動き凄すごかった」「パンツは白か」「あの剣捌さばきも凄かった」「騎士が手加減したんだろう」「どこに目をつけている。今の試合を見て、そんなわけがないだろう」「俺、あの一撃を受け止められる自信はない」

　ノアたちがわたしがルトゥムに勝ったときの話を再現してくれるけど、変な会話が入っていなかった？

　パンツって聞こえたけど、聞き間違いだよね。聞かなかったことにしよう。

　それに美少女とか可愛いとか、本当にわたしのことを話しているの？　別の人の話じゃない？　もしくは３人で話を作っていない？

　クマの着ぐるみ姿なら、百歩譲って可愛いかもしれないけど。今回は制服の格好だ。だから、ノアたちの話は話半分に聞いておくことにする。

　それから、わたしとエレローラさんが国王に連れていかれると、シアが学生たちに囲まれたそうだ。

「大丈夫だったの？」

「はい、ティリア様が守ってくれました」

　わたしのことを聞くためにシアが囲まれたらしいが、ティリアが助けてくれたらしい。

「ティリア様、格好よかったです。ティリア様が説明するとみんな近寄らなくなりました」

　普通に考えて、お姫様であるティリアにお願いされたら諦めるしかない。

　でも、ティリアは余計なことを言ったみたいだ。わたしを「大切な友達」と宣言したらしい。でも、そのおかげで騒ぎは落ち着いたという。

　騒ぎが落ち着くことはいいことだけど、お姫様と友人認定されてしまった。

「それじゃ、学園祭は楽しめなかった？」

「いえ、昨日見た合奏や劇を、もう一度見たりして、楽しみました」

「何度、見ても楽しかったです」

「うん。楽しかったよ」

　フィナもシュリもノアの言葉に頷うなずく。

　わたしも昨日見た合奏と歌姫の歌なら、もう一度聴いてみたかった。クマフォンに録音機能があればいつでも聴くことができたのに。

　そんな魔道具、作れないのかな？




　ノアたちから学園祭の話を聞いていると、部屋のドアが開き、さっきのエレローラさんのように疲れた顔をしたシアが入ってきた。

「ただいま」

　シアは部屋に入ると、倒れるようにソファに座る。

「お姉様、どうしたのですか？」

　ノアはテーブルの上にのっている水が入ったコップをシアに渡す。受け取ったシアは水を飲んで一息つく。

「ありがとう」

「それでお姉様、どうかしたのですか？」

「いろいろな人にユナさんのことを聞かれて、ちょっと疲れただけだよ」

　ノアから話を聞いていたけど、シアにも迷惑をかけたみたいだ。

「ごめんね」

　軽く謝罪をするとシアは首を横に振った。

「ユナさんが謝ることなんてないです。ユナさんは、わたしとノア、それにお母様のために戦ってくれました。わたしたちが感謝することであって、ユナさんが謝ることではないです」

　シアは謝るわたしに向かって、強い口調で否定する。

「ユナさん、ありがとうございました。ユナさんがわたしたちのために怒ってくれたの嬉しかったです」

　シアは満面の笑みで微笑む。

「もしかするとティリア様からも言われるかもしれないけど、わたしからも伝えておきますね。リーネアからの伝言です。『本当にありがとうございました』って」

　リーネアって、確かシアの友人の女の子だよね。

「あの子は大丈夫だった？」

「はい、怪我はなかったようなので大丈夫です」

　それはよかった。

「それから、ユナさんを目標にするって言ってましたよ」

　嬉しいけど、目標にされても困る。わたしの力はチートによるものが多い。

「それと、ユナさんのこと、謎の美少女は誰かって騒ぎになっていましたよ」

　シアが笑う。

　ノアも美少女とか言っていたけど本当だったの？

　たぶん、離れた位置から見ていたから、わたしの顔がハッキリと見えなかったんだと思う。

「噂は広まっているの？」

「微妙ですね」

「微妙？」

「試合を見ていない子たちには、どうしても信じられないって感じです。そもそもルトゥム様に勝つ学生って時点で、信じられないことですから」

　それじゃ、思ったよりも広まっていない？

　でも、わたしの安心はシアの次の言葉で打ち消される。

「あとユナさん。試合をするときは気をつけたほうがいいですよ。パンツが見えていたらしいです」

「……噓だよね？」

　ノアたちが話してくれた会話にそんなのがあったけど、聞き間違いじゃなかったの？

「飛び跳ねるときや、激しく動き回ったときに、チラチラと見えただけです。でも、男子たちは……」

　シアは少し言いにくそうにする。

　うう、恥ずかしい。

　もう、学園に近寄れない。

　もう、顔を出して外を歩けない。

　美少女は存在しないし。もう、クマの着ぐるみを着て隠れて生きていくしかない。

　４人が慰めてくれるが、パンツを見られたんだよ。それもクマパンツ……。

　みんなが美少女が倒したって、思っているんだよ。

　わたしはクマさんフードを深く被って、現実逃避をする。
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　わたしが落ち込んでいるなか、スリリナさんが夕食の準備ができたと部屋に呼びにやってくる。

「ユナ様、どうかなさったのですか？」

　落ち込んでいるわたしを見たスリリナさんが心配そうに尋ねてくれるが、パンツを見られたからとは言えないし、美少女の噂うわさが一人歩きして、恥ずかしいなんてことも言えるわけがない。そんなことを言えばわたしが自分で美少女って言っているようなものだ。

　なによりパンツを見られていたことがショックで立ち直れそうもない。

　わたしはフィナたちに引っ張られながら食堂に連れていかれる。

「みんな、遅いわよ」

　食堂につくとエレローラさんは、すでにわたしと違って元気になっていた。さっきまで、生ける屍しかばねのようだったのに、もう、元気になっているよ。気持ちの切り替えが早い。羨うらやましいかぎりだ。

「あら、ユナちゃん。元気がないわね」

「エレローラさんは元気ですね」

「休んだしね。それに文句を言われ続けたら、辞めるって言うことにしたから」

　それは脅迫ってやつじゃないかな。

　エレローラさんの場合、本当にやりそうで怖い。

「それで、どうしてユナちゃんは元気がないの？」

「乙女心が壊れかけているからです」

「…………？」

　わたしの返答に意味が分からないと首を傾かしげるエレローラさん。

「えっと、ユナさんは……」

　わたしが元気がない理由をシアとノアの姉妹がエレローラさんに説明する。

「ふふ、ユナちゃんのパンツを見た男の子は幸運だったわね」

　その代わりにわたしが不幸になりました。

「見つけたら、目をくりぬいて、記憶がなくなるまで頭を殴りたいです」

　そうすれば、わたしの心も落ち着くかもしれない。

「ユナお姉ちゃん、怖いです」

「こわい」

　フィナとシュリが自分の目を押さえる仕草をする。

「冗談だよ。そんなことしないよ」

　流石さすがのわたしでも、目をくりぬいたりはしない。記憶がなくなるまで頭を殴る可能性は否定はできないけど。湧き上がるモヤモヤをどこかにぶつけたい。これも全て、あのルトゥムっておっさんが悪い。今度会ったら、追加で殴りたい気分だ。

　わたしは小さくため息を吐ついて、シアに尋ねる。

「シア、学園の休みっていつ？」

「休みですか？」

「クリモニアに帰る前にティリアにお礼を言おうと思って」

　今まで、お城に何度か行っているのに遭遇率がゼロだ。学園が休みならお城にいるはずだ。

「えっと、明日はアンケート結果の発表と片付けがあるから、明後日が休みです」

　それじゃ、明後日にティリアに会いに行けばいいかな。それでクリモニアに帰ろう。クリモニアに帰れば、パンツを知る者は誰もいない。

「あのう、ユナさん。帰るんですよね」

「まあ、学園祭も終わったから帰らないと、フィナとシュリの親が心配するからね」

「それじゃ、明後日、少し時間をもらえませんか？　ユナさんがクリモニアに帰る前に、マリクスたちがお礼を言いたいって」

　綿菓子機やお店の宣伝をしてくれたことへのお礼を言いたいらしい。お礼なんていらないけど、わたしがティリアにお礼に行くって言うのに、わたしがお礼をいらないと言うのでは、矛盾してしまう。だから、マリクスたちに会うことにする。

　そうなるとマリクスたちに会ってから、ティリアに会いに行けばいいかな？




「そういえば制服はどうすればいい？　洗って返せばいいい？」

　借りた物は返さないといけない。

「制服はユナさんに差し上げますよ。今後、ユナさんには必要になりそうですから」

　なに、その予言みたいな言葉は。わたしには今後、制服を着る予定もパンツを見せる予定もないよ。

「なんなら、学園に入学しますか？　ユナさんが入学すれば制服は必要になりますよ」

「あら、いい考えね」

　シアの提案にエレローラさんが賛同するが、それに対して反対の声が上がる。

「ダメです。ユナさんはわたしと一緒にクリモニアに帰ります」

「ユナ姉ちゃんに会えなくなったら、悲しいからダメ」

「ユナお姉ちゃんがいないと困ります」

　クリモニアに住む３人から反対の言葉が出た。

　うん、必要とされるって嬉しいね。

　もっとも、初めから学園に通うつもりはないので、シアの提案は丁重にお断りした。学校なんて、元引きこもりには地獄でしかない。

　それに、クマの転移門があるとはいえ、フィナたちと簡単に会うこともできなくなってしまう。フィナたちじゃないけど、わたしも寂しくなる。

　とりあえず、制服はもらうことになったが、着ることは二度とないと願いたい。




　翌日、わたしは部屋に引きこもった。

「ユナさん、お出かけしましょうよ。しばらくしたら、クリモニアに帰るんですから」

「やだ」

「そのクマさんの格好なら、誰も気づきませんよ」

　パンツを盛大に見られた翌日に外を歩く勇気はない。

　ノアとシュリがわたしの左右からクマさんパペットを握って、引っ張ろうとするが、わたしはピクリとも動かない。神様チートなクマさん装備を身につけたわたしを誰も動かすことはできない。

　時間が経てば、人の記憶は薄れていくものだ。

　だから、今日は外に出るべきじゃない。

「それに学生は学園に行ってますから大丈夫ですよ」

　ノアが腕や手を引っ張るが、わたしは動かない。

　それに試合を見ていたのは学生だけじゃない。普通の人もいた。人の目がどこで光っているか分からない。

「ユナ姉ちゃん。パンツを見られたのが恥ずかしいの？　わたしは平気だよ」

　シュリがわたしの手を離して、自分のはいているスカートを捲まくろうとする。でも、隣に立つフィナがシュリの手を摑つかむ。フィナによってシュリのパンツは守られる。

　たとえ、見えたとしても、同じ女の子でもシュリは子供だ。なにも恥ずかしいことはない。ただ、どこでもスカートを捲るような女の子になってはダメだから、フィナが注意をしている。

「大人になると、パンツを見られると恥ずかしいんだよ」

　わたしはノアの手を振りほどくと、後ろにあるベッドに飛び乗り、ベッドの前に通常サイズのくまゆるとくまきゅうを召喚する。

「くまゆる！　くまきゅう！　わたしを守って！　でも、怪我をさせちゃダメだからね」

　無敵のクマの防波堤が完成する。誰もこのクマの防波堤を越えて、わたしのところに来ることはできない。
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　でも、召喚されたくまゆるとくまきゅうは困った顔をしている。そんなクマの防波堤に挑んで来る者がいる。シュリとノアが嬉しそうに防波堤に突撃して、ダイブする。

「大きい、くまゆるだ〜」

「ふわふわです」

　２人はくまゆるとくまきゅうに抱きつく。フィナも嬉しそうにくまきゅうに抱きつく。それから、３人はくまゆるとくまきゅうと遊び始め、外にお出かけをしようとは言わなくなった。

　違った意味でわたしは防波堤に守られた。




　そんな感じで部屋に引きこもっていると、エレローラさんが仕事から帰ってきた。

「楽しそうね」

「お母様、お帰りなさい」

　エレローラさんは部屋に入ってくると、わたしのところにやってくる。

「ユナちゃん、絵本ができ上がったわ」

　エレローラさんはそう言うと、絵本を渡してくれる。クマさんと少女の３巻だ。

　そういえば、学園祭が始まる前にフローラ姫に３巻を渡してあった。その複製ができ上がったみたいだ。

　ちゃんと製本されていると、嬉しいものだ。数も約束の10冊ある。

「エレローラさん、ありがとう」

「それはなんですか？」

　くまゆると遊んでいたノアがやってくる。

「ユナちゃんが描いた絵本よ」

「それって、ユナさんがフローラ姫のために描いてあげたって絵本ですか!?　それがどうして、こんなに」

「どうしてって、そのユナちゃんが描いた絵本を印刷しただけだけど」

　エレローラさんの言葉を聞いたノアがわたしを見る。

「それじゃ、ユナさんは絵本を持っていたんですか？」

「まあ、一応」

「ユナさん！　印刷した絵本があることを黙っているなんて酷ひどいです。わたし、フローラ姫しか持っていないと思って、諦めていたのに」

　ノアは頰ほおを膨らませながら、文句を言う。

「ほら、自分が描いた絵本を見られるのは恥ずかしいでしょう」

「それじゃ、なんでこんなに絵本があるんですか？」

　同じ絵本が10冊もあることを指摘する。

「それは、エレローラさんが印刷するって言うから、孤児院の子供たちの分も頼んだだけだよ」

「フローラ姫がお城の中で絵本を持ち歩くことがあってね。それを見た人たちから、その絵本を欲しいって要望があったのよ。それで、ユナちゃんの許可をもらって増やすことにしたのよ」

「理由は分かりました。でも、黙っていることはないと思います。フィナもシュリもそう思いますよね？」

「えっと、それは……」

　フィナは困った顔をするが、隣にいるシュリは違った。

「絵本なら、お家にあるよ」

「持っているんですか？」

「うん、ユナ姉ちゃんからもらったの」

　シュリが満面の笑みで答える。

　話を聞いたノアは、知らなかったのは自分だけだと知り、さらに頰ほおを膨らませる。

「フィナまで裏切っていたなんて。ぬいぐるみのときといい、黙っているなんて酷いです」

　ノアは口をとがらし、少しいじけたようにする。

「別に裏切っては……」

　フィナが困っているので、わたしは助け舟を出すことにする。こんなことで、仲が悪くなっても困る。

「絵本のことは最近までフィナも知らなかったから仕方ないよ。フィナもたまたま孤児院で見かけて、知ったんだよ」

「そうなんですか？」

「はい」

「うぅ〜、それでは仕方ないですね」

　フィナはホッとした表情を浮かべる。

「お母様、わたしにも絵本をください」

「あら、絵本は卒業したんじゃないの？」

「ユナさんの描いた絵本なら別です。こんな可愛い絵本ならわたしも欲しいです」

　ノアは絵本に描かれているクマと女の子を見る。

　エレローラさんは笑みを浮かべながらアイテム袋から、３冊の絵本をノアに渡す。

「ありがとうございます。でも、３冊も描いていたんですね」

　表紙が違う３冊の絵本をノアは嬉しそうに手にする。

　逆にフィナは微妙な表情をする。

　エレローラさんは部屋に戻り、ノアは絵本を読むため、椅子に座る。

「ノア様、今見るのですか？」

「そうですよ」

「クリモニアに戻ってから見たほうが」

「どうしてですか？」

「なんとなくです」

　フィナは誤魔化す。

　どうやら、フィナは自分の目の前で絵本を見られたくないみたいだ。ノアはフィナの真意を知ることもなく、絵本の１巻を手にする。

「クマさんと少女」

　表紙にはクマさんと女の子がいる。

「可愛い絵です」

　その言葉にフィナが反応する。

　ノアは女の子の絵を見て、小さく首を傾かしげる。でも、そのまま絵本を捲めくる。

　女の子が１人で森に薬草を採りに行くシーンだ。

　ノアはチラッとフィナのほうを見る。そして、絵本に視線を戻す。絵本を捲り、またチラッとフィナのほうを見る。

「この女の子、フィナに似てませんか？」

「気のせいです」

　フィナは即答する。

「そうですか。フィナに似ていると思うのですが」

　フィナは誤魔化せたと思い、安堵の表情を浮かべる。

　でも、机の上に置いてあった、２冊目、３冊目と読むと、ノアは目を細めて、疑うようにフィナに視線を向ける。

「これは絶対にフィナです。そして、これはシュリです」

　３冊目に出てくる女の子を指す。

「そして、このクマさんはくまゆるちゃんとくまきゅうちゃん。そして、ユナさんです！」

　ノアは全てを言い当てる。

　フィナは諦めたような表情を浮かべる。わたしはフォローするように全てを説明することにする。

「その絵本はわたしがクリモニアに来てからを基にした話になっているからね。その女の子はフィナがモデルなんだよ」

「そうなのですか？」

「もちろん、全てじゃないけど」

「そういえば、フィナのお母さんは病気だったんですよね」

　ノアは絵本に目を戻す。どうやら、内容を思い出しているみたいだ。

「はい。でも、ユナお姉ちゃんが、助けてくれました」

　ノアは大きく息を吸う。

「いい絵本です。心が温かくなります。女の子には幸せになってほしいです」

「ノア様」

「でも、このクマさんがユナさんで、クリモニアに来てからの話を基にしているなら、わたしも登場するんですよね？」

「まあ、このまま行けばね。とは言っても続きは何も考えていないけど。もしかして、登場させてほしいの？」

「もちろんです。わたしのことも描いてほしいです」

　前にフィナが言っていたとおりになった。自分が登場する絵本なんて欲しいのかな？

　でも、ノアが絵本に登場できるかは微妙なところだ。

　わたしがクマ役になっているせいで、ノアの護衛の依頼を受けることはできないし、フィナ役の普通の女の子が貴族の女の子と出会うのは意外と難しい。

　ストーリーをどうするかな？

　とりあえず、ノアには「考えておくね」と言って、誤魔化した。
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　翌日、朝食を終えてのんびりとしていると、約束どおりマリクスたちがやってきた。

「ユナさん、今回はありがとうございました」

　マリクスがお礼を言うと、ティモル、カトレアも続けてお礼の言葉を口にする。

　そして綿菓子機を返してもらう。ちゃんと綺麗に洗ってある。綿菓子を使った後って、ザラメでべたつくんだよね。そういえば、綿菓子を国王のところに持っていかないといけないことを思いだす。忘れてクリモニアに帰ったら、今度、会ったとき、面倒なことになりそうだ。このあと、ティリアに会うときに持っていけばいいかな？

「ユナさんのおかげで、食べ物部門で３位になりました」

　シアが学園祭の出し物の投票結果を教えてくれる。

　そういえば投票をしていたよね。

　３日目は国王に連れていかれたから、投票はできなかった。

「でも、何で俺たちが３位なんだ。絶対に１位だと思ったのに」

　マリクスは納得がいかないようだ。

「３位って、ダメなの？」

「そんなことはないですよ。食べ物のお店はたくさんありましたから、３位でも凄すごいですよ」

「でも、あれだけ売って３位ってないだろう」

「マリクス、しつこいですわよ。投票してくれたクラスメイトが言うには、不思議な食べ物で美味おいしかったけど、お腹が膨れなかったから、と投票しなかった人も多かったと聞いたではありませんか」

　カトレアがマリクスを諭す。

「でも、みんな、あんなに美味しそうに食べてくれたのによ」

「それには同意しますが、３位でも凄いことですよ」

「わかっているよ」

「あと、あの無効票が、僕たちの票になっていればもっと上位になれたかもしれないけど」

　ティモルの言葉に３人は微妙な顔になる。

「無効票？」

「はい。なんでも、店の番号を書かずに、クマって書いた票が多くあったみたいなんです。それで、ユナさんが作ってくれたクマの置物を見た人が書いたんじゃないかって話もあったんですが、どうも違うみたいなんですよ」

「まあ、あれは初日に集中していたらしいからな。流石さすがの俺でも違うと分かるぞ」

　マリクスはそう言って、わたしのほうを見る。

「噂うわさになっていましたからね」

　カトレアがわたしを見る。

「やっぱり、そうだよね」

　ティモルがわたしを見る。

「初日でクマだからね」

　シアもわたしのことを見る。

　それに釣られて、フィナたちもわたしに視線を向ける。

　シアの話によると、初日に「クマ」って書いた紙が大量に投票されていたらしい。だけど、２日目、３日目はクマと書かれた紙は数枚しかなかったそうだ。それで、調べてみると学園祭初日にクマの格好をした女の子が出没していたことが判明。そして、クマと書かれた投票紙はクマの女の子が現れた場所の近くの投票箱に入っていたという。

　実行委員会は「クマ」と書かれた票はクマの格好をした女の子に投票したと判断をして、シアたちのお店の票にはならなかったそうだ。

「クマの格好をしたユナさんの姿を見た人が投票したんだと思いますよ。もし、ユナさんが２日目も３日目もクマの格好をして学園祭に来ていたら、入賞したかもしれませんね」

　遠慮するよ。

　なんだろう。クマの姿でも、制服姿でも学園に近寄れなくなった。噂が消えるまで学園に近寄るのはやめよう。

　改めてマリクスたちからお礼を言われ、学園祭の話で盛り上がる。

　初日のクマのことやら、ティリアがお店を手伝ったことで、大変だったこと。マリクスは騎士とわたしの試合が見られなくて悔しかったことなど。

「ユナさん。今度、俺と試合をしてください」

「今度ね」

　面倒なので、適当に答えておく。




　それから学園祭の話から、お店を手伝ってくれた友達へのお礼の話になる。

「それで、どこの店にする？」

　なんでも、お店を手伝ってくれた友達やクラスメイトに食事をご馳走することになっているが、人数が増えて困っているという。

「思ったよりも人数が、増えましたわね」

「どこかに頼めるお店がないかな？」

　マリクスの問いにカトレアとティモルは困った表情を浮かべる。

「何人だっけ？」

「確か、16人よ」

「俺たちを合わせて、20人か。ちょっと多いな」

「まあ、手伝ってくれた人以外も呼んでいるからね」

　そんなにシアやマリクスのために友達が集まったんだね。わたしとは違う。元の世界のわたしじゃ、呼んでも一人も来ない。そもそも呼ぶ相手がいないから、比べること自体が間違っているんだけど。

「ユナさんたちも来ますか？」

「それって、学生が集まるんだよね」

「はい。リーネアも来ますよ」

　つまり、わたしのパンツを見た学生も来るかもしれないってことだ。

　昨日、一日引きこもって落ち着いたけど、パンツを見られたことは忘れない。

　それにクマの格好で行けば騒がれるだろうし、制服姿で行ってシアの友人の騎士見習いの女の子と顔を合わせれば、騒がれるのは目に見えている。

　だから、今回の誘いは丁重に断らせてもらう。

「友達同士で楽しむといいよ。それに、そろそろクリモニアに帰らないといけないしね」

　学園祭が終わったなら帰らないとね。クリフやティルミナさんとゲンツさんを心配させることになる。

　シアたちは残念そうにするが、今回は遠慮させてもらう。

「それだけの人数になれば絶対に騒ぐよな」

「食事も美味しくて、騒いでも問題がなくて、それなりに広いお店」

「広い店と美味しい店はなんとかなるとしても、騒ぐのは無理じゃない？」

「それじゃ、どうする？」

　確かに学生が20人も集まれば、うるさくなりそうだ。

　ここがクリモニアなら、わたしのお店を提供するんだけど。パーティー用の部屋もあるから少しぐらい騒いだりしても大丈夫だ。だからといってみんなをクリモニアに呼ぶわけにはいかない。

　でも、王都にも似たようなお店があることを思い出す。

「シア、いい場所があるよ」

「ユナさん、本当ですか？」

「うん。お客は誰もいないから迷惑にはならないし、食事は美味しいし、いい店だよ」

　味に関しては、王宮料理長のゼレフさんが監修していることもあって美味しい。まだ開店していないから、騒いでも他のお客さんの迷惑にはならない。

「そんなお店があるんですか？」

「でも、食事が美味しいのにお客がいないって変じゃないか？」

「それはお店が開店に向けての準備中だからだよ」

　わたしはエレローラさんが国王の指示でお店を作ってることを話す。問題があるとすれば、エレローラさんやゼレフさんの許可が必要なぐらいだ。

　そのあたりはエレローラさんに頼めば大丈夫だと思う。

「国王陛下の指示でお店を……」

「いや、流石さすがに無理だろう」

「それにそんなお店じゃ、お金が足りないよ」

　わたしのアイデアは学生組から却下される。確かにお金の問題があった。ここで、わたしがお金を出すのは話が違うような気がするし。

「そこはエレローラさんに相談すれば、なんとかなると思うよ」

「わたし？」

　ドアのほうから声がする。ドアのほうを見ると、エレローラさんが立っていた。

「お母様!?」

　エレローラさんの登場に学生組は椅子から立ち上がって、挨あい拶さつをする。

「お母様はどうして家に？　お仕事は？」

「いや、いつのまにか部屋の中にいたことのほうが驚きなんだけど」

「ちょっと忘れ物をして、取りに戻ったのよ。それで、シアの友達が来ているって聞いて、娘を驚かせようと思って、こっそりとね」

　これって、子供に嫌われる親の行動の１つだよね。

「ふふ、それでなんのお話をしていたのかしら？　わたしの名前が聞こえたけど」

「お母様にお話しすることでは」

「娘が反抗期に……」

　エレローラさんが、少し悲しそうな表情を浮かべて、チラッとシアを見る。

　うん、間違いなく演技だね。

「違います！　学園祭でお世話になった友達を集めて食事をするつもりなんですが、人数が多いから、どこでするか話し合っていただけです」

　そこで、わたしは「くまの憩いのレストラン」のことを説明していたことを話す。

「あら、いい考えね」

「お母様？」

「国王陛下の指示で作られているお店ですよね」

「そんなお店に僕たちが行くわけには」

「それにお金の問題も」

「ふふ、それは試食を兼ねれば大丈夫。ただし、料理の味の評価はしてもらうけどね」

　４人は悩んだ末、結局エレローラさんに頼むことにした。
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　エレローラさんは、シアたちと食事会の料理についての話を始める。

　マリクスたちと会う約束は果たしたので、わたしはティリアに会いに行くことにする。

「ノアたちはどうする？」

「わたしも、もう一度お礼をしたいです」

「お姫様に会うの？　わたしも会いたい」

　ノアの言葉にフィナも頷うなずき、シュリも行きたいと言う。

「お母様、仕事に戻らなくてもいいのですか？」

「少しぐらい大丈夫よ」

　忘れ物を取りに来たエレローラさんの心配をするノアを連れて、４人でお城に向かう。




　お城に到着すると、わたしは顔（クマ）パスで入れたが、フィナたちは一応確認のため市民カードを見せてから中に入る。

「今日はティリア様に会いたいんだけど、会えるかな？」

「はい、エレローラ様より、話は伺っています。クマ……、ユナ殿が来たら案内するように申しつかっています」

　エレローラさんが門番の兵士に伝えておいてくれたみたいだ。話がスムーズに進むから助かる。エレローラさんの細かな気遣いがありがたい。仕事をしていないように見えて、しっかり仕事をしている。

　でも、先ほどのことを思いだすと、仕事をサボっているようにしか見えないんだよね。

　兵士の一人に案内されティリアの部屋へ向かう。部屋の前に着くと兵士はドアをノックし、部屋の中にいるティリアに向かって、わたしが来たことを伝える。

「入っていいですよ」

　部屋の中からティリアの声が聞こえてくる。

　兵士はわたしに頭を下げると去っていく。ドアを開けて中に入ると、ティリアとフローラ姫が椅子に座っていた。

「くまさん！」

　先日に続き、フローラ姫に会うとは思わなかった。フローラ姫は椅子から降りるとわたしのところにやってくる。

「どうして、ここにフローラ姫が？」

「昨日エレローラから、今日ユナが来るって聞いたので、出かけるわけにも行かないから、部屋でフローラと遊んで待っていたんですよ」

　それは悪いことをしたかな？

「もしかして、出かける予定があった？」

「なにも予定はないから大丈夫ですよ」

　だったら、いいんだけど。ティリアの都合も聞かずに、来ちゃったからね。

「ティリア、この３日間ありがとうね。楽しかったよ」

　わたしの言葉にノアたちもお礼の言葉を続ける。

「ううん、わたしも楽しかったですよ。やっと噂のクマの女の子に会えました。もちろん、ノアたちに会えたのも嬉しかったですよ」

　ティリアの言葉にノアとフィナは恥ずかしそうにして、シュリは嬉しそうにする。

「だけど、一言言わせてもらいますね。あのときは本当に驚きました。いきなり、あのルトゥムと試合をするなんて。お父様は止めようとしないし、エレローラもユナが試合をすることを了承するし、あのときのわたしの気持ち、分かりますか？」

　ティリアは指をわたしの顔に突きつける。そんなことを言われても困る。あれは、あのおっさんがわたしの逆げき鱗りんに触れたのが悪い。

「もう、気が気じゃなかったです。どれだけ不安に思って試合を見ていたか、わかりますか？」

　そんなティリアの言葉にノアたちも同意するように頷いている。

「ユナに剣が向けられるたびに、何度止めようと思ったことか」

　かなり、心配をかけたようだ。

「なのにユナは騎士を倒し、あのルトゥムにまで勝ってしまう。自分の見ているものが信じられませんでしたよ」

　ティリアは同意を求めるようにノアたちを見る。

　３人はティリアの言葉に同意するように頷く。

　どうやら３人には心配をかけたみたいだ。

　それからシアと同じように、リーネアの伝言を聞かされた。




「それで、ティリアには学園祭でお世話になったお礼がしたいんだけど」

　わたしは話を変えるため、考えていなかったことを口にする。

「もう、お礼ならもらいましたよ」

　ティリアが目をベッドのほうに向ける。枕元には、学園祭１日目に渡したくまゆるとくまきゅうぬいぐるみが置いてある。

「でも、お願いしてもいいなら、ユナにお願いがあります。わたし、ユナの召喚獣のクマを見てみたいです」

「召喚獣？」

「ええ、だって、フローラやお母様が嬉しそうに可愛かったとか、柔らかかったとか、楽しそうに話すんですよ。それに、昨日もフローラが遊んだって言うし」

「くまさん？　あそんだよ」

「別にいいけど。召喚していいの？」

「おとなしいクマってことはお父様やお母様、フローラに聞いていますから大丈夫ですよ」

　ティリアの許可が出たので、クマさんパペットを前に出して、通常サイズのくまゆるとくまきゅうを召喚する。

「本当にクマです。触っても大丈夫ですか？」

　ティリアが尋ねるが、わたしが答える前にフローラ姫が「くまさん！」と叫んで、くまきゅうに抱きつく。

「大丈夫みたいですね」

　ティリアはフローラ姫の嬉しそうな様子を見ると、少し怖そうにしながらも、くまゆるに触れる。

「本当に柔らかい」

　一度触り、くまゆるがなにもしないことが分かると、フローラ姫同様に抱きつく。そこにシュリも一緒になって、くまきゅうを抱きしめる。

「ユナ。この子の背中に乗ってもいいですか？」

「いいけど。背中の上で暴れたりしないでね」

　わたしが許可するとティリアは「そんなことはしませんよ」と言って嬉しそうにくまゆるの背中に乗る。広い部屋だからできることだね。フローラ姫もくまきゅうの背中に乗り、姉妹揃って、部屋の中をぐるぐると回り始める。

　そこにシュリとノアも参加して、４人はくまゆるとくまきゅうと遊び始める。




　わたしはその間にもう一つの約束を片付けることにする。

「ティリア、国王に会えるかな？」

　くまゆるの背中で楽しそうにしているティリアに尋ねる。面倒だけど、国王に会って綿菓子を渡さないといけない。今日お城に来た目的の一つだ。

「お父様に？」

　今日はティリアに会いに行くとだけ伝えていたので、兵士が国王を呼びに行く様子はなかった。たぶん、エレローラさんが気を利かせてくれたんだと思う。

「綿菓子を持ってくる約束をしているんだけど、会えないようだったら、伝言をお願いできる？」

　綿菓子を渡さずにクリモニアに帰って、あとで文句を言われたら面倒だ。

「今度来たときにでも渡すって、伝えておいてもらえると助かるんだけど」

　渡すことができなくても、綿菓子を持ってきたアピールだけはしておく。

「う〜ん、ちょっと待って」

　ティリアは少し考えると、くまゆるから降りて、部屋の外に出る。そして、すぐに戻ってくる。

「今、来るようにお願いしましたから、しばらくしたら来ると思いますよ」

　つまり、国王を呼びつけたってこと？

　それって、わたしの名前で呼びつけたんじゃないよね。

「わたしから会いに行ってもいいけど」

「大丈夫ですよ。もし無理でしたら、他の者が伝えに来ますから」

　綿菓子を食べてもらうために国王を呼びつけるってどうなんだろう。一般的な常識でいったらアウトだよね。

　でも、しばらくすると本当に国王が部屋にやってきた。

「今日はティリアの部屋にいるのか」

「学園祭でティリアにはいろいろとお世話になったから、お礼を言いにね」

「でも、なんだ。この状況は」

　ティリアとフローラ姫とシュリとノアはくまゆるとくまきゅうに乗って遊んでいる。

　とてもじゃないけど、お姫様の部屋の状況じゃないよね。

「わたしがユナの召喚獣を見てみたいってお願いをしたの」

　ティリアはくまゆるの背中の上からフォローをしてくれる。国王はそんなティリアを見て諦める。そして、わたしのほうを見る。

「それでなんだ？　用があると聞いたんだが」

「先日、約束をした綿菓子を食べてもらおうと思ったんだけど、食べます？」

「ああ、あれか。それだけのことで呼んだのか？」

「そうだけど」

　どうやら、綿菓子のことまでは伝わっていなかったみたいだ。

　でも、国王は椅子に座ると「もらおう」と言う。

　わたしは綿菓子を作る準備をする。テーブルの上に綿菓子機とザラメを出す。すると、国王が綿菓子機を興味深そうに見る。

「これはなんだ？」

「お菓子を作る機械ですよ」

　わたしは国王の見ている前で綿菓子機のスイッチに触れる。そして、しばらくすると細い糸のようなものが出てくるので、棒にクルクルと巻きつける。

　あっというまに綿菓子が完成する。

「これはザラメだけで作ったのか」

「甘いから、飲み物と一緒に食べるといいよ」

　わたしはクマボックスからお茶を出してあげる。

「おまえのアイテム袋にはなんでも入っているな」

　そんな、どこかの猫型ロボットが持っているようなポケットじゃないんだから、なんでもは入っていない。入れた物しか入っていない。

「でも、おまえは本当に不思議なことを知っているな」

　国王は豪快に綿菓子にかぶりつく。

「甘いな」

「砂糖だから、甘いお菓子だよ」

「この溶ける食感が面白いな」

「おとうしゃま。わたしもたべたい」

　国王はフローラ姫に綿菓子を渡す。すると、フローラ姫は嬉しそうに食べ始める。

　とりあえず、これで約束を守ったから、あとで文句を言われることもないね。

「そういえばエレローラの奴はいないんだな」

「エレローラさんなら、仕事の資料を取りに家に戻っていましたよ」

　今は仕事を放り出して、シアと話し合っていることは黙っておくことにする。わたしがお店のことを話してしまった原因でもある。




　無事にティリアへのお礼と国王との約束を済ましたわたしは、お城を後をする。

「ユナ、今度からはわたしがいるときに来てくださいね」

　そんなことを言われても、お城に来るのは気が向いたときだから偶然に会えることを祈ろう。今までのことを考えると、偶然に頼ると一生会えない気もするけど。

「いつ来るか分からないから約束はできないよ」

「くまさん、またきてね」

「はい、来ますよ」

　わたしは約束をする。

「なにか、わたしとフローラに対しての対応が違いませんか？」

「ティリアは学園があるから、会えるか分からないけど、フローラ姫はいつもお城にいるから、必ず会えるでしょう」

「ユナ、酷ひどいです」

　こればかりは仕方ない。わたしがお城に行くのは気まぐれだ。でも、次回から、食べ物は用意してあげたほうがいいかな。




　その日の夜、エレローラさんが仕事から帰ってくると、また国王に叱られたって愚痴をこぼしていた。

「シアたちと少し話し合って、ゼレフに相談してから仕事に戻っただけなのに」

　今回はわたしにも責任はあるけど、大人なら優先順位ぐらいちゃんと決めないとダメだと思う。そのことを口にすると。

「そんなの娘のほうが大事に決まっているでしょう」

　エレローラさんらしい答えだ。迷わずに答えるエレローラさんは親の鑑かがみだ。でも、今回は命や将来がかかっている大事なことじゃないんだから、仕事を優先しようよと言いたくなる。

「それでユナちゃん。明日、帰るのよね」

「いつまでも王都にいるわけにはいかないですからね」

　ノアとフィナとシュリをいつまでも連れ回すわけにはいかないので、明日の朝、クリモニアに帰ることにした。

　クマの転移門を使えば、すぐにクリモニアに帰ることができるけど、すでに使うことができない包囲網が敷かれている。

「それじゃ、馬車を用意するから、王都の門まで送るわね」

「くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんと一緒です。シュリ、一緒に乗りますよ」

「うん！」

　この数日の間にノアとシュリはすっかり仲良しになっている。貴族と平民が仲良くする姿を見ると嬉しくなるね。

「明日の朝、マリクスたちも見送りに来るって言っていましたよ」

　とてもじゃないが、馬車も見送りもいらないとは言えない。それに、ノアとシュリもくまゆるとくまきゅうでの移動を楽しみにしている。

　そんなこともあって、クマの転移門は使えそうもない。今回は諦めて、くまゆるとくまきゅうに乗って、クリモニアに帰ることにする。

「フィナちゃん、シュリちゃん、２人ともいつでも来ていいからね」

「はい」

「うん」

「ノアはしっかりクリフの言うことを聞くのよ」

「分かってます」

「ユナちゃん。もし、この子がわがままなことをしたら、わたしに言ってね」

「お母様！」

　いろいろと別れの言葉をもらった後、その日の夕食は豪華なものが振る舞われた。
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　ユナさんがクリモニアに帰り、学園祭のことも徐々に落ち着いてきた。

　今日は学園は休みで、お店を手伝ってくれた友達やクラスメイトを誘って食事会をすることになっている。場所はエレローラ様の紹介で、今度新しくできるお店だ。

　場所はシアしか知らないため、学園の前に一度集まってから、みんなで移動することになっている。

「これで全員揃そろったな」

　全員、時間どおりに集まってくれた。これで出発できる。

「マリクス、楽しみにしているからな」

「俺は朝食を抜いてきたぞ」

　国王陛下の指示で作られているお店だ。不味まずいわけがない。

「ティリア様はあとで来るんだよな」

「場所は知っているみたいだから、あとで来るって」

　今、この場にいる者でお店の場所を知っているのはエレローラ様に教わったシアだ。前もってシアにどこにあるか、尋ねたけど、笑って誤魔化された。あれは、絶対になにかを隠している顔だ。

　シアの案内で俺たちはお店に向かう。みんな楽しみにしている。

　そして、お店に到着する。

「シア、ここなのか？」

　目的地の店の前に立つと、全員、お店の入り口にあるものに目を奪われる。

「うん」

　お店は大きく、立派な建物だった。だが、何よりも目を引くのが入り口にある２つのクマの置物だ。

　一方のクマの置物は巨大なスプーンを持ち、もう片方のクマは巨大なフォークを持っている。

「ああ、この店のことなら親から聞いたことがある」

「わたしも、クマの置物があるって」

　何人かは知っていたみたいだが、ティモルやカトレアは知らなかったみたいだ。

「シア、もしかして、この店って」

「うん、ユナさんが関わっているみたい」

「ユナさんが……」

　城の経営するお店に関わるって、もう、呆あきれるしかない。

　クマの格好をした不思議な女の子。俺よりも強く、騎士団長のルトゥム様よりも強く、シアが言うには国王陛下の知り合いだという一般人。本当にわけが分からない女の子だ。

「とにかく中に入りましょう」

　シアの言葉で俺たちはお店の中に入る。すると、料理人の格好をした女性が出迎えてくれる。

「お待ちしてました。学園の学生の皆さんですね」

「はい。騒がしくなると思いますが、よろしくお願いします」

「大丈夫ですよ。エレローラ様からお話は伺っています。それでは席のほうにどうぞ」

　高級感がある店内だ。だが、店内にもクマがある。どこまで、ユナさんは影響を及ぼしているんだ。

　みんな、店内をキョロキョロと見渡しながら、席に座る。

　テーブルの上にはすでに美味おいしそうなパンが並んでいる。

「他の料理もお運びしますね」

　女性は頭を下げると奥の部屋に下がる。すると、続々と料理が運ばれてくる。

　俺は１人立つと、みんなを見る。

「えっと、みんな。今回は急なお願いだったけど、お店を手伝ってくれてありがとう。みんなのおかげで食べ物部門で３位になることができた。お礼にお腹いっぱい食べてくれ！」

　コップを持って乾杯をして、料理を食べ始める。

　エレローラ様の言うとおり、料理は、どれも美味おいしい。

　みんなも美味しそうに料理を食べていく。

「マリクス、どれも美味しいぞ」

「お金は大丈夫なのか？」

「大丈夫だから、気にしないで食べてくれ」

　俺の言葉に安心したのか、みんなは遠慮をしないで食べ始める。

　エレローラ様に代金は必要ないと言われたが、手伝ってくれた友達には、自分たちでお礼をしたかったので、いくらかのお金は支払った。

　もっとも、俺たちが払ったお金で足りるとは思えないが、エレローラ様は受け取ってくれた。

　みんなは料理を食べながら学園祭の話で盛り上がる。

「今回の学園祭はいろいろなことがあったな」

「クマの賞品ゲット事件だろ」

「あれね」

「俺、見たぞ。クマの格好した女の子がナイフをたやすく的に当てていたぞ」

「わたしはすれ違っただけだけど、可愛いクマさんの格好だったよ」

「シアの知り合いなんだよね」

「うん、まあ。でも、彼女のことは話せないから」

　だよな。話したとしても、信じてもらえないだろう。それに、エレローラ様からも、ユナさんのことは話さないように言われている。

「綿菓子のお店は、かなり話題になっていたよ。不思議な食べ物だって」

「絶対に１位になると思ったんだけどな」

「お腹が膨れないのと、少し飽きやすいのが難点だな。せめて、違う味があれば１位を取れたかもしれないけどな」

　確かに、練習のとき何度も食べたけど、途中で飽きてくる。あれって味つけができるのかな？　できれば、来年は１位を取れるかもしれない。

　それから、学園祭でなにが一番面白かったとか、いろいろと話が盛り上がる。

「ルトゥム様と女の子の試合が凄すごかったな」

　俺も見たかったのに、こいつは偶然、その場に居合わせて、試合を見たという。

「あんなに可愛い女の子がルトゥム様の剣を捌さばき、躱かわし、最後は勝っちゃうなんて信じられなかったよ」

「分かるわ。あの流れるような動作は綺麗だった。あと、動くたびに左右に揺れる長い髪も綺麗だったよ」

　ユナさんの話にリーネアも入ってくる。確かにユナさんの髪は長いよな。

「女の子でも、あれだけ強くなれるって知って、やる気が出てきたよ」

　試合を見ていた者は感動しているようで、盛り上がっている。

　くそ、羨うらやましくなんてないぞ。今度、その人物と試合をしてもらう約束をしたんだ。試合を見るより、やるほうがいいに決まっている。

　その話題になっている試合をした女の子と、先ほど話していたクマの格好をしている女の子が同一人物と知る者は、俺たちぐらいなものだ。




　楽しく学園祭の話をしながら食事をしていると、ドアが開く音がする。ドアのほうに視線を向けると、ティリア様がいた。そこに、もう一人立っている人物がいる。

「お父様。何度も言ってますが、邪魔だけはしないでくださいよ」

「わかっている。店を視察したら帰る」

　ティリア様のお父様って、国王陛下じゃないか。どうして、ここに。

　それは俺だけが思っていることじゃない。ここにいる全員が思っている。そして、全員が俺とシアのほうを見る。

　シアは首を横に振る。もちろん、俺だって知らない。国王陛下が来ることを知っていたら、みんなに言っている。

　国王陛下がティリア様と一緒に俺たちのほうにやってくる。

　みんなに緊張が走る。

「そんなに気を張らなくてもよい。店の視察に来ただけだ」

「わたしをダシにして、仕事から逃げてきただけでしょう」

　ティリアが呆あきれたように国王陛下を見る。

「うるさい。国王の威厳がなくなるだろう。俺は近日中に開店する店の視察に来ただけだ」

　だからといって、今日来なくてもいいと思う。たぶん、ティリア様が言っていたとおり、仕事を抜け出すための口実なんだろう。

　だからといって、それを指摘する者は、誰もいない。いや、できるわけがない。

「それにしても、本当にエレローラの奴は、クマの置物を作ったんだな」

　国王陛下は店の中にあるクマの置物を見る。

「エレローラが作ったのですか？」

　ティリア様も同じようにクマの置物に視線を向ける。

「クリモニアのアイツのお店に同じようなクマがあるから作りたいと進言してきた。それで、許可を出した」

　アイツのお店って、それってユナさんのお店？

　そういえば、ユナさんはクリモニアの街でお店を出しているとシアから聞いたことがある。

　ユナさんのお店にも同じようなクマの置物があるのか。

　でも、これでハッキリとした。本当にこのお店はユナさんが関わっているんだ。

　実地訓練の護衛をしてもらった俺たちは、ある程度ユナさんのことを知っているが、それ以外の者は国王陛下が何を言っているのか意味が分からず、首を傾かしげている。




　それから、国王陛下は席に座り、料理をたのむ。

　ティリア様は諦めた表情をする。

「食べたら、帰ってくださいよ」

「分かっている。お前たちの邪魔はせぬ」

　俺たちは国王陛下と同じ場所で食事をすることになり、騒ぐこともできず、みんな静かに料理を食べることになった。それからは、国王陛下が気になって、料理の味は分からなかった。

　だが、救世主が現れる。

　シアの母親のエレローラ様がお店に現れたのだ。しかも国王陛下と言い争いをして連れだしてくれた。みんな尊敬の目でエレローラ様を見ていた。

「シアの母親って凄いな」

「エレローラ様って、カッコいいよね」

　シアは「そんなに凄くないからね」と言っていたけど。国王陛下にあれだけのことを言えて、連れだすことができるんだから凄い人だと思う。俺たちはエレローラ様の代わりにシアに感謝の言葉をかけた。

「それに若くて、綺麗だし」

　確かに、初めてエレローラ様を見たときはシアの姉かと思ったぐらいだ。




　そして、食事会も無事に？　終わり、料理を作った料理人から味の感想を聞かれたけど、国王陛下がいた間の料理の味は、曖あい昧まいにしか答えることができなかった。

　でも、美味しかったのは間違いない。

　最後にプリンが出てきたときは、みんな美味しそうに食べていた。

　これもユナさんが考えた料理なんだろうな。

　本当に不思議な人だ。
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　学園祭を楽しんだわたしたちは、王都の出口まで馬車で送ってもらい、その後はくまゆるとくまきゅうに乗ってクリモニアに戻ってきた。

　結局、ノアとシュリにクマの転移門のことを話すことはできなかった。

　フィナとシュリをティルミナさんとゲンツさんのところに、ノアをクリフのところに送り届ける。大事なお子さんをお返しして、仕事を完了する。

　学園祭も楽しかったけど、しばらくは王都に行くのは控えよう。人の噂も七十五日って言うけど、流石さすがに２カ月半は長いかな。

　どっちにしろ、しばらくは王都に行く予定もないので、クリモニアでのんびりと過ごすつもりだ。




　今日はエレローラさんからもらったクマの絵本の３巻を孤児院の子供たちのところに持っていく。

「クマのお姉ちゃん、ありがとう」

「ありがとう」

　幼年組の子供たちは嬉しそうに絵本を受け取る。前回と同じ３冊渡すと、仲良く読むように言う。

　それから院長先生と会話をしたあと、鳥小屋で働く子供たちの様子を見に行く。みんな、真面目に仕事をしている。わたしは仕事をしているティルミナさんとリズさんに鳥小屋の様子を尋ねる。

「みんな真面目にやっていますよ」

「最近は鳥も増えて、順調ね」

「ニーフさんが子供たちの面倒を見てくれるようになって本当に助かっています」

　ミリーラの町から来たニーフさんは元気な子供たちに囲まれながら、楽しそうに働いているらしい。たまに、叱しかっている姿も見るから、しっかり教育もしているみたいだ。

　いくら、ニーフさんが手伝ってくれるようになったといっても、３人で孤児院を運営するのは大変だと思う。

　そのことを尋ねると、お金のことや食べ物のことを考えずに済むようになったから楽ですよ、とリズさんは答える。

　元気な子供たちの相手をするのは、疲れると思うんだけど、そうでもないらしい。

　ティルミナさんとリズさんと話していると数人の子供が部屋の中に入ってくる。

「リズ先生、水を飲んでいいですか？」

「ちゃんと、汚れを落としてから飲むんですよ」

「は〜い」

　わたしは鳥の世話をする子供たちには、病気にならないように、手洗いやうがいを必ずするように言っている。

　それを守って、子供たちは手洗いなどもちゃんと行う。

　ティルミナさんが仕事をする事務室的な部屋には、働く子供たちがいつでも水分を補給できるように水飲み場と冷蔵庫を置いてある。

　子供たちは水を美味おいしそうに飲む。その額にはうっすらと汗が浮かんでいた。

　そういえば最近、暖かくなってきたような気がする。よく見れば鳥小屋で働く子供たちはみんな汗をかいている。わたしのクマさん装備には適切な温度調整の機能があるから、気づかなかったけど、そろそろ暑くなるのかな？




　孤児院を後にしたわたしはクマハウスに戻ると、クマの転移門を使って、レトベールさんからもらったラルーズの街の小さな家に転移する。

　この街に来るのは久しぶりの気もするけど、あれからそれほど時間は経っていないんだよね。

　家の外に出ると、初めて来たときと違って青空が見える。わたしは青空の下、レトベールさんのお店に向かって歩きだす。

　すれ違う人がチラチラとわたしのことを見ながら「くまさん？」「クマ？」と、いつもどおりの声と好奇な視線を向けてくる。

　クリモニアでは少なくなったけど、他の街に来ると、すれ違う全員から視線を向けられる。

　わたしはクマさんフードを深く被って、顔が見えないようにする。

　レトベールさんのお店に到着し中に入ると、男性従業員がわたしを見て驚きの表情を浮かべる。

「レトベールさんはいますか？　ユナが来たと伝えてもらえれば分かると思うんだけど」

　わたしが男性従業員にお願いすると「お待ちください」と言って、お店の奥の階段を上っていった。

　お店にはもう一人の店員とわたしが２人で残される。店員はわたしに視線を向けるが話しかけてはこない。

　わたしは、呼びにいった従業員が戻ってくるまで、軽く店内を歩く。

　骨董品や絵画が飾ってある。何か、面白いものはないかな。家に飾るインテリアがあってもいいかもしれない。でも、この手のもののよさはわたしには分からない。ノアじゃないけど、飾るならクマの置物を置いたほうがいいかもしれない。

「絵といえば」

　わたしは絵を見て、学園祭で描いてもらった絵を思いだす。帰ったら飾ろうかな。

　しばらく店内を歩いていると先ほどの従業員が戻ってくる。その後ろからレトベールさんが現れる。

「クマの嬢ちゃん、よく来たな。それでどうしたのじゃ？」

「新しい絵本ができたから、アルカに持ってきたよ」

　わたしはクマの絵本３巻をクマさんパペットから取り出す。

「おお、アルカも喜ぶ」

「それじゃ、渡しておいてください」

「いや、嬢ちゃんからアルカに渡してやってくれ。そのほうがアルカも喜ぶ」

　わたしは上の階にあるレトベールさんの住居に移動する。

　部屋の中に入ると、アルカと母親のセフルさんがいる。そのアルカの腕の中にはくまゆるのぬいぐるみが抱かれている。大切にされているようでよかった。くまきゅうはいないのかな？

「くまさん！」

　アルカはわたしに気づくと小さな足で駆け寄ってくる。

「こんにちは。新しい絵本を持ってきたよ」

　わたしはクマの口に咥くわえている絵本をアルカに渡す。アルカは嬉しそうに絵本を受け取ってくれる。

「ほら、アルカ。お礼を」

　母親のセフルさんが絵本を嬉しそうに見ているアルカに言う。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　アルカはソファーに飛び乗ると、絵本を広げる。くまゆるぬいぐるみはちゃんと膝の上にのっている。

　アルカの行動に、セフルさんが注意するが、絵本に夢中になって聞こえていない。セフルさんはわたしに謝罪すると「お茶の用意をしてきます」と言って、部屋から出ていく。

「すまないのう。アルカはお主が描いた絵本が気に入っているみたいで、続きを楽しみにしておったんじゃよ」

　嬉しいけど、恥ずかしいね。

「それでどうして、この街に？　何か用があったのか？」

「絵本を持ってきただけだよ」

「お主、もしかして絵本を届けるためだけに、この街まで来たのか？」

　レトベールさんは驚く。

　確かに絵本を渡すためだけに街に来たって言えば驚かれるか。クマの転移門があるから、気にもしなかった。

「王都からわざわざすまない」

　レトベールさんは頭を下げる。

　そして、セフルさんがお茶を持ってきてくれる。

「娘のためにありがとうね」

「何か、お礼をしたいが……」

「前に家をもらったから、十分だよ」

　その家のおかげでクマの転移門が設置できて、この街に楽に来られるようになった。絵本３冊とぬいぐるみだけでは、つり合わないぐらいだ。だから、お礼は必要ないと断る。

「じゃが、わざわざ、絵本を届けるために来たのじゃろう」

「そうだけど」

　クマの転移門のことを話すことはできないので、曖あい昧まいな返答になってしまう。

　レトベールさんは考え込む。レトベールさんが何を考えているか分からないけど、わたしはセフルさんが持ってきてくれた冷たいお茶を飲む。これは高級茶だね。うん、美味しい。

　最近、お城やクリフ、エレローラさんのところで出される高級なお茶を飲むようになって、味が分かるようになってきた。

「お主は王都に住んでいるんじゃったよな」

　ちょっと違うけど、王都のギルドマスターのサーニャさんと一緒にいたため、王都の住人だと思われているみたいだ。本当のことを言うとさらに面倒なことになりそうなので、黙っておく。

「お主、王都の商業ギルドのギルドマスターは知っているか？」

「お婆ちゃんだよね」

　一度だけ、土地を購入するときに会っている。

「それじゃ、もし何か、困ったことがあれば、ギルドマスターにわしの名前を出すといい。少しは便宜を図ってもらえるように伝えておく」

　エレローラさんや、グランさんなどのコネもあるけど、王都の商業ギルドではお世話になるってことがないんだよね。

　でも、先のことは分からないので、ありがたくお言葉に甘えることにする。コネは多くて困ることはない。

「それじゃ、なにか困ったことがあったら、使わせてもらうよ」

　わたしの言葉にレトベールさんは嬉しそうにする。

　そして、お茶を飲みながらレトベールさんと会話をしていると、絵本を読み終えたアルカがわたしのところにやってくる。

「くまさん。小さくなれるの？」

「絵本の中のくまさんだけね。本物はなれないよ」

　フローラ姫と同じ質問をしてくるので、本当のことを教えてあげる。大きくなったときに、恥ずかしい思いをするのは可哀想だからね。

　わたしの言葉を聞いたアルカは悲しそうにする。

　将来のことを考えたら、噓を教えることはできないから、仕方ない。

　でも、アルカはくまゆるやくまきゅうのことを知らないからフローラ姫よりは納得してくれたみたいだ。




　お茶を飲み終えたわたしはお礼を言って、レトベールさんとアルカと別れる。

　わたしがレトベールさんにもらった家に向かって歩いていると、後ろから声をかけられる。

「ユナか？」

　後ろを振り向くと、ルイミンの腕輪のときにお世話になった冒険者のミランダさんたちがいた。

「やっぱり、その後ろ姿はユナだったわね」

「ミランダ。誰が見てもユナだろう」

「そうね。あの可愛かわいらしい尻尾しっぽを見れば分かるわ」

　ミランダさんはパーティーメンバーから、呆あきれ顔で言われる。

　まあ、わたしの後ろ姿を当てても、凄すごくこともない。クマの格好をした人なんて他にいないからね。

「それで、どうしてこの街に？　もしかしてルイミンもいるの？」

「ルイミンはいないよ。わたしは、レトベールさんにちょっと会いにね」

　ミランダさんたちから、あのあとのことを尋ねられる。

　わたしはルイミンを無事にエルフの里に送り届け、別れたことを伝える。もちろん、エルフの村の神聖樹の話はしない。あれはエルフの問題だからね。

「そうか、ルイミンは無事にエルフの里に戻れたんだな。よかった」

「ちょっと、みんなで心配していたの」

「あの性格だからね」

　確かに、ルイミンの行動には不安があるので、否定はできない。

「ユナはこれから、どこかに行くのか？」

「帰るところだよ」

　わたしはどこへとは言わない。帰るにも宿に帰る、家に帰る、クリモニアに帰るといろいろある。

「そうなんだ。もし、ルイミンに会ったら、たまには顔を見せにきてって伝えておいて」

　ミランダさんたちと軽く会話をすると、クマの転移門を使って、クリモニアに戻る。

　そして、学園祭で描いてもらった絵を自分の部屋に飾る。

　みんなは楽しそうにしているが、わたしはクマさんフードを被って恥ずかしそうにしている。

　でも、いい絵だ。
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　王都から戻ってきたフィナとシュリは、仕事をしたり、勉強したり、孤児院の子供たちと遊んだりしている。ノアのほうも勉強をしたり、フィナと遊んでいる姿を見かける。

　わたしは新しいお菓子を作ったりして、フィナやノア、孤児院に持って行ったりして、日々を過ごす。

　そんなある日、わたし宛てに王都のシアからノアに手紙が届いたそうだ。そこにはわたし宛あてに、学生みんなで行ったお店の料理が美味おいしかったことなどの、改めてのお礼の言葉が書かれていた。

　でも、レストランでは途中で国王がやってきて、困ったともいう。あの人は何をしているかな。プリンのときもいきなりわたしの家に来たし、もう少し国王らしい行動をしてほしいものだ。でも、あんな国王だから、わたしもフローラ姫に気軽に会いに行ける。

　もし、威厳たっぷりで、堅苦しい国王だったら、気軽に会いに行ったりはしていなかったと思う。

　今回はシアたちの運が悪かったとして、諦めるしかない。




　今日は街の外にやってきている。

　先日、ノアの家に行ったときにノアが「お出かけしたいな」と口にしたので、今日はノアとフィナとシュリを連れて、街の外へピクニックに向かっている。もちろん、クリフの許可はもらっている。

「街の外は久しぶりです」

「勉強は頑張っている？」

「はい。それが王都に行くためのお父様との約束ですから。それに勉強をしないと、お母様になんて言われるか、わかりません」

　そんな真面目に勉強をしているノアを気遣って、街の近くの景色がいい丘に向かっている。もちろん、くまゆるとくまきゅうに乗って移動している。

　くまゆるとくまきゅうは坂を駆け上り、丘の上に辿たどり着く。

「このあたりにしようか」

　わたしはくまゆるから降りる。丘の上には涼しい風が吹いてくる。

「気持ちいいです」

　ノアはくまきゅうから降りると大きく息を吸う。シュリもフィナもノアの真似をして息を吸う。

「それじゃ、わたしはここにいるから、３人は遊んできていいよ」

　わたしが言うとフィナたちはくまゆるとくまきゅうに乗って、草原を駆け回る。わたしはそんな３人を見ながら、のんびりとする。

　平和っていいね。

　３人の楽しそうな顔を見ると来てよかったと思う。

　わたしは寝転がり、空を見る。青い空に白い雲が浮かんでいる。元の世界で、草むらの上で空を見上げたことはなかった。

　そして、耳からはフィナたちの楽しそうな声が聞こえてくる。わたしは目を閉じる。

　心地よい風が眠りを誘う。

　……………

　……

　ユサユサと体が揺れる。

「ユナ姉ちゃん」

「ユナさん」

「ユナお姉ちゃん」

「くぅ〜ん」

「くぅ〜ん」

「……なに？」

　目を開けるとくまゆるとくまきゅうを含む５人がわたしを見ていた。

「どうしたの？」

「ユナ姉ちゃん、お腹空いた」

「ユナさんが気持ちよさそうに寝ていたので、起こすか悩んだのですが、お腹が空きましたので」

　ノアが少し言いにくそうにする。

　空を見ると、太陽の位置が変わっている。どうやら、短い時間だけど、寝ていたらしい。

「それじゃ、お昼にしようか」

　わたしは起き上がるとシートを敷く。

　そして、今朝作ってきたおにぎりをクマボックスから取り出す。

　おにぎりの具材はミリーラの町のジェレーモさんに送ってもらった梅干しや、味つけした肉や魚を入れたりした。さらにタケノコやエルフの村で手に入れたキノコの炊き込みご飯でもおにぎりを作った。

　ちょっと多いけど、余ったらクマボックスに入れておけばいい。

　ちなみにおにぎりの形は普通の三角形だ。クマの形とかにはしてないよ。

「美味しそうです」

　わたしはフィナたちの手を水魔法で洗ってからシートの上に座らせる。

「そっちから、梅干し、肉、魚、炊き込みご飯だよ」

「わたし、この炊き込みご飯のおにぎりが好きです」

「わたし、お肉が入ったの」

「あの赤いすっぱいのは苦手です」

　それぞれ、好きなおにぎり、苦手なおにぎりを言い合いながら、手に取る。

　わたしは誰も手にしなかった梅干しのおにぎりを取って、食べる。

　うん、美味しい。

「それにしても暖かくなってきましたね」

　ノアはくまゆるに寄りかかる。そして、思いついたかのように口にする。

「ユナさんはそんな格好をしてて、暑くないのですか？」

　３人の視線がわたしの暑苦しそうなクマの着ぐるみに向けられる。わたしは軽く着ぐるみの服を摑んでみる。

「大丈夫だよ。涼しいぐらいだよ」

「そ、そうなんですか？」

　３人は驚きの表情を浮かべる。

　外見はモコモコして暑苦しい印象だ。夏場では絶対に着たくない格好のひとつだ。でも、見た目と違って心地よい温度が保たれている。耐熱耐寒完備は神様には本当に感謝だけど、普通にわたし自身に能力を与えてくれれば、こんな格好をしなくてもよかった。

　涼みたければ、クマの着ぐるみを着ろってことになる。今後暑くなってくれば、ますますクマの着ぐるみは手離せなくなる。涼しいのはありがたいけど、神様への感謝は微妙なところだ。

「くまゆるちゃんたちは暑くないんですか？」

　ノアが寄りかかっているくまゆるの毛を優しく触る。

「もし、くまゆるちゃんたちの毛を刈るようでしたら、そのときはわたしに毛をくれませんか？」

「わたしも欲しい〜」

　ノアの言葉にシュリも手を上げる。

　くまゆるとくまきゅうは小さく怯おびえたように「くぅ〜ん」と鳴くと、ノアから逃げるようにわたしとフィナの後ろに移動する。

「ノアに毛をむしられると思ったみたいだね」

「そ、そんなことしません。ただ、暑くて毛を切るようだったらの話です。くまゆるちゃんもくまきゅうちゃんもそんなに逃げないでください」

　逃げるくまきゅうに抱きつくノア。

　そもそも、くまゆるとくまきゅうもわたしと同様に耐寒、耐熱性能を持っているみたいだから、このぐらいの暑さなら大丈夫だ。それ以前にくまゆるとくまきゅうの毛って、切れるのかな？

　もし、すぐに毛が伸びるようだったら。くまゆるとくまきゅうの毛を使った布団とか作れそうだ。

「暑いといえば、みんなは川とかで泳いだりはしないの？」

　ラルーズの街のような大きな川ではないが、街の外には畑があり、近くには川も流れている。

「えっと、わたし泳いだことがないです」

　フィナはそう答え、最後に小さい声で「お母さんが病気だったので」と言う。シュリもないと答える。

　そうだったね。

　今のティルミナさんを見ていると、昔のことを忘れてしまうけど。ティルミナさんは病気で働ける状態ではなかった。父親もいなくて、フィナは家族を支えるために遊ぶこともせずに働いていたのだ。シュリも１人で遊びに行くこともなく、母親の側で世話をしていたと聞いている。

「わたしは何度か、川に行ったことはありますが、水遊びぐらいです」

　脳裏に、麦わら帽子を被って、白いワンピースに裸足で水遊びをするノアが浮かぶ。夏の風景に合っているね。

　でも、それじゃ３人とも泳いだことはないってことなのかな？　まあ、わたしも川で泳いだことなんてないけど。あるのは小学校の授業のプールぐらいだ。

「それじゃ、川じゃないけど、今度みんなで海に泳ぎに行こうか？」

「ほ、本当ですか!?」

　一番に反応をしたのはノアだった。

「うん。せっかく、近くに海があるんだしね」

　トンネルを抜ければ青い海が待っている。

　以前は海に行くのは大変だったが、誰かがトンネルを作ったから、今では簡単に行くことができる。

「海で泳いだことはありませんから、行ってみたいです」

「フィナたちも行くでしょう？」

「でも、わたし、泳げないです」

「わたしも」

　それを言ったら、わたしも泳げるかどうか分からない。なにぶん、最後に泳いだのは小学生のときだ。体が覚えているかな？

「まあ、泳げなくても、波打ち際で遊ぶこともできるよ。それに海は冷たくて気持ちいいよ」

　最後に「たぶん」と心の中で付け足す。

　だって、夏の海なんて行ったことがない。

「そういえば、川や海に入るときに着る服ってあるの？」

「えっと……薄着みたいな服のことですか？」

　川に行ったことがほとんどないフィナは分からないみたいだ。

　ノアに聞いても、川で水遊びぐらいしかしたことがないみたいで詳しくはなかった。

「う〜ん、とりあえず水に入る服があって、それを着て海で泳いだりするんだよ」

「わたし、そんな服は持っていないです。どこかで買えるんですか？」

「この街じゃ売っていないかもね」

　泳ぐ場所がなければ、水着は必要はない。川はあるけど、水着を着てまで泳がないみたいだ。

「まあ、なければシェリーに作ってもらえばいいよ」

　シェリーは孤児院の女の子で、裁縫が得意な子だ。クマのお店の服を作ったときに仕事を認められ、裁縫屋さんで働くようになった。クマのぬいぐるみを作ってくれたのもシェリーだ。

　でも、そうなるとシェリーの予定も聞かないといけない。本格的に暑くなる前に頼んだほうがいいね。

「あと、行くならティルミナさんやクリフの許可をもらわないとダメだね」

「お父様にお願いします」

「わたしも、お母さんとお父さんに」

「わたしも〜」

　３人とも嬉しそうにする。

　わたしは海に行く計画を考えることにする。
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　ピクニックから帰ってきたわたしは、海に行く計画を考える。

　まずメンバーだ。フィナやノア、シュリは連れていく。

　それからミリーラの町に行くなら、アンズたちミリーラ組も忘れたらいけない。みんなも久しぶりにミリーラの町に帰りたいだろうし。

　モリンさん、カリンさん、ネリンの３人も日頃のお礼を兼ねて連れていきたい。社員旅行だ。

　そして、忘れてはいけないのは孤児院の子供たち。孤児院の子供たちに海を見せてあげようと思って、ミリーラの町には大きなクマハウスを作った。

　でも、孤児院の子供たちを連れていくには問題がある。お店のほうは休みにすればいいけど、コケッコウの世話をどうするか考えないといけない。コケッコウは生き物だ。世話をしなければ、大変なことになる。

　あと、フィナたちにも話したけど、海に行くんだから、水着は必要になる。

　全員分を用意しないといけないことを考えると、もしかして結構、大変？




　昼が過ぎるのを待ち、海の件を相談するためにティルミナさんの家に行く。この時間なら、卵の仕事も終わり家に帰っているはずだ。

　フィナとシュリはいなかったけど、ティルミナさんは家にいた。

「昨日、フィナたちから聞いたけど、本当だったの？」

「本当ですよ。それで、その相談に来たんです」

「相談？」

　ティルミナさんは何を言いだすのかしら的な表情をする。

　そんな、人が毎回、面倒事を持ってきているかのような目で見ないでほしい。

　わたしはモリンさんたちやアンズたち、それから孤児院の子供たちを一緒に連れていきたい旨を話す。

　その話を聞いたティルミナさんは呆あきれ顔になる。

「全員って、本気なの？」

「どうせなら、社員旅行にでもしようかと思って」

「社員旅行？」

　ティルミナさんは意味が分からないみたいで首を傾かしげる。

　この世界には社員旅行って概念がないのかもしれない。

「日頃の感謝の気持ちと、たまには仕事のことを忘れて遊んでもらうための旅行ですよ」

　あと、親睦を図ったり疲れをとったりするらしい。

「わたしたちは働かせてもらって、しかも人並み以上のお給金ももらっているのよ。わたしたちがユナちゃんに感謝をすることがあっても、ユナちゃんがわたしたちに感謝するのはおかしいわ」

「そんなことはないですよ。ティルミナさんたちがいなかったら、お店の経営はできなかったし、お店で働いてくれるモリンさんたちにも、コケッコウのお世話をしてくれている子供たちにも感謝してますよ」

　これはわたしの本当の気持ちだ。

　みんなのおかげで美味おいしいものが食べられる。

「本当に、ユナちゃんは変わっているわね。分かったわ。詳しい話を聞かせてちょうだい」

　わたしは考えてきたことをティルミナさんに説明する。




「お店を休みにして、みんなで海にね。お店を休みにすることはできるけど、コケッコウの世話が問題ね。コケッコウは毎日卵を産むし、商業ギルドに毎日卸すという契約もあるし」

　ティルミナさんは即座に問題点を挙げる。それはわたしも気になっていたところだ。

「それで相談なんですが、商業ギルドで人を借りられないかな？」

「商業ギルド？」

「旅行に行っている間だけ、コケッコウのお世話をしてくれる人を雇えないかなと思って」

　わたしの言葉に考え込む。

「どうせ、卵は商業ギルドに卸すんだし、そのあたりの仕事は商業ギルドに任せれば一石二鳥でしょう。産まれた卵は全て商業ギルドに引き取ってもらえれば、無駄にもならないし」

「ユナちゃんはどのくらいの日数を考えているの？」

「まだ、決めていないけど、７日間ぐらい？」

　多少は前後するかもしれなけど、そこまでは決めていない。

「そうね。簡単な掃除と餌やりに卵の確保なら大丈夫かしら？」

「でも、少しはお世話のやり方を教えないといけないかな？」

「それなら大丈夫だと思うわよ。いつも卵を取りに来るギルドの人がいるけど、わたしたちの仕事を見ているし、何度か手伝ってくれたこともあるから」

「そうなの？」

「面白半分だけどね。あと、その人が休みのときは代わりの人が来たりしているし。だから、その人たちに頼めば、なんとかなると思う」

　おお、なんとかなりそうだ。

「それじゃ、ミレーヌさんに確認を取るわね」

「お願いします。手伝いにかかる費用は気にしないでください。特別手当を出すとか言ってください」

　ここでケチって断られたら困る。

「それでいつ行くの？」

「他にも準備することがあるし。行くのは、もう少し暖かくなってからを考えているけど」

　全員分の水着の用意もしないといけない。何よりも、もう少し暑くならないと、海に行く意味がない。

「その辺りもミレーヌさんに相談をしないといけないわね」

　コケッコウのお世話はどうにかなりそうだ。孤児院の子供たちを全員一緒に連れていけそうだ。

　わたしが安心していると、ティルミナさんが次の質問をしてくる。

「ユナちゃん、ミリーラに行く移動手段と泊まる場所はどうするの？　それだけの人数になると大変よ」

　ああ、確かに移動のことは考えていなかった。馬車だと何台必要になるかな？

　それとも、前に盗賊を捕らえたときみたいに、土魔法で馬車を作って、クマゴーレムで運ぶという手もあるけど。乗り心地ってどうなんだろう？

　あのときは何も考えずに作ったし、わたしも乗ったわけではないので、分からない。

　これは作って、乗ってみないと分からないよね。

「移動方法はわたしがなんとかしますね。それと、泊まる場所はミリーラの町にあるわたしの家で泊まれますよ」

　そのために大きいクマハウスを建てた。全員、泊まれるはずだ。

「泊まれるって、どれだけ大きいの？」

「それは、フィナとシュリに聞いてもらえれば」

　フィナとシュリは一度、ミリーラのクマハウスに泊まっている。

「分かったわ。それじゃ、日程が決まったら教えてね。ミレーヌさんに確認だけはしておくから」

　わたしはティルミナさんにお願いして、家を後にする。




　ティルミナさんの家を出たわたしは早めの夕食を食べるため、アンズのお店に向かう。

　お店は夕食にはまだ早いこともあって、お客さんはいない。注文するのは海鮮丼。イカやタコも入っている。

　お客さんがいなかったので、わたしは海鮮丼を運んできたセーノさんにアンズを呼んでもらい、水着について尋ねることにする。

「海で泳ぐ格好ですか？」

「うん、どんな格好で泳ぐのかなと思って」

「どんな格好って言われても、シャツみたいな服かな？　すぐに乾くし」

　透けないのかなと心配したら、胸にはサラシのようなものを巻くみたいだ。

「どうして、そんなことを聞くんですか？」

「今度、みんなでミリーラの町に行こうと思ってね。もちろん、アンズたちも一緒に行く予定になっているからね」

「わたしたちも？」

　わたしの発言にアンズたちは驚く。

「うん、デーガさんも心配しているだろうし、久しぶりに町に戻ったらどうかな？　まだ、こっちに来てから一度も帰っていないでしょう」

　もちろん、嫌な思い出がある人もいるだろうから、無理強いはしない。

「ミリーラの町に帰れるのは嬉しいですが、お店はどうするんですか？」

「休みにするよ」

　なにを当たり前のことを。

「それじゃ、売り上げが」

「気にしないでいいよ。休んだからといって、その分のお給金を減らしたりしないし」

「そんな心配じゃなくて。今でも十分なお給金はもらっているし」

　ティルミナさんの話では売り上げも上々だと聞いている。黒字なのもアンズたちが頑張ってくれているおかげだ。数日程度休んでも問題はない。

「住んでいる場所もタダだし。休みもあるし、お店も自由にさせてもらっているし。なのに町に帰るのに、お給金なんてもらえないよ」

　有給休暇だよ。といっても伝わらないんだろうな。

「アンズたちには子供たちの面倒や町の案内をしてもらうから、それが仕事だと思ってくれればいいよ」

　孤児院の子供たちだけでかなりの人数になる。院長先生やリズさんだけで面倒を見るのは大変だ。孤児院で働いているニーフさんもいるけど、人数は多いほうがいい。子供たちの行動は未知数だ。

「詳しいことはティルミナさんから話があると思うから、準備だけはしておいてね」

　海鮮丼を食べ終わり、お店を出る。




　そして、その日の夜、元の世界の水着を思い出しながら、イラストを数点描く。
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　シェリーに水着をお願いするつもりなので、昨日の夜からシェリーに見せる水着のイラストを漫画やアニメ、ゲーム、テレビで見た水着を思い出しながら描いている。

　スクール水着から、ビキニ、ワンピースといろいろと描く。

　ワンピースはフィナに似合いそうだ。スクール水着はシュリとか？

　実際に水着を買いに行ったことも、海や小学校のプール以外に行ったこともないから、水着には詳しくない。

　ちなみに描きあがった水着にエロい水着は一つもない。子供たちが着るものだし、可愛かわいい系の水着が多い。そもそも自分が着たくない水着は描かない。エロい水着を好んで着そうなのは、アトラさんぐらいだ。

　う〜ん、いろいろと描いたけど、フィナたちの意見も聞きたいところだ。勝手に作って、嫌と言われても困るし、好みもある。それにシェリーが全ての水着を作れるか分からない。

　これはフィナたちの意見を聞きつつ、一度シェリーに確認したほうがいいかな？

　ちなみに男の子の水着も描いたが、こちらはバリエーションが少ない。だって、パンツだけなんだもん。それにわたしは女の子だし、真面目に男の子のパンツを描くのには少し抵抗がある。だから、どうしてもシンプルなデザインになってしまう。




　水着のイラストを描き終えたわたしはフィナとノアの家をそれぞれ訪ね、明日、わたしの家に来られるようだったら、来てくれるようにお願いする。

　フィナとシュリは「はい、大丈夫だと思います」「いくよ」と言ってくれ、ノアは「絶対に行きます」と言ってくれた。

　最後にシェリーにもお願いするため、シェリーが働いているテモカさんの裁縫屋さんに向かう。




　お店の中に入ると、ナールさんがわたしに気づく。

　ナールさんはシェリーがお世話になっているテモカさんの奥さんだ。

「ユナちゃん、いらっしゃい。今日も可愛い格好ね。今度、うちでも作ってみようかしら」

　冗談を言いながら、挨あい拶さつをしてくれる。

「もし作ったら、お店を壊しますよ」

　街の中にわたしと同じ格好をした人が大量に現れたら、トラウマものだ。なので、作らせないように、強めに言う。

「ユナちゃんに言われると、本当に壊されそうね。それなら、諦めるしかないわね」

　本気で作る気はないと思うけど、冗談で作られても困る。

「それで、今日はどうしたの？　ぬいぐるみを取りにきたの？」

　くまゆるとくまきゅうのぬいぐるみは人気があり、欲しがる人が多い。なので、ぬいぐるみはシェリーに時間があるときに作ってもらっている。

「今日はぬいぐるみとは別件でシェリーに頼みたいことがあるんだけど、しばらくシェリーって借りることはできます？」

「大丈夫だと思うけど、テモカに確認してくるわね」

　ナールさんは奥の部屋に行くと、すぐにシェリーとテモカさんを連れて戻ってきた。

「ユナお姉ちゃん、ぬいぐるみ？」

「違うよ。今日は別の用事で来たんだよ。テモカさん、シェリーをしばらく借りることはできますか？」

　テモカさんはシェリーに仕事をいろいろと教えてくれている人だ。シェリーも仕事を覚えるために勉強をしている。その時間をもらうことになる。

「別に構わないよ。それで、今度はシェリーに何を作らせるんだい？」

　テモカさんは興味を持ったみたいだ。

「ちょっと、今度、ミリーラの町に行くことになったので、シェリーに海で泳ぐ服？　水着を作ってもらおうと思って」

「そういえば、ミリーラの町に繫つながるトンネルが見つかったらしいね」

「それで、孤児院の子供たちを連れていってあげようと思って」

「そんなことなら、もちろんいいよ。シェリーを好きなだけ、使っておくれ。いい勉強になる」

「ありがとう。それで、ミリーラの町に行くとき、シェリーも連れていきたいんだけど、仕事を休んでも大丈夫？」

「もちろん、孤児院の子供たちが行くのに、シェリーだけ仕事じゃ可哀想だからね」

　テモカさんは快諾してくれた。

「えっと、ユナお姉ちゃん。本当にミリーラの町に行くの？」

「その予定だよ。でも、みんなにはまだ内緒だよ。ティルミナさんが、みんなが行けるように調整をしてくれることになっているけど、まだどうなるか分からないからね」

「うん、分かった」

　行くのはわたしの中では決定事項だけど、コケッコウのお世話次第では、前半と後半に分けて、行くことになるかもしれない。なるべくだったら、仲良しの友達もいるだろうし、みんな一緒に連れていってあげたい。

「それじゃ、明日からしばらくシェリーをお借りしますね」

「ちゃんと返してね。シェリーはわたしの大事な娘なんだから」

　ナールさんはシェリーに抱きつく。

「ナールさん!?」

「ふふ、娘みたいな子って意味よ」

　シェリーは恥ずかしそうにしていたが、どこか嬉しそうだった。

　シェリーにも明日、家に来てくれるよう約束をして、お店を出る。

　ついでにでき上がっているくまゆるとくまきゅうぬいぐるみを引き取った。クマボックスにくまゆるとくまきゅうぬいぐるみが増えた。
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　翌日、シェリーがクマハウスにやってくる。

「いらっしゃい」

　少し緊張した感じで、クマハウスの中に入るシェリー。

「フィナちゃんにシュリちゃん、それにノアール様？」

　シェリーは部屋の中に３人がいることに驚く。３人は先ほど来たばかりだ。

「３人にはシェリーに作ってもらう水着を選んでもらうために呼んだんだよ」

　４人揃そろったので、わたしは描いた水着のイラストを見せる。

　４人はテーブルに広がったイラストが描かれた紙を手にする。

「これは下着ですか？」

「違うよ。水に入るための服だよ」

　まあ、ビキニは下着にしか見えないよね。

「どうしてわたしたちが描かれているんですか？」

　テーブルの上にはフィナやシュリ、ノアをモデルにした水着のイラストが描かれている。

　水着を着るのは孤児院にいる子供だ。だから、フィナたちをモデルにして水着を描いてみた。水着だけよりもモデルが着ていたほうがイメージがしやすいだろうし、水着のイラストも描きやすい。

「フィナたちがイメージがしやすいと思ったからだよ」

　ちなみに後ろ姿も描いてある。描くのは面倒だったけど、もっとイメージがしやすくなるし、シェリーも作りやすいと思う。




　水着のイラストにはスクール水着から、ビキニ、ワンピースといろいろなデザインがある。小さなリボンをつけたり、フリルをつけたりと、いろいろなバージョンを描き分けてある。細かい部分でも好みは分かれると思う。あと、色を変えるだけでも、その水着のイメージは変わる。

「自分が描かれていると、少し恥ずかしいです」

「ユナ姉ちゃん。これをきておよぐの？」

「泳ぎやすいからね。普通の服を着たまま泳ぐと危ないし、溺おぼれる原因にもなるからね」

　まあ、アンズに聞けばサラシを巻いて泳ぐらしいから、それほど変わらないはず。

「でも、このヒラヒラしたスカート短くありませんか？」

　フィナは自分が描かれている水着を見ながら恥ずかしそうにする。

「それは、飾り？　可愛くするためだよ。取っても大丈夫だよ」

　わたしは普通のフリルがないビキニやワンピースのイラストを見せる。

「どれも恥ずかしいです」

　恥ずかしがっても、泳ぐなら水着を着ないとダメだ。

「フィナ、それではこちらはどうですか？　恥ずかしくないと思いますよ」

「お姉ちゃんはこっちがいいよ」

　恥ずかしそうにするフィナにノアとシュリが自分が選んだ水着のイラストを見せる。

「こっちより、こっちかな？」

「こっちもいいよ」

「これは可愛いかな」

　フィナはノアとシュリの会話に頷うなずいたり、否定をしたりしている。３人とも楽しそうに選んでいる。

　でも、もう一人の女の子は真剣な目でイラストを見ている。
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「この水着はこの色が、これを作るのは難しいかな。こっちはシンプルで簡単に作れそうだけど」

　シェリーは水着を作ることを考えている。

「やっぱり、服や裁縫をするには絵も上手く描けないとダメですね」

「そうなんですか？」

　シェリーの独り言にフィナが尋ねる。

「うん。服を作るときは初めに絵を描くんです。それをお客様に見てもらってから、洋服を作るんです」

「確かに。新しい服を作るときに、見せてもらったことがあります」

　２人の会話を聞いていたノアが頷く。流石さすが、お嬢様のノアだ。服もオーダーメイドみたいだ。




「そういえば、ユナさん。クマの格好した水着はないんですか？」

　水着のイラストを見ていたノアがそんなことを言いだす。一瞬、ノアの言っていることが分からなかった。

「……クマ？」

「はい。ユナさんなら、クマの形をした水着があると思ったんですが」

　水着にクマって、そんなの元の世界でも聞いたことないよ。

「わたし、着てみたい！」

　ノアが変なことを言うから、シュリまでが変なことを言いだす。

「そんなのないよ」

　あっても作らないよ。

「でも、クマさんの尻尾をつければ」

　いやいや、尻尾しっぽをつければクマになるってわけじゃないよ。

　クマなら、せめて足と手と耳は欲しい。頭は帽子とか？

　話していると、なんとなくクマの水着のイメージが頭に浮かんでくる。そして、ペンを持つとついクマの水着のイラストを描いてしまった。

　描き終わったイラストには、クマの手に足、頭にはクマの顔をした水着帽がある。後ろ姿のお尻にはクマの丸い尻尾がついている。

　最近、クマをイメージしやすくなっている自分がいる。

「かわいい！」

「くまさんだ」

　ノアとシュリの反応で、わたしは我に返り、描いたクマの水着のイラストを丸めてゴミ箱に捨てる。

「あ[image: ]、なんで捨てるんですか！」

「かわいかったのに」

　ノアとシュリがゴミ箱を見つめる。

「水着じゃないから」

「もったいないです」

　そもそも、クマの水着なんて作るつもりはない。

「ほら、クマの水着のことは忘れて、早く選んで」

「うぅ、分かりました」

　ノアとシュリは水着選びに戻る。




　水着選びはフィナたちに任せることにして、わたしは作れるかどうかをシェリーに尋ねる。

　シェリーは真剣にイラストを見ている。

「ちゃんと描かれていますから、作れると思います」

　よかった。わたしは次に大切なことを尋ねる。次が難しいようなら水着は作れない。

「それで水着を作る布地なんだけど。水に濡れても透けたり、破けたりしないで、乾きやすくて、少し伸縮性がある布で作ってほしいんだけど、そんな布ある？」

　わたしの要望にシェリーは考えこむ。

　まず透けたらアウトだ。破けてもアウト。乾かしやすいといい。そして、ある程度、伸縮性があれば、若干のサイズのズレがあっても困らない。

「ちょっと、テモカさんに聞いてみないと分からないです。あったとしても高いと思います」

　値段は気にしない。

　でも、布か、そういえば、わたしは布を持っていたことを思い出す。

「これって使える？」

　わたしはクマボックスから、布を出す。

　シェリーはわたしが出した布を手にする。布を触るシェリーの表情が徐々に変わっていく。

「な、なんですか。この高級な布地は!?」

　シェリーは布地を気持ちよさそうに触る。

　前にシアたちの学園の実習訓練で、村まで行くシアたち学生の護衛の仕事をしたことがある。そのときに村の近くに黒虎ブラックタイガーが現れ討伐したことがあった。

　この布は黒虎ブラックタイガーを討伐したお礼として、その村の村長からもらったものだ。

　巨大な蚕の化け物を見たときはトラウマものだったけど、見た目と違って、その蚕で作られた布は高級品として高い値で取引されているとシアが言っていた。

「うちの店にあるどの布よりも、肌触りがいいです」

「前に仕事をしたときに手に入れたんだけど、どうかな？」

「ちょっと、水に濡らしてもいいですか？」

　もちろん、構わないので、わたしは水が入ったコップを持ってきてあげる。

　シェリーはお礼を言うと、布に水を垂らして確認する。布は水を弾く。

　さらにシェリーは布の厚みや強度、光に照らして透けていないか確認する。

　その目は真剣だ。もう、立派な職人の顔だね。

「強度も強いし、水にも強い。この布なら大丈夫です」

　わたしは持っている布や糸を全部シェリーに渡す。

「こんなに？」

「孤児院の子供たち全員分に、フィナ、シュリ、ノア、アンズさんたちに、モリンさんたちの分もあるからね」

「そんなに」

「まだ、先の話だけど、無理なら言ってね」

　テモカさんに手伝ってもらう方法もある。

「いえ、やります。やらせてください」

　シェリーは力強く返事をする。

　そして、フィナたちと一緒にテーブルの上に散らばるイラストを見る。

　もう、やる気でいる。心強いね。




　それから、水着選びだけをするわけにはいかない。

「３人とも、あとでシェリーに体のサイズを測ってもらうからね」

「サイズですか？」

　フィナが尋ねてくる。

「ノアやシェリーは分かると思うけど。服を作るときには体のサイズが必要なの。特に水着はサイズが違うと大変なことになるからね。隣の部屋で測ってもらうといいよ」

　ある程度の調整はできるが、大人の服を子供が着れないのと同じように、子供の服を大人が着ることはできない。同じ年齢でも体の大きさは異なる。

「それじゃ、先に測りましょう。シェリー、わたしのサイズを測ってください」

「は、はい、分かりました」

　ノアがシェリーを連れて隣の部屋に入っていく。

　そして、すぐにノアが出てきて、シュリが行き、最後にフィナが部屋に入っていく。

「みんなで海に行くのが楽しみです」

「うん、早く行きたい」

「もう少し、暖かくなってからだよ」

　ノアとシュリは楽しそうにイラストを見ている。しばらくすると、サイズを測り終えたフィナが部屋から出てくる。するとフィナが予想外のことを口にする。

「次はユナお姉ちゃんだそうです」

「わたし？　わたしはいいよ。泳がないから」

「「「「えっ……」」」」

　ドアから顔を出しているシェリーを含む４人が驚きの表情になる。

　わたし、そんな変なことを言った？

「ユナさん、着ないんですか？」

「ユナ姉ちゃん、着ないの？」

「泳ぐ予定はないからね」

「ダメです。言いだしたユナさんが着なかったら、誰も着ないです」

「ユナお姉ちゃんが着ないなら、わたしも」

　フィナまでそんなことを言いだす。

「だって、泳がないし」

「それじゃ、わたしも」

「ユナさんが泳がなくちゃ、みんな泳ぎませんよ」

　そうかな。海を目の前にしたら、みんな、服のまま海に向かって走りだしそうなイメージがある。

「とにかく、ユナさんも着ないとダメです」

「うん、きないとダメ」

　にじり寄ってくるノアとシュリ。わたしは椅子から立ち上がり、ゆっくりと後ずさる。でも、後ろから誰かに摑つかまれる。

「フィナ？」

　わたしを後ろからフィナが摑んでいる。

　いつのまに！

「ユナお姉ちゃん、ごめんなさい」

　謝らないでいいから、離してくれない？

　もちろん、力ずくで振りほどくことはできるけど、そんなことをするわけにはいかない。

「ユナさん、諦めてください」

「ユナ姉ちゃん」

　わたしが動けないところにシェリーが近寄ってくる。

「ユナお姉ちゃん。サイズを測りますから、服を脱いでください」

　どこからともなく出したロールメジャーをバシッと引っ張りながら、シェリーがゆっくりとにじり寄ってくる。

「えっと、話し合おうよ。話し合おうね。話せば分かるよ。無理やりはよくないよ。ねっ」

　わたしの言葉が聞こえているはずなのに、シェリーはゆっくりと近づいてくる。

「ユナお姉ちゃん。体のサイズが分からないと水着が作れません」

「ユナさん。諦めてください」

　前からノアにも抱き締められる。

「分かったから、離して」

　わたしは諦めて、両手を上げる。

　体のサイズを測られるのは嫌だけど、水着を作ったとしても理由をつけて着なければいいだけだ。シェリーには悪いけど……。

「本当に逃げちゃダメですからね」

　わたしの言葉を信じてノアは離してくれる。それを見たフィナも離れる。

　摑んでいた３人が離れた瞬間、駆けだす……ような真似はしない。したいけど。

　まあ、サイズを測られても他人に知られなければいいことだ。

　わたしは諦めて、隣の部屋に向かう。

　でも、そのあとをノア、シュリ、フィナ、シェリーがついてくる。シェリーは分かるけど、どうして３人まで？

「えっと、どうして、ついてくるのかな？」

「ユナさんが逃げるかもしれませんから、見張っています」

「みはる」

　ノアとシュリ。

　フィナまでが頷うなずいている。

「逃げたりしないよ」

　逃げるなら、振りほどいている。

「念のためです」

「恥ずかしいから」

「どうしてですか？　女の子同士です。恥ずかしいことはないと思います」

　まあ、そうなんだけど。いるのは年下の女の子だけだ。

　普通に考えれば問題はない。体育で着替えたり、プールで着替えたりするようなものだ。

　でも、サイズを知られるのは年上として、今後の沽こ券けんに関わる。

　もし、もしだよ。神に誓ってありえないけど。あるサイズが誰かよりも小さかったら、生きていけなくなるよ。

　孤児院の子供たちのサイズも測ることになっている。孤児院の中には年下でも発育がいい子もいる。

　それと比べられでもしたら……。

「えっと、ユナお姉ちゃん。信用問題になるので、誰にも言いませんので」

　シェリーが何かを感じ取ったのか、わたしのある部分を見ながら答える。

　どこを見ているのかな？

「サイズを測るのはシェリーだけ。そして、シェリーはそのことを超機密情報として、ナールさんたちにも教えないこと。じゃないと、拒否するよ」

「はい。守ります！」

「え[image: ]」

「え[image: ]、じゃないよ。人の体のサイズを知っても仕方ないでしょう」

「将来、ユナさんみたいになるのを目指しているのに」

　ノアが馬鹿なこと言いだす。

「ノアは姉がいるんだから、シアを目標にすればいいでしょう。とにかく、却下だよ。どうしてもって言うなら、力ずくで抵抗するよ」

「もしかして、暴力を振るうんですか？」

「違うよ」

　わたしは通常サイズのくまゆるとくまきゅうを召喚させ、３人を押さえるように命じる。

　くまゆるはノアとシュリを押さえつけ、くまきゅうはフィナを抱き締めて、動けないようにする。

「くまゆるちゃん、離してください」

「くまゆるちゃん、重いよ」

「くまきゅう……」

「それじゃ、３人をよろしくね」

　わたしは動けなくなった３人を残して、シェリーを連れて隣の部屋に移動する。

「ユナさん[image: ]」

「どうして、わたしまで……」

　わたしはしっかりとドアを閉め、シェリーに向き合う。

「シェリー、本当に他の人に教えたりしたら」

「絶対にしません。約束します」

　わたしの威圧を感じとったシェリーは、首を何度も縦に振る。その言葉を信じて、クマ装備一式を脱ぐ。

　最近はポテトチップスやピザを食べ過ぎてなかったよね。お腹回りが少し気になるけど。大丈夫だよね？

　胸のことは考えないようにしよう。




　うぅ、恥ずかしい。

　年下の女の子とはいえ、サイズを測られるのは恥ずかしい。

　きっと、ぬいぐるを作るときのくまゆるとくまきゅうもこんな気持ちだったんだね。このサイズが世にバレたら、生きていくことができない。

　なんで、こんなことに……。

「はい、終わりました」

　恥ち辱じょくに耐えたわたしは、すぐにクマ装備を装着する。

　クマ装備はわたしの身を守る以外に体型も隠してくれる。クマ装備は万能装備だ。

　体のサイズを測り終えたわたしが部屋に戻ってくると、３人はくまゆるとくまきゅうに抱きしめられていた。

「くまゆるちゃん、暑いです」

「重いよ〜」

「くまきゅう……」

「３人を離してあげて」

　わたしの言葉でくまゆるとくまきゅうはノアとシュリ、フィナを離す。

「ユナさん、酷ひどいです」

「おもかったよ」

「どうして、わたしまで」

「全部ノアが悪いから」

「ううぅ、わたしはユナさんの体のサイズを知りたかっただけなのに」

　それが悪いことなんだよ。

　プライバシーの侵害はよくないよ。

　シェリーは超極秘データの書かれた紙をアイテム袋にしまう。布が結構な量なので、アイテム袋を貸してあげたのだ。

　なんだか、どっと疲れがやってきた。




　どうにか、フィナたちとの水着選びも終わり、シェリーには描いた水着のイラストを渡し、次は孤児院の子供たちや、アンズたち、カリンさんたちにも選んでもらうようにお願いした。

　もちろん、ついでに体のサイズも測ってもらう。

　わたしも測られたんだ。アンズやカリンさんも測ってもらう。

「ノアは、ちゃんとクリフの許可をもらったの？」

　少し前には王都に学園祭に行ったばかりだ。また、遊びに行くことを許してくれるか分からない。

「大丈夫ですよ。そのためにお父様の言いつけを守って、勉強しています」

　まあ、今度クリフに会ったら、フォローしておくことにする。ここまでしてノアだけ連れていけなかったら、可哀想だ。

　３人が家に帰り「くまさんの憩いの店」が閉まる頃を見計らい、お店に向かう。

　先日、アンズにはミリーラの町に行くことは伝えたので、今日はモリンさんたちに伝えに行く。

「ユナちゃん？」

「モリンさん、少しいいですか？」

　モリンさんと子供たちは片付けをしている。

「今日はもう、仕事は終わったから大丈夫よ。もう少しで片付けが終わるから、待ってて」

　わたしは片付けが終わるのを待って、モリンさん・カリンさん・ネリンの３人に、お店を休みにして全員で海へ行くことを説明する。

「海ですか？」

「みんな、お店を頑張ってくれていますから、そのお礼と思ってもらえれば」

「わたし、海は初めてです」

「わたしもずっと王都にいたから」

　ネリンとカリンさんは嬉しそうにする。

「お店を休みにしていいの？」

　モリンさんがお店を休みにすることに、少し難色を示す。

「いいですよ。わたしからのお礼だと思ってください」

「すでに、ユナちゃんからは返しきれないほどのお礼をもらっているよ」

　そんなことはない。

　モリンさんのおかげで美味しいパンを食べれるし、子供たちもお世話になっている。

　でも、わたしの中では決定事項なので、モリンさんにも参加してもらう。

　それから、シェリーが海で泳ぐための服を作るので、体のサイズを測りに来ることを伝える。

　モリンさんはもちろん、カリンさんとネリンも微妙な顔になった。

　やっと、分かり合える人たちに会えた。やっぱり、年齢が上がると、サイズを測られるのは嫌だよね。

「えっと、ユナさん。それでいつ頃、行くんですか？」

「まだ、決まっていないけど、もう少し暖かくなってからだよ」

「それなら、間に合うかな？」

「ネリン。大丈夫よ。頑張りましょう」

　カリンさんとネリンは自分のお腹を触る。

「最近、ケーキの味見で……」

「わたしもです」

　そういうことね。

　頑張ってダイエットしてください。
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　海への旅行に向けて準備をしていると、クリフからの呼び出しがあった。

　家にいたところ、息を切らしたクリフの使いの者がやってきて、至急、屋敷まで来てほしいと言われた。

　理由を尋ねると「聞かされていません」と答える。

　う〜ん、何かな？　なにか、怒られるようなことをしたかな？

　ノアとどこかへお出かけをするときは、ちゃんとクリフの許可をもらっている。

　あと考えられるのはエルフにもらった神聖樹のお茶だけど、先日会ったときは、お茶を飲む回数は一日１回という約束を守っているとララさんに聞いた。だから、神聖樹の茶葉の在庫はあるはず。

　いくら考えても、思い当たることがない。

　分からないままお屋敷に到着すると、すぐにクリフのいる部屋に案内される。

「来たか。座ってくれ」

　言われたまま椅子に座る。クリフの表情を窺うかがうが怒った様子はない。どうやら、叱しかるために呼んだわけじゃないみたいだ。

　う〜ん、それじゃ、なんだろう？

「それでなに？」

　単刀直入に尋ねる。

「国王陛下から手紙が来た。ユナに王都まで来てほしいとのことだ」

「……？　えっと、つまり、国王の呼びだしってこと？」

　でも、なんだろう？　国王の呼びだしなんて初めてのことだ。学園祭のことはすでに怒られているから、怒られる理由は思いつかない。

「その前におまえさんに確認しないといけないことがある。未だに信じられないが、おまえさんはクラーケンを倒したんだよな？」

「クラーケン？　もしかして、今さら疑っているの？　別に信じなくてもいいけど」

「確認と言っただろう。疑っているわけじゃない」

　それじゃなんで、今さら確認を？

「それでどうなんだ」

「倒したよ」

「そのクラーケンの魔石はどうした？　ミリーラで話を聞いたとき、魔石はユナに渡してあると聞いた。その魔石はまだ持っているか？」

「クラーケンの魔石？　一応、持っているよ。解体してくれたお爺ちゃんが、わたしが持つべきものだって言うから」

　初めはミリーナの町の復興のためにプレゼントしようとしたが、アトラさんに「魔石は冒険者が討伐した証でもある」と言われた。だから、クラーケンとワームの魔石を受け取った。

　そして、クラーケンの魔石は使う予定もなくクマボックスの肥やしとなっている。

「見せてもらってもかまわないか？」

　わたしはクマボックスからクラーケンの魔石をテーブルの上に出す。青色の綺麗な色をした魔石だ。

「これが、クラーケンの魔石か。流石さすがに大きいな」

　魔石の大きさは両手の手のひらを広げたほどだ。

「それで、なんなの？」

「ユナ。すまないが、この魔石を持って、国王陛下のところに行ってくれないか？」

　クリフが、クラーケンの魔石をわたしに返しながら言ってくる。

「国王陛下からの手紙に、ユナがクラーケンの魔石を持っているようだったら、至急王城まで来てほしいと書かれている」

　なにか、面倒ごとかな？

　クラーケンの魔石が必要になることでも起きたのかな？

「おまえさんのクマなら、すぐに行けるだろう」

　クマの転移門で一瞬です。とは言えないが、頷うなずいておく。

「理由は書いていないの？」

「書かれていない。持っていない場合はすぐに返事が欲しいと書かれていただけだ。まあ、考えられるのはクラーケンの魔石が緊急で必要になったということぐらいだろう」

　わざわざ確認してくるんだから、それぐらいはわたしでも想像はつく。

　でも、至急来てほしいってことは、急いでいるんだよね。王都に行くのは問題はない。海に行くのも先の話だ。ただ、少し前にしばらくは王都に行かない宣言をした（心の中で）のに、数日で撤回することになるとは思わなかった。

「それで、王都に行ってくれるか？」

「断れないんでしょう？　行くよ」

「助かる」

　クリフが頭を下げる。

「どうして、クリフが頭を下げるの？」

「当たり前だろう。国王陛下からの手紙だ。断れるわけがない。もし、おまえさんが拒否すれば、俺は国王陛下に謝罪しにいかないとならない」

「力ずくで奪うとか？」

「するわけがないだろう。おまえさんには恩がある。ノアも好いているし、もし、俺がおまえさんに危害を加えたことを住民が知れば、俺は住民から叩たたかれることになるぞ」

　大げさすぎる。

　どうして、クリフがわたしに危害を加えると、住民が怒るのよ。意味が分からない。でも、ミレーヌさんなら商業ギルドのギルドマスターとして、文句を言ってくれるかもしれない。

「そもそも、クラーケンを討伐できるおまえさんから魔石を奪おうとするより、国王陛下に謝罪したほうがマシだ」

　まあ、クリフには何だかんだでお世話になっているから、とんでもないお願いでなければ、断るつもりはない。

「そうだね。もう少し暖かくなってきたら、海に遊びに行くつもりだったから、そのときなら断ったかな」

「国王陛下の命令よりも、遊びが優先か。ふふふふ」

　笑いだすクリフ。

　えっ、だって、オッサンの呼び出しより、子供たちとの遊びが優先でしょう。

　せっかく、予定も立てているんだし。

　これが、フローラ姫やティリアからの頼みなら遊びを延期してでも王都に行くけど。オッサンのお願いじゃね。

　まあ、今は時間はある。問題があるとすれば、学園祭から、それほどたっていないことぐらいだ。

「それじゃ、すぐに向かうよ」

　わたしはクマボックスにクラーケンの魔石をしまって、クリフの屋敷を後にする。

　このまま、クマの転移門を使って、王都に転移をしてもいいけど。流石に、今日の今日で王都にいたら怪しまれる。だから、２日後、お昼を食べてから、クマの転移門を使って王都に転移することにした。
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　学園祭が終わったあとの決意も空しく、王都に来てしまった。まあ、学園に近寄らなければ、大丈夫なはずだ。

　でも、呼び出しって、なんなんだろう？

　わたしは急いでお城に向かう。

「これはユナ殿。お待ちしていました」

　門の前に立つ兵士が挨あい拶さつをしてくれる。

　お城に来たら、すぐに通すように指示されていたみたいだ。

　そして、兵士の案内で部屋に案内される。

「この中でお待ちください」

　兵士に言われて部屋の中に入る。中は執務室のようになっている。確か、初めて国王と会った部屋だ。

　でも、部屋の中には国王の姿はない。

　とりあえず、待てと言われたのだから、このまま待つとする。

　ソファーがあるので、クマボックスからお茶を出して、お茶を飲みながら待つことにする。

　ああ、お茶が美味おいしい。ララさんからいただいたお茶だから、美味しい。

　でも、遅いな。国王が来ない。

　クマボックスからネリンが作った試作のケーキを取り出して食べる。

　パクパク。酸味が効いて美味しい。これはなんの果物を使っているのかな？　ネリンもいろいろとケーキの研究をしているみたいで、わたしが知らない新作ケーキも増えている。でも、試食のしすぎで、お腹回りを気にしていた。味見を続けると太るからね。

　それにしても、遅いな。国王が来る様子がない。もしかしたら、エレローラさんが来るかなとも思ったんだけど、エレローラさんが来る様子もない。

　くまゆる、くまきゅう、召喚！

　子熊化したくまゆるとくまきゅうが現れる。

　暇なので、撫なでたり、抱きしめたり、肩車をしたりして癒やされることにする。

　何度触っても、このモフモフ感がいいね。

　わたしがくまゆるとくまきゅうに癒やされているとドアが開き、国王が入ってくる。

「待たせたな……おまえは何をやっているんだ」

　改めて周りを見る。テーブルの上には飲みかけのお茶や、食べかけのケーキ。そして、くまゆるとくまきゅうと戯たわむれているわたし。

　どこから見てもまったりモードだね。

「誰も来ないから、暇つぶしをしていただけだよ」

「それはすまないが、俺のことを待つ間に、こんなに緊張が緩んでいるやつは初めて見たぞ」

　わたしを呆あきれたように見ながら「これでも、国王なんだぞ」と小さな声で言う。

「エレローラさんは、わたし以上だと思うけど」

「おまえはエレローラに似てきたな」

　心外だ。わたしはあそこまで酷ひどくない。

「それで、呼びつけたのはなに？」

「ああ、そうだったな」

　わたしはテーブルの上のものを片づけ、くまゆるとくまきゅうは左右に座らせる。

「それにしても早かったな」

「それは、手紙に至急って書いてあればね。くまゆるとくまきゅうを使って急いで来たよ」

　噓うそです。２日ほどのんびりしてから、クマの転移門で一瞬で来ました。

「まずは、クラーケンの魔石を確認させてもらってもいいか？」

　わたしはクマボックスからクラーケンの魔石を取り出し、テーブルの上に置く。

「これが、クラーケンの……、大きいな。触ってもいいか？」

　わたしは頷く。

　国王は両手でクラーケンの魔石を取り、真剣な目で見る。

　やっぱり、必要なのかな？

「ユナ、すまないが、譲ってもらえないか？」

「いいよ」

「無理を言っているのはわかっている。だが……」

「だから、いいよ」

「…………、いいのか？」

　国王は驚いた表情をする。

「いいよ。だって、必要なんでしょう」

　それにわたしが持っていても使うことはないし。

　クリモニアから呼びつけるほど、必要なことなんだと思う。もし、今後必要なことになれば、そのときに考えればいい。

　嫌なら、初めから来てない。

「でも、一応、理由を聞いてもいい？」

　この国王のことだから悪いことには利用しないと思うけど、何に使われるのかぐらいは知る権利はあると思う。

　国王は顎あごを触りながら話し始める。

「そうだな。南に行くと、トリフォルム王国があるのは知っているよな？」

　当たり前のように言うが、もちろん、そんな王国があることは知らないから首を横に振る。

「……まあいい。とりあえず、この王都から南に行くと、大きな砂漠があり、それを越えると、トリフォルム王国がある」

　そんな国があるんだね。

　でも、砂漠か。テレビで見たことはあるが、流石さすがに行ったことはない。どのくらい広いのかな？

「つまり、その国がクラーケンの魔石を欲しがっているってこと？」

　正解だと思ったわたしの答えに国王は首を横に振る。

「いや、違う。必要としているのは砂漠の中心にある街、デゼルトだ」

　また、初めて聞く名前が出てきた。

「エルファニカ王国とトリフォルム王国が交易をすることによって、人が自然に集まり、作られた街。それが砂漠の街デゼルトだ」

　ゲームとかだと、砂漠の真ん中にはオアシスがあって、そこに街があるんだよね。

　その街にもオアシスがあるのかな？

「そのデゼルトの街はわがエルファニカにもトリフォルムにとっても、お互いに行き来するには重要な街になっている。そのデゼルトの街を支えてきた水の魔石が壊れた。水の魔石はその街に暮らす人に必要な水を与えていた。それがなくなったことで、街の水は減り、住人に影響が出始めている。このままだと、街が廃すたれる可能性がある。それだけは防がないといけない。それで、クラーケンを倒した話を聞いたのを思い出してお前に来てもらったわけだ」

「呼び出された理由は分かったけど。お城は水の魔石ぐらい持っていないの？」

　いくら、大きな魔石だとしても、お城なら持っていてもおかしくはないはず。

「おまえさんは勘違いしているが、おまえさんが持っている魔石の大きさになると数は少ない。まして、水の魔石となると、手に入れるのは困難な代物だ」

　確かに、地上なら戦いようがあるけど、水の中にいる魔物を倒すとなると苦労する。わたしもクラーケンを倒すのに苦労したことを思い出す。もし、クラーケンが地上で戦ってくれたら簡単に倒せた。人は地上で生きる生物だから、戦うのも地上のほうがいい。

　でも、いくらクラーケンの魔石が大きいからといって、魔石１個で街が支えられるとは思えないんだけど。そのことについて尋ねると。

「魔法陣で増幅をしていると聞いている。細かい仕組みは専門家じゃないから分からん」

　増幅の魔法でもあるのかな？

　異世界らしい話だ。

　まあ、クラーケンの魔石が必要なことは分かった。

「だから、おまえさんが持っているクラーケンの水の魔石を譲ってほしい。もちろん、礼なら十分させてもらうつもりでいる」

　お礼はお金になるのかな？　基本、お金は必要がないんだよね。だからといって、その街を見捨てるのも後味が悪い。

「うん。そういうことならいいよ」

　人の役に立てるなら、断る理由もない。それにわたしが持っていてもクマボックスの肥やしになるだけだ。

「助かる。それと、ユナに聞きたいことがある。おまえさんとそのクマは暑いのは大丈夫か？」

　国王はわたしと左右に座っているくまゆるとくまきゅうを見る。

「好きか嫌いかで言ったら嫌いだけど。２人はどうかな？　苦手じゃないと思うけど」

　わたし個人で言えば暑いのは苦手だ。夏はエアコンが必須アイテムになる。

　左右にいるくまゆるとくまきゅうに確認すると、「くぅ〜ん」と鳴く。

　うん、無邪気なくまゆるとくまきゅうの表情を見てもわからない。

「尋ね方が悪かったな。おまえさんとそのクマは砂漠に行っても大丈夫か？」

「砂漠？　大丈夫だと思うけど」

　わたしはクマ装備があるから、極寒でも灼しゃく熱ねつでも大丈夫なはずだ。でも、実際のところは行ってみないとどこまで大丈夫かはわからない。それはくまゆるとくまきゅうも同様だ。

　吹雪の雪山が大丈夫だったんだから、砂漠ぐらいは大丈夫なはず。これが、溶岩だったら、流石に無理だと思うけど。

「それなら、冒険者ユナに依頼をしたい。この魔石を持って、デゼルトの街に行ってくれないか？」

「わたしが？」

「ああ、おまえさんのクマなら速いだろうし、クラーケンという化け物を倒せるおまえさんだ。道中で魔物に襲われても大丈夫だろう」

　15歳の乙女に向かって魔物に襲われても大丈夫だろうって。少しは心配をしてくれてもいいと思うよ。まあ、実際にクマ装備があれば、大抵の魔物は大丈夫だけど。

　砂漠にある街に行ってみたい気持ちもある。でも、海に行く予定もある。

　でも、行くだけなら、大丈夫かな？　クマの転移門で戻ってくれば、帰りの時間は短縮もできる。

「そのデゼルトの街ってどんな街なの？」

「そうだな。さっきも言ったが、自然と人が集まってでき上がった街だから、どこの国にも属していない。中立の街になっている」

「水の魔石を頼んでくるってことは、てっきり、ここの領地かと思ったんだけど」

「先代のときに少しいざこざがあったが、今はエルファニカ王国とトリフォルム王国との不可侵条約を結んで、中立地帯になっている。だから、水の魔石のことは両国に頼んでいるはずだ。できれば、トリフォルム王国よりも先に渡して、恩を売っておきたい気持ちもある」

　恩って。国王って、そんなことも考えないといけないんだね。

　きっと、裏では国同士のドロドロの真っ黒い、攻防があるんだね。

「なに変な顔をしているんだ。おまえは勘違いをしているが、両国はいい関係だぞ」

「そうなの？」

「さっきも言ったが、先代のときに少しあっただけだ」

「でも、恩を売るって」

「だからといって、いつまでも平和が続くかどうか分からないだろう。俺の次の代でなにか起きるかもしれない。国境付近の情報はいくらあっても困らない」

　なるほど、未来への投資ってことだね。

　恩を売っておけば、相手の国に不審な動きがあった場合、情報をくれるかもしれない。

　国王は常に先のことも考えて行動をしないといけないんだね。面倒な仕事だ。わたしには絶対に無理だ。絶対に他人に任せてしまう。

「あと、依頼はＢランク扱いにさせてもらう」

「Ｂランク!?」

「その大きさの魔石込みの依頼だ。もし、その大きさの魔石を手に入れる依頼があった場合もそのぐらいになる」

　確かに、クラーケンの魔石を手に入れてこいって依頼があった場合、クラーケンを討伐するか、持っている者から購入するしかない。購入するといっても、まずは持っている者を探しださないといけないし、見つけたとしても、さらに交渉をしないといけない。さらにお金の問題もある。

　そう考えるとＢランク相当の依頼になるのかな？

「持っていくだけでいいんだよね」

「ああ、それだけでいい」

「なら、受けるよ」

　ちょっとばかり、砂漠見学に行くことにする。

　国王は机の引き出しから何かを取り出すと、わたしの前に差し出す。

「手紙だ。デゼルトの街の領主のバーリマという男に渡してくれ。おまえのことも書いてある。おまえさんがデゼルトの街に行っても暴れないようにするためにな」

「暴れないよ」

「冗談だ。いきなり、クマの格好をした女が来たら、相手が会ってくれない可能性もあるからな。手紙にある紋章を見せれば、会ってくれるはずだ」

　王家の紋章っぽい印が押されている。

「手紙が用意してあるってことは、初めからわたしに行かせるつもりだったってことだよね」

「一応、２通用意してあった」

　国王はもう１通を見せてくれる。

　断られてもいいように２通用意していたみたいだ。

　わたしはクラーケンの魔石と手紙をクマボックスにしまい、くまゆるとくまきゅうを送還する。

　そして、ソファーから立ち上がった瞬間、思い出す。

「あっ、そうだ。フローラ姫に会ってから行きたいんだけど、大丈夫？」

　ネリンが作った新作ケーキを持っていってあげるためだ。

　それに学園祭が終わったあと、会いに来ると約束をしている。

「構わないが、なるべく早く出発してくれると助かる」

「了解」

　わたしは国王の了承を得ると、フローラ姫のところに行くために執務室を出る。と、国王も一緒に出る。仕事に戻るのかな？

　わたしは行き慣れたフローラ姫の部屋に向かって歩きだす。そのあとを国王がついてくる。

　同じ方向なのかな？

　そして、フローラ姫の部屋の前で止まる。国王も止まる。

「えっと、なんでついてくるの？」

「さっき食べていたケーキを持っていくんだろう」

「そうだけど」

「なら、俺も食べるのは当たり前だろう」

　当たり前なのかな？

　違うと思うんだけど。まあ、今さらなので、気にしないでフローラ姫の部屋に入る。

「フローラ、いるか？」

「おとうしゃま？」

　フローラ姫が国王に気づき、駆け寄ってくる。国王は腰を下ろし腕を広げる。フローラ姫が抱きつくかと思ったら、アニメや漫画のようにフローラ姫は国王をスルーして、わたしに抱きついてくる。

「くまさん！」

　スルーされた国王の背中が微かすかに震えている。そして、フローラ姫に差し出した手の行き場に困っている。

　これは触れないほうがいいよね。

「フローラ姫、ケーキを持ってきましたから、一緒に食べましょうね」

「うん！」

「それではわたしはお茶の用意を致しますね」

　どうやら、アンジュさんも国王のこの状態については触れたくないようで、逃げ出してしまう。

　わたしはフローラ姫の手を握ってテーブルに向かう。

　そして、椅子に座るフローラ姫に新作ケーキを出してあげる。

「アンジュさん。ゼレフさんにも渡しておいてもらえますか、今度来たときに感想を聞かせてもらいますから」

「はい、分かりました」

「あと、アンジュさんの分もありますから、後で食べてください」

「ありがとうございます」

　アンジュさんは国王がいる場合は一緒に食べてくれない。なので、国王がいなくなってから、食べてもらえるように渡しておく。

「おまえたち、俺を無視するな」

　立ち直った国王がこちらにやってきて、椅子に座る。

「俺の分もよこせ」

「おとうしゃま、おこっているの？」

「怒っていない」

「いくら、娘にスルーされたからといって、心が狭いですよ」

「クマに負けたと思うと悔しいに決まっているだろう」

「それじゃ、クマの格好をすれば、フローラ姫も喜びますよ」

「するわけがないだろう！」

　わたしとしても国王とペアルックはお断りなので、本当にクマの格好をしてもらっても困る。

　とりあえず、機嫌を直してもらうため、国王の分のケーキも出してあげる。

「そういえば今日はエレローラさんはいないんですか？」

　いつもなら嗅かぎつけてやってくるのに。

「今日は俺のところにしか連絡をさせていないからな。今日お前さんが来たことは知らないはずだ」

　どうりで来ないわけだ。

　でも、後で来たことを知ったら、文句を言われるよね。

　だから、アンジュさんにエレローラさんの分のケーキも持っていってもらうことにする。

　そして、ティリアのことを聞いたけど、残念ながら学園だそうだ。今度、会ったときに文句を言われても面倒なので、ティリアの分のケーキも渡しておく。
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　フローラ姫と少し遊んだわたしは王都にあるクマハウスに戻ってくる。そして、自分の部屋に移動すると、ベッドの上にダイブする。

　そして、ベッドで仰向けになるとクマフォンを取り出し、フィナのことを思いながら魔力を流す。しばらくすると、フィナが持つクマフォンと繫つながる。

『ユナお姉ちゃん？』

「今、大丈夫？」

『うん、シュリはお母さんの食事の手伝いをしているし、お父さんは仕事から戻ってきていないから大丈夫だよ』

　クマフォンを使用するときは、なるべく人がいないところでとお願いしてある。だから、人が側にいるときは、無理に取らなくてもいいと言ってある。

『どうかしたんですか？』

「しばらく、仕事で出かけることになったから、連絡をね」

『お仕事？』

「ちょっと、国王に仕事を頼まれてね。海のことでなにかあったり、お店のことで問題が起きたりしたら連絡をちょうだい」

　クマの転移門のことを知っているフィナは、わたしが言っていることを理解して、返事をしてくれる。

『あっ、そうだ。ユナお姉ちゃんにお願いがあったんだ』

　フィナが何かを思い出したような声がクマフォンから聞こえてくる。

「お願い？」

　フィナがお願い事をするなんて珍しい。

　するにしても、いつもなら言いにくそうにする。

『お父さんが、「俺も一緒に海に行く！　子供たちだけじゃ危険だ」って言いだしちゃって、お父さんも一緒に海に行ってもいいですか？　お父さんにはユナお姉ちゃんの許可をもらわないと、って言ったんだけど、一緒に行く気でいるみたいで』

　せっかく、ティルミナさんと結婚して、家族ができたのにゲンツさんを一人残して、出かけるのも可哀想だよね。

「ギルドの仕事の休みがもらえればいいよ」

『本当ですか。ユナお姉ちゃん、ありがとう』

　クマフォンからフィナの嬉しそうな声が聞こえてくる。

　それにゲンツさんの言葉じゃないけど、子供が多い。勝手に行動したり、危ないことをするかもしれない。大人の目は多いほうがいい。クマ装備が万能でも、全ての子供たちに目を向けられるわけじゃない。

「孤児院の子供たちの面倒も見てもらいますからねって、伝えておいて」

『うん。お父さんに伝えておくね』

　もう少しフィナと話をしたかったが、ゲンツさんが仕事から帰ってきて、食事になるとのことなので、通話を切ることにする。

『ユナお姉ちゃん、お仕事頑張ってね』

　通話を切ったわたしは明日の日の出頃に出発することに決め、早く寝ることにした。




　翌朝、くまゆるとくまきゅうに起こされたわたしは、目を擦こすりながら起き上がる。

　窓の外を見るとまだ薄暗い。日が昇り始めたばかりだ。早起きするときは、クマ目覚ましが役に立つ。たまに顔に乗って起こそうとしてくるが、あれは苦しいのでやめてほしい。

「くまゆる、くまきゅう、おはよう」

「「くぅ〜ん」」

　くまゆるとくまきゅうに挨あい拶さつをしたわたしは朝食を食べると、クマハウスを出る。

　わたしは朝早くから王都を出発する人たちに紛れながら王都を出る。

　そして、人がいないところに移動すると、くまきゅうを召喚する。くまきゅうは嬉しそうに近寄ってくる。いつもはくまゆるを先に召喚することが多いので、今日はくまきゅうにした。

「それじゃ、くまきゅうお願いね」

　わたしはくまきゅうの頭を撫でると背中に乗る。

　いざ、見知らぬ土地、砂漠に向けて出発！

　くまきゅうは「くぅ〜ん」と鳴くと南に向けて走りだす。

　でも、砂漠ってどんなところなのかな。やっぱり、ゲームと一緒で魔物がいたり、凄すごい暑いのかな？

　砂漠や火山に行くには耐熱装備がないと徐々にＨＰが減っていくことを思い出す。その点、クマ装備は耐熱効果があるから安心だ。ゲームの世界でもクマの着ぐるみは最強の装備になりそうだけど、着るかどうかは別の話。ゲームとはいえ、クマの着ぐるみは恥ずかしいからね。




　くまきゅうは街道を走る。

　国王から聞いた説明ではこの道を進めば砂漠に入る前に町があると言っていた。その町からデゼルトの街に行くらしい。

　クマの地図には行ったところ以外は表示されないため、道を外れると、目的地を見失う可能性が出てくる。

　クマの地図は便利なスキルだけど、新しい場所に行くには少し不便でもある。でも、自動マッピングは楽なので助かっているのも事実だ。それに、初めから全ての地図が分かっていたら分かっていたで、楽しみが半減する。だから、これでいいと思っている。新しい場所に行くなら楽しまないとね。




　わたしは時折、探知スキルを使用しながら進む。そして、人の反応があると、くまきゅうを見て騒がれるのも面倒なので、大回りして避けていく。

　ここはクリモニアの周辺と違って、くまゆるとくまきゅうで移動をすると驚かれてしまう。最近ではクリモニア周辺でくまゆるやくまきゅうに乗っていても、冒険者や商人に驚かれることはなくなってきた。たまに声をかけてくる人もいる。

　もちろん、くまゆるとくまきゅうを見て驚く者もいるが、それは他の街から来た人がほとんどだ。

　まあ、現実ではクマが現れたら逃げるよね。




　街道を走っていると、また人の反応がある。わたしは視界に入らないように、道から離れて、大回りをする。でも、こうやって道に人がいるたびに避けるのも面倒になってくる。

　目の前の道を見る。道は少し右のほうに曲がっている。右のほうを見ると森がある。森を突っきれば、ショートカットできるかな？

　馬車などは通れないが、くまゆるとくまきゅうなら気にしないで進むことができる。わたしは目の前の道と黒い地図を見て予測をつける。

　わたしは森の中を移動することに決める。わたしはくまゆるに乗り換える。

「くまゆる行くよ」

「くぅ〜ん」

　くまゆるは森の中に向かって走りだす。

　道を外れて森の中に入ると、流石さすがに人はいない。これで、気にせずに移動することができる。でも、探知スキルに魔物の反応が出る。まあ、襲ってこないかぎりは気にせずに進む。

　こっちで大丈夫かな？

　予測を立てて森の中を進んでいく。これが失敗だったと気づくのに時間はかからなかった。人は言ったものだ『急がば回れ』と。クマのスキルの地図や探知スキルがあるから大丈夫だと思ったけど、見事に迷った。

　まっすぐ進めば、森を抜けて街道に出るかと思ったら、道が出てこない。

　もしかして、道は途中で別の方向に曲がっていたのかな？　クマを騙だますなんてとんでもない道だ。

　とりあえず、今日は日が暮れてきたので、クマハウスを出して１泊することにする。




　翌日も元気にくまきゅうに乗って出発する。

　一度戻ることも考えたけど、とりあえず進むことにする。

　今日は左寄りに走る。通ってきた道を見て、直進して進んでいたので、左に進めば道に出ると予測をしてみた。

　出発する前に地図を見せてもらっておけばよかったかな？

　国王からは道なりにいけば大丈夫だとしか、説明を受けなかった。国王もまさか、わたしが道から逸れるとは思ってもいなかっただろうし、わたしも道から逸れて進もうとはそのときは思ってもいなかった。

　間違いなく、道から逸れたわたしが悪いんだけど、今更、戻るわけにもいかないので、このまま進むことにする。




　何度か休憩を挟みながら移動する。そして、地図を見ながら探知スキルを使うと魔物の反応があり、オオスズメバチと表示された。オオスズメバチって、元の世界にもいた危険な蜂だよね。

　でも、魔物なの？　小さいと思うんだけど。

　虫は嫌いだけど、少し気になったので見にいくことにする。そして、すぐに後悔をすることになった。

　興味本位で魔物を見つけたからといって、見にいくものじゃないね。目の前には、蜂がぶんぶんと飛んでいる。しかも、大きい。カラスぐらいの大きさの蜂が飛んでいる。探知スキルにはオオスズメバチって書いてあるけど、わたしが知っているオオスズメバチと違う。わたしが知っているオオスズメバチは親指ぐらいの大きさだ。決して、カラスのような大きさじゃない。

　普通のオオスズメバチでも怖いのに、大きなオオスズメバチって。

　これだと巣の大きさはどのくらいになるの？

　想像しただけでも、寒気がしてくる。虫系統は苦手だ。まして、大きいと気持ち悪さは倍増する。

　オオスズメバチがブ[image: ]ンと嫌な羽音をさせて飛んでいる。

　討伐したほうがいいのかな？

　でも、関わりたくないな。

　探知スキルを使うと、この先に数十匹のオオスズメバチの反応がある。巣があるのかな。

　オオスズメバチは奥のほうに飛んでいく。その先を見ると洞どう窟くつがあり、蜂が出入りしている。どうやら、あの中に巣があるみたいだ。

　わたしが洞窟を見ている間もオオスズメバチが出入りしている。

　うん、気持ち悪い。討伐しよう。

　ちょうど、洞窟の中が巣みたいだし、前にゴブリンの洞窟で使った方法で討伐することができるはず。

　わたしはオオスズメバチに気づかれないように強大な炎のクマを作り出す。そして、洞窟の中に放り込む。そして、土魔法で大きなクマを作り洞窟を塞ふさぐ。これで一網打尽だね。

　あとは洞窟の周りを飛んでいるオオスズメバチだけだ。

　……と思っていた。

　が、洞窟には横穴らしきものがあったらしく、無数のオオスズメバチが飛び出してきた。

　そっちにも穴があるの!?

　そして、飛び出してきたオオスズメバチがわたしに向かって襲いかかってくる。

　ちょっ、数が多いよ。羽音がうるさいよ。気持ち悪いよ。

　わたしは自分の周りに竜巻を作り、襲ってくるオオスズメバチを巻き込んでいく。

　竜巻の中に入ったオオスズメバチは羽を切り落とされて落ちていく。羽がなくなったオオスズメバチも気持ち悪い。

　飛び出してきた穴も塞ぎ、飛んでいるオオスズメバチも風魔法で倒す。

　でも、数匹のオオスズメバチが高く飛んで逃げていく。

　ああ、逃げられた。

　まあ、数匹ぐらいならいいかな。クマの炎と竜巻でかなりの数を倒すことができた。

　くまきゅうが飛び去っていくオオスズメバチのほうを見て「くぅ〜ん」と可愛かわいく鳴く。











[image: ]313　クマさん、オオスズメバチと戦う






　くまきゅうがオオスズメバチが飛んでいったほうを見ながら鳴くので、視線を向けるが特に変わった様子はない。

「どうしたの？」

　くまきゅうはまた「くぅ〜ん」と鳴く。そして、わたしの背中を押す。

「なに？　追いかけろって言うの？」

　くまきゅうはわたしの言葉に「くぅ〜ん」と可愛かわいらしい声で答える。

　もしかして、オオスズメバチが飛んでいったほうになにかあるの？

　わたしが探知スキルを使うと人の反応がある。

「く、くまきゅう。人がいるなら、そんな可愛らしい声で鳴かないで、もっと慌てて！」

　わたしはくまきゅうに飛び乗るとオオスズメバチが飛んでいったほうへ走った。

　すると、人の叫び声が聞こえてくる。

「うわあああああああああ、オオスズメバチだ[image: ]」

　見えた。

　数匹のオオスズメバチが男性に襲いかかろうとしている。男性は叫びながら、持っているナイフをブンブンと適当に振り回して、追い払おうとする。でも、オオスズメバチは男の周辺を飛んで、離れる様子はない。

　そんなオオスズメバチに向かって、わたしは風の刃を飛ばし、胴体を真っ二つにする。男性はわたしのことを気づく様子もなく、ナイフを振り回している。

　わたしは残りのオオスズメバチも魔法で倒し、周辺にオオスズメバチはいなくなる。

　これで大丈夫かな。わたしは腰を抜かしている男性のところへ向かう。

「大丈夫？」

「うああああああああああ、クマだ[image: ]」

　声の主は気弱そうな30代ぐらいの男性だった。男はわたしとくまきゅうを見て叫ぶ。そして、腰を抜かしながらもナイフを左右に振り回しながら下がっていく。

「こ、こっちに来るな〜」

　うるさい人だね。

「静かにしないと食べるよ」

　わたしの声に合わせるようにくまきゅうが近づく。

「うああああああああああ、食べないでくれ」

「だから、静かにしないと食べるって言っているんだけど」

「俺を食べても、美味おいしくないぞ！」

　わたしを見ずにナイフを振り回す。

　うん、ダメだ。全然、人の話を聞いてくれない。

　わたしは腰を抜かしている男に向かって、魔法で水の玉を作り、頭の上から落とす。

「うわああああああああ」

「人の話を聞いてくれるかな？」

「女の子？」

　男性はわたしを見ると、キョロキョロと周囲を見る。

　どうやら、正気に戻ったみたいだ。わたしのことをちゃんと見てくれる。

「助けてあげたんだから、お礼ぐらい言ってくれてもいいと思うんだけど」

　わたしが真っ二つになっているオオスズメバチに視線を向けると、男性も地面に落ちているオオスズメバチに視線を向ける。男は死んでいるオオスズメバチとわたしを交互に見比べる。そして、最後にわたしに視線がとまる。

「わたしが言っていること理解できる？」

「……これは嬢ちゃんが倒したのか？」

「わたし以外にいないでしょう」

　まあ、わたしのせいで、オオスズメバチが逃げて、こっちに来ちゃったんだけどね。

　だけど、倒したことは間違いない。

　男性は立ち上がるが、少し腰が引けているような気がする。

「その白いクマは……」

　どうやら、くまきゅうが怖いらしい。こんなに可愛いのに。

「わたしのクマだよ。そのナイフで襲ってこなければなにもしないよ。それで、おじさんは大丈夫？」

「ああ、いきなり、オオスズメバチが現れて驚いただけだ。助けてくれてありがとう」

　おじさんはナイフをしまいながら、お礼を言ってくる。そして、わたしの格好を見て、なにか言いたそうにするが黙っている。

「それでおじさんは、どうしてこんな森に１人でいるの？」

「この近くに村がある。その近くにオオスズメバチが現れるようになったんだ。それで、どこから飛んでくるか突き止めるためにここまで来たんだが」

　それって、もしかして、わたしが燃やしたオオスズメバチの巣のことかな？

　おじさんの話を聞くと、なんでもオオスズメバチの討伐を冒険者に依頼を出すか、出さないかで村の中で意見が分かれているそうだ。

　それで、巣が小さいようなら村で力を合わせて討伐を、巣が大きいようなら冒険者に依頼することとなったらしい。そのため、このおじさんがオオスズメバチの巣を確認しに来たそうだ。

　数匹に襲われただけで、あんなにパニックになるのに、よく１人で巣を捜そうと思ったものだ。

　詳しく話を聞くと村の住人で手分けをして捜しているらしい。オオスズメバチに襲われたおじさんは運が悪かったんだね。

「その巣なら、わたしがオオスズメバチと一緒に燃やしちゃったよ。でも、そのときに数匹のオオスズメバチに逃げられてね。それで追いかけてきたら、おじさんが襲われていたわけ」

「嬢ちゃんが、オオスズメバチの巣を燃やした？」

「こんな格好をしているけど、一応冒険者だからね」

　おじさんは、あらためてわたしの格好を見る。

　まあ、クマの着ぐるみだから、信じられないのも仕方がないことだ。信じてくれなくてもいいけど、オオスズメバチを倒したことは伝えておく。

「そうか、なにしろ助かったよ」

　まあ、元は逃がしたわたしのせいなんだけどね。

　でも、くまきゅうが教えてくれなかったら危なかったかもしれない。わたしのせいで死ぬことになったら、夢見が悪い。教えてくれたくまきゅうには感謝だ。

「嬢ちゃん、すまないが、その巣に案内してくれないか。一応、確認したい」

　わたしはおじさんを連れてオオスズメバチの巣に向かう。

「それにしても、嬢ちゃんの格好もそうだが、白いクマなんて初めて見たよ」

　おじさんは隣を歩くくまきゅうを見る。

　まあ、白クマは珍しいみたいだからね。そもそも、白クマっているのかな？

　この世界の北極がどのような場所か分からないけど、北極や雪山に行けばくまきゅうと同じ白クマがいるかもしれない。今度、探してみるのもいいかもしれない。

「それで、嬢ちゃんはどうしてこんなところに？　もしかして、オオスズメバチを討伐に来たのか？」

「オオスズメバチは偶然出くわしただけだよ。それで、倒したほうがいいと思って、討伐しただけ」

　わたしの言葉に呆あきれたようにする。

「嬢ちゃんは小さいのに凄すごい冒険者なんだな」

「魔法が使えるからね」

「それでも凄いよ。おじさんは魔物が怖いから絶対に冒険者にはなれないよ」

　わたしの場合はリアルなゲームの経験があっただけだ。この世界が初めはゲームの世界だと思っていたぐらいだ。その経験がなかったら、わたしだって魔物退治なんてできなかったと思う。

「それで、嬢ちゃんはここいらでは見かけたことがないが、どこから来たんだい？」

「王都だよ。南にある砂漠に向かう予定だったんだけど、近道をしようとして、森の中に入ったら迷って」

「近道をしようとして、森に入るって」

　おじさんは呆れたようにわたしのことを見る。言いたいことは分かるよ。

　普通は近道を目的に森の中になんて入らないよね。道に迷う確率が上がるだけだし、魔物に襲われる可能性もある。

　わたしだって、地図のスキルがなければ、こんな無謀なことはしてない。地図を見れば自分の位置が把握できるから、迷子になるとは思っていなかった。

「それで、砂漠の手前には町があるみたいなんだけど、おじさんは知っている？」

「たぶん、カルスの町のことだな」

　おお、町の情報をゲット。

　どうやら、砂漠の手前にある町のことを知っているらしい。

「その町って、どっちにあるの？」

「う〜ん、ここからだと分からないな。でも、村の近くまで行けば分かる」

「本当!?」

　確かに森の中じゃ、自分がいる位置も方角も分かりづらいかもしれない。

　でも、村まで行けば分かるというだけでも助かる。

　無事に迷子から脱出できそうだ。

「村は近いの？」

「それほど遠くはない」

　村は近いそうなので、あとで案内してくれることになった。

　そして、おじさんをオオスズメバチの巣まで案内する。地面にはわたしが風魔法で倒したオオスズメバチが落ちている。

「本当に倒されている」

「あの洞窟がオオスズメバチの巣になっていたみたいだよ」

「クマ？」

　オオスズメバチの巣になっていた洞どう窟くつの入り口はクマの石像で塞ふさがれている。

「気にしないで」

　わたしはクマの石像をどかす前に探知スキルで洞窟の中を確認する。オオスズメバチの反応はない。洞窟の中にいたオオスズメバチも倒せていたみたいだ。クマの石像をどかすと、岩などが熱せられた熱風が出てくる。炎のクマの影響だ。

「あ、熱い」

　わたしは平気だけど、おじさんは洞窟から離れる。

「嬢ちゃん、これは？」

「炎の魔法を放り込んでクマの石像で入り口を塞いで、オオスズメバチを倒したんだよ。もし、確認するなら、しばらく時間が経ってからにしたほうがいいよ」

　洞窟の中は熱がこもっている。普通の格好じゃ、入れたものじゃない。もう少し待つか、熱せられた洞窟を水で冷やさないと入れたものじゃない。

　おじさんは洞窟を覗のぞくが、すぐに諦める。

　そして、落ちているオオスズメバチのところに移動する。

「嬢ちゃん、このオオスズメバチを１匹もらってもいいか？　村に持って帰って、皆に見せたいんだが」

「好きなだけ持っていっていいよ」

「嬢ちゃんはいらないのか？」

　オオスズメバチは食べられるのかな？

　蜂を食べているところをテレビで見たことはあるけど。でも、食べられるとしても、食べるつもりはない。

　素材も必要ではないので、全ておじさんに譲ることにする。

「嬢ちゃん冒険者なんだろう。素材を売ったりはしないのか？　魔石はもちろん、オオスズメバチの針も羽も、売ればお金になると思うんだが」

　わたしはチラッと、オオスズメバチを見る。

　大きなスズメバチ。小さなスズメバチでも気持ち悪いのに。たとえ、お金になるとしても、こんな大きなスズメバチなんていらない。生理的に受けつけない。

　フィナの解体練習用に必要かと思ったけど、こんな虫の解体をフィナにさせたくない。

「わたしはいらないから、おじさんの好きにしていいよ」

　そう言ったとき、くまきゅうが「くぅ〜ん」と鳴く。それと同時にブ[image: ]ンとひときわ大きな羽音が聞こえてくる。

「なに？」

　羽音がするほうを見ると大きなオオスズメバチが飛んでいた。わたしが倒したオオスズメバチよりも大きい。ウルフぐらいの大きさがある。

「あわわわわわわわ」

　おじさんは腰を抜かす。探知スキルを使う。表示はオオスズメバチ。そこは女王蜂とか、クィーンオオスズメバチとか表示されないの？

　さっき倒したオオスズメバチと違うでしょう。

「おじさん、あれは？」

「あわわわわわわ」

　ダメだ。驚いて、腰を抜かしている。

　とりあえず、さっきまでのオオスズメバチと区別をつけるために女王バチと呼ぶことにする。

　女王バチは死んでいるオオスズメバチを見ると、口でカチカチと音を立てて、羽を強く振動させる。気持ち悪い。

　そして、女王バチはわたしたちを敵と認識したみたいだ。











[image: ]314　くまさん、道を教えてもらう






　女王バチの後ろから数匹のオオスズメバチが現れる。

「くまきゅう、おじさんをお願い！」

　くまきゅうにおじさんの護衛を任せる。

「嬢ちゃん!?」

「おじさんは絶対にくまきゅうから離れないで！」

　わたしはおじさんに指示を出すと、目の前の女王バチと対たい峙じする。女王バチとオオスズメバチに風の刃を飛ばす。数匹のオオスズメが風の刃の餌え食じきになるが、女王バチは躱かわす。女王バチはお尻をわたしに向けて突き出すと、大きな針を出してくる。

　そんな大きな針で刺されたら死ぬから。先端恐怖症じゃないけど、怖いよ。

　女王バチは針をわたしに向けたまま、一気に急降下してくる。わたしは横に避よけ、すれ違うタイミングを合わせて、クマパンチを胴体に打ち込む。プニュウって柔らかい感触が伝わる。そのまま、クマパンチを振り抜く。女王バチは地面を転がる。

　致命傷を与えた感覚はない。

　獣や甲殻類と比べると、柔らかいみたいだ。

　でも、あまり触りたくないね。なによりも、至近距離で女王バチの顔を見たくない。虫嫌いもあるけど、すれ違ったとき見た顔が怖い。絶対に正面から見たくない顔だ。震えてしまう。

　悪いけど、長く相手にしたくないので、早々に決着をつけさせてもらうことにする。

　倒れている女王バチは口をカチカチ言わせ、羽を高速に振動させると飛び上がろうとする。逃がさないように風魔法を放って追い討ちをかけるが、女王バチのほうが速く、一気に飛び上がってしまう。

　いろいろと気持ち悪いことを考えていたら、反応が遅れてしまった。

　飛び上がった女王バチに攻撃を仕掛けようとしたとき、後ろから叫び声があがる。

「あわわわわわ。こ、こっちにくるな」

　声がしたほうを見ると、おじさんに襲いかかっているオオスズメバチがいる。でも、くまきゅうがわたしの指示どおりにおじさんを守っている。

　オオスズメバチがおじさんを襲う。でも、くまきゅうが襲いかかってくるオオスズメバチにタイミングを合わせて、本物のクマパンチをして叩たたき落とす。そして、地面に落ちたオオスズメバチにトドメの一撃を与える。

　おお、くまきゅう、格好いい。

「こっちは任せて」的な表情でわたしを見るので、おじさんのことはくまきゅうに任せて、わたしは女王バチに専念することにする。

　わたしは空を飛んでいる女王バチに向けて風の刃を放つ。だが、風の刃魔法は簡単に躱される。普通の蜂同様に小回りがきくみたいだ。

　今度は避けられないように連続で風の刃を放つ。今度は躱すことができない。命中したと思ったが、風の刃は消える。

　うん？　振動？　羽の起こす風？　に相殺された？

　これならどう？

　土の塊を放つ。これなら、振動や風で防ぐことはできないはず。だが、女王バチはクルッと回転して避ける。そして、再度、お尻を突き出し、わたしに針を向けて急降下してくる。

　さっと躱すが、大きいくせに動きが速い。本当は炎系がいいんだろうけど、流石さすがに森の中じゃ、木に燃え移りでもしたら大変なことになるから火は使えない。

　火の魔法がダメなら他の方法で倒せばいい。

　わたしはなにもせずに相手が攻撃を仕掛けてくるのを待つ。

　女王バチはわたしの周りを飛ぶと、再び針を出したお尻をわたしに向けて急降下してくる。わたしはそのタイミングに合わせて、女王バチの前に土のクマを作り上げる。

　学園祭のときに貴族の騎士と試合をしたときに使った方法だ。

　女王バチの立派な針は土のクマに突き刺さることもなく、ポキッと折れる。針が折れた女王バチは地面に落ち、口をカチカチさせる。

　ううぅ、やっぱり至近距離で顔を見るとダメだ。

　でも、今が倒すチャンスなので、地面に倒れている女王バチの頭を風魔法の刃で切り落とした。

　無事に女王バチの討伐が終了する。

　わたしはすぐにおじさんのことを思い出して、くまきゅうのほうを見る。

　そこには数匹オオスズメバチが地面に落ちており、おじさんとくまきゅうが仲良くしていた。

　どういうこと？

「倒したのか？」

「うん」

　おじさんがくまきゅうの体を撫なでている。

「嬢ちゃん、本当に凄すごいな」

　倒れている女王バチを見て、おじさんの口から素直な感想が出る。

　それにしても大きい。こんな蜂の魔物がいるのはゲームの世界だけだと思ったよ。まあ、ここは異世界だけど。

「おじさん、このでかいのは？」

　ウルフ並みの大きさの蜂というだけで、気持ち悪い。そもそも通常のですら大きさがカラスぐらいあり、たまったものじゃない。

「分からん、初めて見た。でも、こんな大きなオオスズメバチが村の近くにいたかと思うとゾッとする。本当に嬢ちゃんには感謝だ。ありがとう」

　まあ、偶然居合わせたから倒しただけだ。成り行きともいう。

「それと、嬢ちゃん。このクマ、名前はくまきゅうでいいのか？」

「そうだけど」

　わたしが頷うなずくと、おじさんはくまきゅうのほうを見る。

「くまきゅう、守ってくれてありがとうな」

　おじさんはくまきゅうの頭を優しく撫でて、お礼を言う。

「くぅ〜ん」

　くまきゅうは可愛らしく鳴く。少し前にくまきゅうを見て、驚いていた人とは思えない変わりようだ。どうも、オオスズメバチから守ってくれたことに感激したらしい。

「クマはこんなにも可愛いものだったんだな」

「わたしのクマが特別なんだよ。間違っても、野生のクマに近づいちゃダメだからね」

　野生のクマに近づいて、襲われでもしたら危険だ。一歩間違えば死ぬかもしれない。

「分かっているが、こんなクマがいることを知ってしまうと、撫でてしまいそうだ」

　おじさんはくまきゅうの頭を何度も撫でる。

　本当に危険だから、やめてよ。

　おじさんはオオスズメバチから守ってくれたことを、何度もくまきゅうにお礼を言っている。

　確かにおじさんを守ったのはくまきゅうだけど、他のオオスズメバチや女王バチを倒したのはわたしなんだけど。

　まあ、くまきゅうが怖がられるよりはいいけど、納得がいかない部分もある。




　それから、討伐した女王バチの所有権もおじさんに譲る。

「全部売ったら、かなりの金額になるが、本当にいいのか？」

「いらない。見たくない。おじさんがいらないなら、今すぐに燃やしたいぐらい」

　クマボックスに入れるのも嫌だ。わたしはクマさんパペットの前に炎を出す。

「待ってくれ、分かった。ありがたくもらう。だから、燃やすなんて、もったいないことはしないでくれ」

　わたしは炎を消す。

「もし、お金になるなら、今度、魔物が現れたときに、冒険者を雇う資金にでもして」

　もしかすると、わたしが討伐したオオスズメバチだけではないかもしれない。お金がないからといって、魔物討伐を一般人がやるのは危険だ。

　村の人がおじさんみたいに頼りない人たちばかりとは思わないけど、おじさんが魔物と戦うことを想像すると不安になる。

　あんな腰を抜かして、適当にナイフを振り回したって、魔物を倒せるわけがない。

　それなら、今後の討伐で冒険者を雇うための資金にしてもらったほうがいい。

「感謝する」




　おじさんはオオスズメバチの解体を始める。オオスズメバチがいた証拠として、針や羽を持っていくらしい。

　そして、解体を終えると、わたしたちは村に向けて出発する。

「しかし、この目で見ても信じられないな。嬢ちゃんみたいな可愛い女の子が冒険者で、しかもオオスズメバチを倒すなんて。しかも、こんなクマまで従えて」

　おじさんはわたしが乗るくまきゅうを見る。

「でも、本当にお礼はいいのか？」

「別に村のために倒したわけじゃないからお礼はいいよ。それにちょっと急いでいるから、道を教えてくれるだけで十分だよ」

　道に迷って、余計な魔物討伐までしてしまい、時間をかなり浪費してしまった。今は少しでも急ぎたい。

　わたしが道に迷ったせいで、街が手遅れになっていたなんてことになったら困る。




　しばらく歩くと村が見えてくる。

「あれが俺の村だ。そして、この道を進むと大きな道に出る。その道を左に行くと王都、右に行くと嬢ちゃんが目指しているカルスの町に行くことができる」

　道はこっちだったんだね。見事にずれていた。あのまま進んでいたら、違うところに行くところだった。

「もし、村の近くを通ることがあれば、いつでも来てくれ。嬢ちゃんならいつでも歓迎する。もちろん、くまきゅうも歓迎する」

「くぅ〜ん」

「ありがとう。そのときはお願いね」

　くまきゅうは嬉しそうに鳴き、わたしも村の近くに来ることがあれば、寄ることを約束する。

　わたしはおじさんに教わった道をくまきゅうに乗って走らせる。

　そういえば、おじさんの名前を聞くのを忘れたね。わたしも名乗っていないし、名乗ったのはくまきゅうだけだ。

　まあ、村に行くことがあれば、そのときに聞けばいい。

「くまきゅう、遅れた分を取り戻すよ」

「くぅ〜ん」

　くまきゅうは返事をすると速度を上げる。
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　今度は迷子にならないよう道なりに進む。休憩を何度かとり、そのたびにくまゆるとくまきゅうを乗り換える。

「くまきゅう、ありがとうね。休んでね」

　走ってくれたくまきゅうにお礼を言って送還する。そして、くまゆるを召喚する。

「くまゆる、お願いね」

　くまゆるに乗って進む。進むにつれて、植物の数が減ってくる。

　だんだんと砂漠に近づいている感覚になる。

　やっぱり、雨が少ないのかな？

　途中で１泊して、翌日の昼過ぎに町が見えてくる。あそこが道を教えてくれたおじさんが言っていたカルスの町だろう。

　この町を越えて、さらに進めば砂漠にあるデゼルトの街があるらしい。

　くまゆるに乗って、町の近くまでやってくる。

　このまま、くまゆるに乗って町に入ることはできないので、人が見えていないところでくまゆるを送還して、町の入り口まで歩く。

　そして、入り口に立っている人がわたしの格好を見ると、いつもどおりに変なものを見るような目で見てくる。まあ、いつものことだ。

「嬢ちゃん、どこから来たんだい？」

　もの凄すごく怪しい目で見られている。

　素直に王都と言うべきか、近くの村と噓うそを吐つくべきか。

　そもそも、クマの格好をした女の子が歩いてくることが怪しいんだよね。せめて、馬車や馬があれば別なんだろうけど。

「もしかして、ユナちゃん？」

　わたしが悩んでいると、わたしを呼ぶ声が聞こえてくる。

「ああ、やっぱり、ユナちゃんだ」

　わたしのところに見覚えのある女性が嬉しそうにやってくる。

「ローザさん？　どうしてここに？」

　わたしに声をかけてきた女性はミリーラの町でお世話になったローザさんだった。男のブリッツが３人の女性をはべらせているハーレム冒険者パーティーの女性の一人だ。

　でも、今はローザさんしかいないようだ。もしかして、愛想を尽かして、別れたのかな？




　わたしはローザさんのおかげで、言い訳をすることもなく、町の中に入ることができた。

　ローザさんには感謝だ。

「それで、どうして、ユナちゃんがここに？」

「仕事だよ」

　忘れがちだけど、わたしは冒険者だ。仕事だってやっている。

　本当だよ……。

「それで、ローザさんこそ、どうしてここにいるんですか？　最近、クリモニアでは見かけませんでしたけど」

　ローザさんたちはミリーラの町からクリモニアにやってきて、しばらく仕事をしていた。

　それで、たまに見かけることがあったけど、最近は見ていなかった。まあ、わたしがあまり冒険者ギルドに顔を出していないってこともあるんだけど。

「ブリッツが、いろいろなところに行きたいって言いだしてね。仕事をしながら、いろいろな土地を回っているの。今回も仕事でこの町に来たのよ」

　ローザさんのパーティーは、リーダーの男性剣士のブリッツに魔法使いのラン、女性剣士のグリモスの４人だ。男性が１人に、女性が３人なので、わたしは勝手にハーレムパーティーと呼んでいる。

　実際にハーレムなのかは知らないけど、はたから見たらハーレムにしか見えないから間違っていないと思う。

「他のメンバーはいないんですか？」

「今は自由時間だから別行動なの。それで、町の中を散歩していたら、クマの格好をした女の子が町の入り口に見えたから、もしかしてと思ってね。そしたら本当にユナちゃんだったから、声をかけたわけ」

　可愛かわいらしい笑みを浮かべる。

　どうして、こんな可愛らしい人がハーレムの一人に収まっているのか謎だ。

　やっぱり、ブリッツがイケメンだからかな。

「ユナちゃん。仕事ってことはデゼルトの街へ行くの？」

「うん、ちょっと荷物を運ぶ依頼を受けたから」

　一瞬、仕事内容を言ってもいいかと脳裏に浮かんだけど、そうすると依頼主と運ぶものも教えなければならなくなると思い、曖昧に答えた。

「そうなんだ。それじゃ、あの砂漠を越えていくのね。わたしからは頑張ってとしか言えないけど、結構大変よ」

　なにか、遠い目をするローザさん。

　嫌なことでもあったのかな？

「ユナちゃん。今日はこの町に泊まっていくんでしょう？　わたしたちが泊まっている宿を紹介してあげようか？」

　普通はこの町で砂漠越えの準備をしてから、デゼルトの街へ向かうらしい。

「その前に冒険者ギルドに行って、デゼルトの街の行き方を聞かないと」

「先に宿を確保しておいたほうがいいわよ。商人が多く来るし、それを護衛する冒険者もいるから、宿屋はどこも混んでるわよ。他の人と雑魚寝なんて嫌でしょう」

　う〜、確かに知らない人と雑魚寝は嫌だ。そんなところでは落ち着いて眠ることもできない。

　まあ、いざとなれば、クマハウスがあるから適当に町の外に建てればいいだけだ。でも設置場所を考えないといけないので、それはそれで面倒だけど。

　だから、素直にローザさんの言葉に従い、先に宿屋を確保することにした。

　宿屋に向かって歩いていると、先ほどから気になっていることがあるので、尋ねることにする。

「ローザさん、あれってなんですか？」

　わたしの視線の先には大トカゲのでかいのがいる。しかも馬のように手綱をつけて、人が乗って町の中を歩いている。

「あれはラガルートよ」

「あのトカゲみたいなの、ラガルートっていうんですか？」

「ええ、魔物だけど、おとなしくて、砂漠を移動するときに乗るのよ。わたしも初めて見たときは驚いたわ」

　確かに、馬じゃ砂漠の移動はできないけど、ラクダじゃないんだ。砂漠っていえばラクダだと思っていたんだけど。異世界は違うらしい。あのトカゲみたいな生物に乗って砂漠を移動するらしい。

　でも、あのトカゲ、魔物なんだ。

　ちょっと、確認のために探知スキルを使用する。すると町の中に無数の魔物の反応が現れ、ラガルートと表示されている。

　本当に魔物だ。これ、知らずに探知スキルを使ったら、何事だって思って、慌ててたかもしれない。

「危険はないの？」

「わたしも詳しいことは分からないけど、大丈夫みたいよ。基本、おとなしいし、昔から砂漠の移動手段に使われているみたいだから。もっとも、わたしもこの町に来てからの知識だけど」

　砂漠を大きなトカゲで移動するなんて、まさしく異世界ならではの乗り物だね。

　少し、乗ってみたい気持ちもあるけど、わたしにはくまゆるとくまきゅうがいるから、浮気はしない。

「それにしても、視線を感じるわね」

　うん、それはわたしも感じているよ。でも、あえて無視をしていた。すれ違う人はわたしたちを見ている。正確にはわたしだけど。

「ローザさんが美人だからですね」

「ふふ、ありがとう。でも、この視線はユナちゃんを見ているわね。ユナちゃんの可愛らしいクマの格好が気になるみたいね」

　そこは正直に奇妙な格好とか、変な格好とか言ってくれてもいいんですよ。もう、慣れていますから。

「でも、そんな格好をしていて暑くないの？　見ているだけでこっちが暑くなってくるんだけど」

　わたしはクマの着ぐるみ装備のおかげで、快適だ。ローザさんは額に汗をかき、暑そうに手のひらで扇いでいる。

「特別な服だから、暑くないですよ」

「そうなの？」

「そうなんです」

　強引に納得してもらう。

　普通は信じてもらえそうもないしね。

　視線を浴びながら、宿屋に向かっていると、見覚えのある女の子が前からやってくる。

「やっぱり、ユナだ」

　やってきたのは、ローザさんと同じハーレムメンバーの一人、魔法使いのランだ。

　年齢は18歳ぐらいの可愛らしい女の子。この女の子もブリッツの毒牙にかかった一人だ（勝手な思い込み）。

「ラン、どうしてここに？　買い物に行ったんじゃなかったの？」

　ローザさんがランに尋ねる。

「行ったよ。でも、一人じゃつまらないから、宿屋に帰るところ。そしたら、２人が見えたから。それで、どうしてユナとローザが一緒なの？」

　仕事でこの町に立ち寄ったことと、偶然、街の入り口でローザさんと出会ったことを説明する。

「それでわたしたちが泊まっている宿屋をユナちゃんに紹介しようと思って、宿に向かっているところよ」

「それじゃ、わたしも一緒に行く」

　そんなわけでランも一緒に宿屋に行くことになった。

「ユナは相変わらずの格好をしているんだね。暑くないの？」

　同じことを言われたので、ローザさんに言ったのと同じことを説明する。

「それでくまゆるは一緒じゃないの？」

　キョロキョロと見渡す。

　流石さすがに見知らぬ町の中でクマを連れ歩くわけにはいかない。驚かれて、攻撃でもされたら、たまったものじゃない。

「くまゆるなら、この中にいるよ」

　クマさんパペットをパクパクさせる。

「そういえばあのクマは召喚獣だったわね」

「うう、久しぶりにモフモフしたい」

　ランはそう言いながら、わたしのクマの着ぐるみをモフモフする。

「柔らかい」

　決して、わたしのお肉が柔らかいわけじゃない。クマの着ぐるみが柔らかいだけだ。

　とりあえず、ランを引き離すのをローザさんに手伝ってもらう。

　でも、なかなか離してくれなかったので、あとでくまゆるをモフモフしてもいいと約束をして、離してもらった。

　くまゆるゴメンね。クマさんパペットの中にいるくまゆるに謝っておく。

「ふふ、くまゆるに会える。モフモフができる」

　嬉しそうにするラン。

　そして、宿屋に到着して中に入ると１階は酒場のようになっている。視線を向けられるが、無視して、カウンターのところに行く。

「あら、２人とも戻ったのかい？」

　カウンターにいる、少し肉づきのいいおばちゃんがローザさんたちに声をかける。

「戻りました」

「それで、その可愛らしい格好をした女の子はなんだい？」

　おばちゃんがわたしのほうに視線を向ける。

「わたしたちと同じ冒険者ですよ。仕事でこの町に来たところを偶然に会ったんです。それでこの宿を紹介しようと思って」

「このクマの女の子が冒険者？」

　おばちゃんは信じられないような表情でわたしを見る。

　これもいつものことだ。

「そこらにいる冒険者よりも強いですよ」

「わたしたちが束になっても勝てないかも」

「今まで、嬢ちゃんみたいな若い冒険者は見てきたけど、そこまで強いとなるとね」

　２人の言葉に、あらためて信じられないという顔をする。

「本当ですよ」

　全員の視線が集まるのでいたたまれなくなる。

　でも、このままではいつまでもわたしの話題が続きそうなので、得意技を発動する。

　秘技、話題ずらし。

「あのう、それで部屋のほうは？」

　とりあえず部屋をお願いして、逃げることにする。

「ああ、ごめんよ。１人部屋でいいんだよね」

　わたしは頷うなずく。

　見事に話題を変えることができた。

「ごめんよ。今、空いている部屋はないんだよ」

「なんとかならないんですか？」

　わたしの代わりにローザさんが尋ねる。

「う〜ん、そうだね」

「ローザさん、わたしなら別の宿に行きますから」

　宿屋なら他にもあるはずだ。最悪、クマハウスがある。

「ダメ、約束」

　宿屋を出ていこうとするわたしを、ランがわたしの着ぐるみを摑つかむ。

　そうだったね。くまゆるをモフモフさせる約束をしたね。

「それなら、わたしたちの部屋に泊まればいい」

　ランがとんでもないことを言いだす。

「ランの部屋って、……ブリッツがいるんでしょう？」

　男の人と一緒の部屋に泊まるのは流石に。

「大丈夫。追い出すから」

「そうね。それはいい考えね」

　ランのアイデアにローザさんも賛同する。

「いや、それはまずいでしょう」

「ふふ、冗談よ。元から別々の部屋を借りているの。わたしたちが借りたとき、３人部屋と１人部屋しかなくてね。あとで、４人部屋も空いたんだけど。面倒だから、そのまま借りているわけ」

「でも、３人部屋なんでしょう？」

「大丈夫、ユナは小さいから、一緒に寝られるよ」

「え、遠慮するよ。他の宿に行けばいいだけだし」

「なら、あんたたち４人部屋に移動するかい？　まだ空いているよ」

「さっきは空いてないって」

「空いてないのは１人部屋さ。４人部屋なら空いてるよ」

「なら、４人部屋に移動させてもらおうかしら。それなら、ユナちゃんも問題はないでしょう」

「えっと、わたし１人で、その４人部屋を借りてもいいけど」

　お金ならあるし。

　なによりもそのほうが落ち着く。

「ダメよ。同じ部屋じゃないと、くまゆるをモフモフできない」

　それが理由ですか。

「おばさん。とりあえず、３人部屋から４人部屋への変更をお願いします。代金はわたしたち持ちで」

　ローザさんが部屋の変更の手続きをお願いする。

「わたしも払うよ」

「いいのよ。ユナちゃんにはあのときにお世話になったからね」

　お世話になったのはわたしも同様だ。

　あのときはわたし一人じゃ捕まっていた人たちのケアはできなかった。

　盗賊から救い出した人たちに言葉をかけ、家族を殺された人たちに優しく接してあげたのはローザさんたちだ。あのときのわたしはなにもできなかった。あのときは盗賊を倒せば終わりと思っていたけど、それだけじゃないことを知った。

「それじゃ、部屋はあんたたちが使っている階の一番奥の突き当たりの部屋になるよ。３人部屋を空けたら、鍵は返しに来ておくれ」

　おばちゃんは４人部屋の鍵をローザさんに渡す。
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「ユナちゃん、それじゃ部屋に行こう」

　宿屋のおばちゃんから鍵を受け取ったローザさんは、逃がさないようにとわたしのクマさんパペットを握る。後ろからはランが背中を摑つかむ。

　逃げたりしないから、離してほしい。

　でも、わたしの気持ちは通じることなく、連行されるようにローザさんたちが借りている３人部屋に連れていかれる。部屋の中に入ると、剣の手入れをしているグリモスの姿があった。

　グリモスは言葉数が少ない女性だ。女性としては背が高く、大きめな剣を扱っている。

　ブリッツがリーダーでローザさんが陰の支配者で、ランがムードメーカーなら、グリモスは縁の下の力持ちって感じのパーティー構成だ。

「グリモス、部屋を移動するから、片づけて」

　ローザさんは部屋に入るなり、グリモスに向かって言う。

　いきなり、そんなことを言われても困ると思ったんだけど、グリモスは「分かった」と言うと剣を鞘さやに収め、他の荷物も片付け始める。

　ローザさんもランさんも荷物の片付けを始める。

　そして、何事もなかったように、４人部屋に移動する。

　手慣れている感じだね。

　部屋に入るとベッドが等間隔に４つ並んでいる。わたしは一番奥のベッドを借りることになった。

「ユナ、元気そうだな」

　グリモスが荷物を置きながら、声をかけてくる。

　無視されていたわけじゃなかったんだね。

　元から口数が少ないから、そのあたりの判断が難しい。

「グリモスも元気そうだね」

「それだけが取り柄だからな」

　言葉数は少ないけど、久しぶりに会えたことが嬉しかったのか、微ほほ笑えんでくれる。

「それじゃ、ユナ。そろそろ、くまゆるを」

　ランが隣のベッドにやってきて、くまゆるを所望する。

「ごめん。これから、冒険者ギルドに行かないといけないから、帰ってきてからでいい？」

「え[image: ]、どうして？　なんで？　約束したでしょう」

　約束はしたけど、今とは言っていない。

　１年後でもいいはず。

「明日の朝には出発したいから、デゼルトの街の行き方を聞いておきたいの」

「それなら、わたしが教えてあげる。だからいいでしょう」

　確かに行き方を知っているなら、ランに教えてもらったほうが手間にならない。

　なによりもトラブル回避ができる。わたしが冒険者ギルドに行くと、高い確率で絡まれたり、笑いものにされる。それなら、ここでランから聞いたほうが余計なトラブルを起こさないで済む。

「それじゃ、お願いしてもいい？」

「でも、教えるといっても、それほど話すことはないんだけどね」

「基本を守れば迷子にならずに済むからね」

　ローザさんもわたしのところに来て、ランの隣に座る。

　迷子と言われると、この町に来るときに道に迷ったわたしは苦笑いを浮かべるしかない。

「とりあえず町の外に出ると柱が見えるから、それを目指せばデゼルトの街に行くことができるよ」

「柱？」

　いきなり、変なことを言い出した。

「昔の人が作ったらしいんだけど、砂漠で迷子にならないようにデゼルトの街の方向に柱が等間隔で立っているの」

「砂漠には道もなければ、目印になるものもないから、砂漠で唯一、目印になるのがその柱なの」

「だから、デゼルトの街に行くなら、柱を目指して進むこと。そうすれば迷うことはないよ」

　なんとも耳が痛い話だ。数日前に国王から道から逸れなければ、迷わずに町に行けると言われたのに、道を逸れて迷った自分がいる。

「本当に柱を建ててくれた人には感謝よね。進む先に常に柱があるから、わたしたちも迷わずに行けたわよ」

「ローザさんたちはデゼルトの街に行ったことがあるんですか？」

「護衛で一度だけね」

「あれは大変だったわ」

　どこか、２人が遠い目をする。

「あと、ユナはラガルートは大丈夫？」

「ラガルート？　大きなトカゲだっけ？」

　町の中を歩いていた、大きなトカゲを思い出す。

「うん。みんな、あれに乗って、デゼルトの街へ向かうの。ランはね、ラガルートが苦手なのよ」

「あの、チョロチョロと出る長い舌がダメ。ユナも乗るなら覚悟したほうがいいよ」

　どうやら、ランは爬は虫ちゅう類るい系が苦手みたいだ。

　わたしはどうなんだろう？　虫ほどの嫌悪感はないけど、くまゆるとくまきゅうみたいなモフモフ系のほうが好きだ。

「わたしはくまゆるに乗っていくから、ラガルートには乗らないよ」

「クマで砂漠を移動するの!?」

「そうだけど」

　わたしの言葉に２人は驚く。まあ、普通はクマで砂漠を移動するイメージはできないからね。

「くまゆるが可哀想だよ」

「無謀よ」

「わたしのクマは召喚獣だから、大丈夫だよ」

　心配されるが、うちの子（クマ）は優秀だから、雪の中、砂漠の中、どこでも大丈夫なはずだ。

「そうなの？」

「羨うらやましい。わたしもくまゆるが欲しい」

　ランが羨ましそうにするが、あげないよ。

「それじゃ、その柱を目指して行けば、デゼルトの街に着くってことでいいんだよね」

「うん、冒険者ギルドに行っても、同じことを言われると思うよ」

「それ以外に行き方はないしね」

　それじゃ、問題はすれ違う人たちの対処ぐらいかな。遠くに柱が立っているなら、多少離れても大丈夫そうだし、平気かな？

「それと、柱には魔物除よけが施されているらしいから、休憩するなら柱のところでするといいわよ。わたしたちもギルドで聞かされただけだから、本当のところは分からないけど。移動する人はみんな、休憩や、夜営をする場合は柱のところでするわ」

「まあ、実際に柱にいても魔物と遭遇したって話も聞くから、半信半疑だけどね」

「わたしたちのときは、わたしの日頃の行いがよかったから、一度も魔物は現れなかったけどね」

　なぜか、ランが自慢気に言う。

　でも、魔物除よけになっているのは移動する者にとっては多少なりとも、助かると思う。

　まして砂漠は移動しにくいし、暑いだろう。そんな中で魔物と戦いたくない。

「柱と柱の間は魔物との遭遇率が高いから気をつけてね」

　ローザさんとランの説明が終わる。思っていたよりも、簡単に目的地に着けそうだ。

　あとはくまゆるとくまきゅうが砂漠でも問題がないかぐらいだ。

「ありがとう。助かったよ」

「それじゃ、さっそく、くまゆるを」

　コンコン。

　ランがわたしに迫ってきたとき、ドアがノックされる。

「みんな、いるのか？」

　ドアの外から男性が尋ねてくる。

　どこかで聞き覚えがあるような。

「いるよ〜。入っていいよ」

　ローザさんは迷うこともなく、ドアに向けて大きな声で返事をする。するとドアが開き、このパーティーのリーダーであるブリッツが入ってくる。

「クマの格好した女の子と一緒に４人部屋に移動したと聞いたから、もしかしてと思ったが、やっぱりユナか」

　部屋に入ってきたブリッツはわたしのことを見る。

「それで、なんでユナがここにいて、同じ部屋になったんだ？」

「ユナちゃんは仕事で町に来たんだって。それでわたしたちの宿を紹介したんだけど、１人部屋が空いてなくて。４人部屋なら空いているっていうから、みんなで移動したの」

「もしかして、やきもち？　今日はブリッツのいる場所はないよ」

　ランがニヤニヤしながらブリッツを見る。

「そんなわけがないだろう。俺は理由を知りたかっただけだ。とにかく、リベルさんが早く鍵を返しに来いだって」

「ああ、忘れてた」

　ローザさんが慌てて立ち上がる。

　話の流れからして、リベルさんっていうのは、さっきのおばちゃんの名前かな？

「あと夕飯はどうする？　そろそろ混み始めるぞ」

「えっ、もうそんな時間？」

　外を見ると薄暗くなってきている。

　どうやら、話し込んでいる間に時間が結構過ぎていたみたいだ。

「くまゆるは？　まだ、モフモフしていないよ」

「ラン、それは食事のあとだよ」

「え[image: ]」

「グリモス、ランを引っ張っていって。あと席の確保もお願い」

「分かった」

　グリモスは背の低いランを軽々と持ち上げる。

「ちょ、行くから離して[image: ]」

　そして、２人は部屋から出ていく。

「ユナちゃんも行くわよ」

　ローザさんはわたしの腕を摑むと引っ張る。

　断る理由もないので、一緒に食事をすることになった。ローザさんは１階に下りると、おばちゃんのところへ鍵を返しに行く。わたしはブリッツと一緒に、席を確保してくれたグリモスのところへ行く。テーブルは円形になっており、すでにグリモスとランが座っている。

　どこに座ればいいかと悩む。ハーレムパーティーだと、順位があって、パーティー中の順位が高いほど男の側に座れると聞いたことがある。

　だから、わたしがブリッツの隣に座ることはない。

　ブリッツがグリモスの隣に座る。そうなると、必然的にブリッツのもう片方のとなりの空いている席はローザさんになる。

　わたしは結論に達して、ランの隣に座る。

「ユナ、今、変なことを考えて座らなかったか？」

「そんなことはないよ」

　ブリッツに心を読まれた。

「人の顔を見て座っただろう」

「気のせいだよ」

　目を逸らして、ごまかす。

　ブリッツが疑うように見てくるが、救いの女神がやってくる。

「おまたせ、料理も適当に注文しておいたからね」

　ローザさんがわたしとブリッツの間の椅子に座る。

　それと同時に１人の男性がやってきた。

「ブリッツ、ついにガキにまで手を出したのか」

　わたしのほうを見て言うが、ガキって誰？

「違う。これは知り合いだ。あと忠告だが、あまり、その女をからかうことはしないほうがいいぞ」

「なんだ、違うのか。てっきり、また女を増やしたのかと思ったぞ。しかも、変な格好をしているし」

　ガキとか、変な格好とか失礼な男だ。でも、この程度で怒らなくなったわたしは、大人になったものだ。

「えっと、ユナちゃん。彼はこの町の冒険者でドラン。口は悪いけど、町の見回りなんかもしているいい人よ」

「ブリッツは３人の綺麗どころを独り占めして妬ねたみを買っているから、たまに様子を見に来るんだ。そしたら、クマの格好をした女の子が増えているから、トラブルになる前にと声をかけたのさ」

「人聞きが悪いぞ。ユナはローザが誘ったんだ。俺は関係ないぞ」

「外から見れば、おまえさんが囲っているように見えるものさ」

　つまり、わたしもブリッツのハーレムメンバーの一人と見られていると。失礼極まりない。

「ブリッツの言うとおりよ。彼女は前の仕事のときに一緒になっただけ。そのときにいろいろとお世話になったのよ」

「お世話になった？　したの間違いじゃないのか？」

「普通はそう思うわよね。でも、違うのよね。彼女はわたしよりも強い冒険者だからね」

「冗談だろう」

　ドランは笑う。

　信じていないね。

「とりあえず、そっちの変な格好をした女の子が、おまえさんの女じゃないことは分かった。だけど、部屋に連れ込む真似だけはするなよ」

「しないから。あっちに行け！」

「分かった、分かった」

　ドランは笑いながら、去っていく。
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「ふふ、どうやら、ユナちゃんがブリッツの毒牙にかかったと思って、心配してくれたみたいね」

「酷ひどい言いがかりだ」

　確かに酷い言いがかりだ。ブリッツがたくさんの女性をはべらすのは自由だけど、その中にわたしを入れないでほしい。そんな目で見られるのはたまったものではない。

　ブリッツはブリッツで小さい声でガキには興味がないとか言っているが、わたしの耳には聞こえている。

　殴りたいが、わたしも大人だ。ここは我慢しよう。

　それにランだって、わたしほどじゃないけど、小さいよね。

「ユナ、なに？」

　わたしがランを見ていたら不審に思ったランが声をかけてくる。

「ランは若いなと思って」

「まあ、このパーティーメンバーの中じゃ一番若いからね」

「ランは18歳だっけ」

「そうよ」

　うん、とても18歳には見えないよ。口に出さないけど。

　あと３年ある。わたしもその頃には、ランの身長を抜いて、ローザさんぐらいにはなっているはずだ。

「ラン、若さ自慢をするのもいいけど。あっという間に20代よ」

「あと、２年あるから大丈夫」

　２人が小さな睨にらみ合いをしていると、美味おいしそうな料理が運ばれてくる。

　そういえば料理の代金は？　と思ってローザさんに聞くと、「ご馳走するから気にしないで」と言われた。

「そうだ。気にするな。どうせ、その小さい体じゃ食べる量なんてたかが知れている。ユナが俺たちの数倍食うなら請求するが、食わないだろう」

「食べないよ」

　美味しいものを食べるのは好きだけど、胃袋は人並みだ。

「ならたくさん食べて、大きくなれ」

　なんだろう、この大人が子供に対して言うセリフは。

　わたしは大人であり、好きで小さいわけじゃない。

「たくさん食べて大きくならないと、ランみたいになるぞ」

「ちょ、わたし、小さくないよ」

　ランは自分の名前を出されると否定するが、わたしから見ても、ランは小さいと思うよ。

　わたしよりは身長は高いけど、わたしが追いつけない身長差じゃないはず？

　わたしは15歳。まだ、成長の余地は残っている。それに引き換え、ランは成長期はそろそろ終わりのはず。

　ランは隣にいるブリッツに対して、立ち上がって殴ろうとする。それに対して、ブリッツはランの頭を押さえ込む。

「う〜、離せ〜」

「こんなふうになりたくなかったら、食べて大きくなるんだな」

「もしかして、さっき部屋でからかったこと、根に持っているんでしょう。ブリッツ、心がせまいよ」

「そんなんじゃない」

　ブリッツは笑うランの頭をさらに強く押さえ込む。

「ちょ、痛いよ」

　そんなランを見て全員が笑う。

　そして、ランもおとなしくなると、ブリッツから解放される。ランはまだ頰ほおを膨らませて怒っているが、料理を食べ始めると、忘れたように会話をする。

「そんなわけで、ユナにはわたしがデゼルトの街の行き方を教えてあげていたのよ」

　ランとローザさんが簡単にわたしとの経緯を説明する。

「それじゃ、ユナは明日の朝には出発するのか？」

「ちょっと急ぎだからね」

「本当はわたしたちもついていってあげたかったんだけど」

　ローザさんはランに視線を向ける。

「ランはラガルートが苦手なのよ」

「なっ、ローザだって暑いの嫌がっていたでしょう」

「あの暑さはね……」

「ラガルートは……」

　２人はお互いに顔を見合わすと苦笑いをする。

　どうやら、ランはラガルートが苦手で、ローザさんは暑さが苦手らしい。

「ブリッツとグリモスは大丈夫なの？」

「いや、あの暑さは結構キツい。それにあの何もない砂の道を進むのはつらかった。延々と柱を目指して進むのは俺には合わないな」

「我慢すればなんとか」

　グリモスも無表情で答えるが苦手そうだった。

　まあ、わたしも砂漠を見てみたいと思っているけど、それはくまゆるやくまきゅうがいて、クマの装備やクマハウスがあるから言えることだ。

　これがなにもない状態なら行きたいとは絶対に思わない。

　わたしの貧弱な体では砂漠を渡ることなんてできないし、その街に辿たどり着けるかもわからない。見た目はあれだけど、本当にクマ装備やくまゆるとくまきゅうには感謝だ。

「ブリッツたちはなんでこの町にいるの？　暑いのが嫌なら他の場所に行けばいいと思うけど」

「この町は護衛の仕事が多いが、周辺の魔物退治の依頼もある。せっかくここまで来たんだから、見物も兼ねて仕事をしている」

「でも、わたしたちも数日後には町を出ることになっているの」

「流石さすがに、この町で長期間仕事をするつもりはないから、王都に戻る予定」

「それじゃ、今後は王都で仕事をするの？」

　わたしの問いにローザさんは首を横に振る。

「特に拠点は決めていないわ。王都を中心にあちこちに行くって感じかしら」

「護衛で移動すれば、一石二鳥だからな」

「いろいろな町に行けて楽しいよ。たまに面倒な人もいるけど」

　それは同意だ。エレローラさんとか、国王とか、エレローラさんいい人なんだけど。たまに面倒になる。同じ人物が２回脳裏に浮かんだけど、きっと気のせいだ。

　新しい場所に行くのは楽しいかもしれないが、知らないことも多いから危険もある。道に迷うとか、その先に魔物がいるとか、新しいところに行けば、そんなことが起きる。

　でも、ローザさんたちはわたしが知る漫画や小説に登場する理想的な冒険者の暮らしをしている。それに初めて会ったときも、自ら盗賊退治をしようとするお人好しだし、漫画や小説ならブリッツが主人公の作品が作れるかもね。タイトルは『チートはないけどハーレムで冒険だ！』とか？

　ハーレム好きには売れるかもしれない。

　でも、ローザさんたちは王都に帰るのか。

「気をつけて帰ってくださいね」

「ふふ、ありがとう。でも、ブリッツやラン、グリモスがいるから大丈夫よ」

「流石に、クラーケンが出てきても倒せないが、パーティーメンバーぐらい守ってみせる」

　ブリッツが格好いいセリフを吐く。

「信用しているわ」

　なんか、ノロケ話に変わってくる。

　なんとなくだが、一緒にいる理由も少しだけ分かった気がする。ちゃんと、ブリッツはみんなのことを想っているんだね。

　それからノロケ話に突入する前に食事を終え、部屋に戻ってくることができた。もう少し食事が続いていたら、ノロケ話を聞かされるところだった。危なかった。

　ちなみに、部屋にはブリッツはいない。ブリッツは寂しく１人部屋に向かった。




　部屋に戻ってきたわたしたちは水で濡れたタオルで汗を拭ふき取る。

　この宿屋にはお風呂はなく、外には銭湯みたいな場所があるらしい。だけど、ローザさんたちは今日はタオルで拭くだけにするらしい。

　まあ、わたしもクマの着ぐるみのおかげで、汗もあまりかいていないので、皆と同じようにした。

　少し、さっぱりしたわたしは寝ることにする。

「それじゃ、明日は早いから寝るね」

　わたしは一番奥のベッドに移動する。

　寝る格好は白クマでなく、黒クマのままの状態だ。クマハウスでもなく、クリモニアでもなく、知らない土地だ。なにかあったときのため黒クマにしている。

「ちょっと、くまゆるは」

　ランが寝ようとするわたしのところに来て抗議する。

　残念、どうやら覚えていたみたいだ。

「早く、早く。約束でしょう」

　まあ、護衛として呼び出すつもりでいたからいいんだけど。

　大きなくまゆるを召喚するスペースはあるけど、やっぱり大きい状態で召喚すると部屋が狭くなってしまう。なので、子熊化したくまゆるを召喚する。

　ベッドの上にくまゆるが現れる。その瞬間、ランが目を大きく開けて、くまゆるを驚きの目で見る。

「な、なに、この可愛いクマは？　くまゆるの子供？」

「違うよ。くまゆるだよ」

「えっ、だって小さいよ」

　わたしは、くまゆるが小さくなれることを説明する。

　ランはくまゆるを持ち上げる。

「くぅ〜ん」

「鳴いたよ」

　そりゃ、生きているんだから鳴くよ。

　ランはくまゆるを抱きしめるとベッドに倒れこむ。

「モフモフだ。柔らかい。やっぱり、ラガルートより、クマだよね」

　いや、野生のクマは危険だからね。

　なんか、つい先日も同じことを言ったような。

　だんだんとこの世界のクマの常識を変えてしまっているような気がする。

　いつか、野生のクマを撫なでようとして、襲われる人が出そうで怖い。そうならないように願おう。

「ラン、わたしにもくまゆるちゃんを貸して」

「まだ、モフモフが足りないからダメ」

　ローザさんが羨ましそうにランを見ている。

　仕方ない。

　わたしは白クマパペットから、くまきゅうを召喚する。

　ベッドの上に召喚されたくまきゅうはわたしのところにやってくる。

「な、なに？　その白いクマは!?」

　ランがくまゆるを抱きしめながら、くまきゅうを見る。

「そういえば、クリモニアにいたときに噂で聞いたことがあるわ。ユナちゃんには２頭のクマの召喚獣がいるって」

「そうなの？」

「うん、冒険者が話しているところを聞いただけだけど」

　ローザさんがわたしのところにやってくる。

「えっと、抱いてもいいかな？」

「いいよ」

　そのために召喚したんだし。

　ローザさんも嬉しそうにくまきゅうを抱きかかえる。

「ふふ。なにか、ランじゃないけど、可愛いわね」

「わたしにはくまゆるがいるからいいもん。ねえ、くまゆる」

　ランは強くくまゆるを抱きしめる。

　くまゆるは苦しそうにするけど、それぐらいなら、大丈夫だよね？

「それで、この子の名前はなんて言うの？」

「くまきゅうですよ」

「くまきゅう。可愛い名前ね」

　ローザさんもくまきゅうを抱きかかえる。

　本当は早く寝たかったけど、約束だから仕方ない。

「ねえ、ユナ。小さくできるなら、大きくすることもできるんだよね」

「できるけど」

「それじゃ、大きくして」

　まあ、いいかな。

「ベッドの上じゃ狭いから、床に降ろしてくれる？」

　わたしがお願いすると、ランは床にくまゆるを降ろす。

　わたしはくまゆるを通常サイズに戻す。

「凄すごい。本当に大きくなった」

　ランは大きくなったくまゆるに飛びつく。

　部屋がそれほど広くないのに、くまゆるの背中に乗る。子供じゃないんだから。

「ユナちゃん、くまきゅうちゃんもいいかな？」

　ローザさん、あなたもですか。

　仕方ないので、くまきゅうも大きくする。

　ローザさんも嬉しそうにくまきゅうに抱きつく。

　一気に部屋の密度が上がる。

「ランじゃないけど、ラガルートよりいいわね」

「でしょう」

　わたしのくまゆるとくまきゅうをトカゲと比べないでほしい。

　それから、２人が満足するまで、モフモフ時間は続く。途中で子熊に戻すと、２人はベッドの上で抱いている。

「うう、暑い」

　ランはそう言いながらも、くまゆるを抱いている。

　大きいと暑さが倍増するから小さくしたけど、それでも暑いらしい。

　でも、ランは冷たい水を補給しながら抱いている。

　くまきゅうはローザさんやグリモスに交互に抱かれている。

「えっと、そろそろ寝たいから、２人ともいいかな？」

　明日も早いからもう寝たい。だから、２人にお願いしてみる。

「え[image: ]、まだ、足りないよ」

　いや、もう十分でしょう。

　いったい、いつまでモフモフするつもりなの？

「ほら、そんなことを言わずにくまゆるちゃんをユナちゃんに返してあげて」

　嫌がるランだけど、ローザさんはくまきゅうを返してくれる。くまきゅうは嬉しそうにわたしのところにやってきて、膝の上に乗る。

　その姿を見ているくまゆるが羨うらやましそうにしている。

「ほら、くまゆるちゃんもユナちゃんのところに行きたがっているわよ」

　これはチャンスかも。わたしはくまゆるに『くまゆる、寂しそうに鳴いて』とアイコンタクトする。

　すると、くまゆるは「くぅ〜ん」とわたしのところに戻りたそうに鳴く。

「うぅ」

　ランがくまゆるとわたしを交互に見る。

『くまゆる、もう、一押しだよ』

　くまゆるはもう一度わたしのほうを見て「くぅ〜ん」と寂しそうに鳴く。

「うう、可愛い……。分かった。でも、今度クリモニアに行ったら、もう一度モフモフさせてね」

　くまゆるの演技に騙だまされて、ランは名残惜しそうにくまゆるを差し出してくる。

　わたしはくまゆるを受け取ると、くまゆるはわたしに抱きついてくる。

　立派な役者になれるね。わたしはくまゆるの頭を撫でる。

「それじゃ、明かりを消す」

　今まで黙っていたグリモスが壁にある魔石に触れると部屋の明かりが消える。

「ユナ、約束だからね」

　隣のベッドから、ランの声がしてくる。

　まあ、クリモニアに来るようだったらいいかな。

　わたしが横になると左右からくまゆるとくまきゅうがやってきて、抱きつくように眠りにつく。

　なにか危険なことが起こりそうだったら、起こしてね。

　わたしは左右に寝るくまゆるとくまきゅうを抱き寄せる。

「うぅ、羨ましい」

　隣から声が聞こえてくるが、無視をして眠ることにする。








[image: ]318　クマさん、デゼルトの街に向けて出発する






　う〜ん、なんだか寝苦しい。

　なにかに体を押さえられているような感じがする。

　わたしがゆっくりと目を開けると、ランがわたしとくまゆるを一緒に抱かかえるように寝ている。

「モフモフ……」

　いや、モフモフじゃないから。

　でも、なんでランがわたしのベッドで寝ているの？

　くまゆるはわたしたちに挟まれながらも気持ちよさそうに寝ている。

　反対側を見る。一瞬、ローザさんまでいるかと思ったけど、くまきゅうがわたしに抱きついて寝ているだけだった。

　くまゆるとくまきゅうには危険があったら起こしてと頼んだけど、どうやらくまゆるとくまきゅうにとってはランがわたしのベッドに入り込んでくるのは危険とは認識しなかったみたいだ。

　まあ、実際に寝るだけなら危険はない。ただ、わたしが寝苦しくなるだけだ。

　でも、この世には女の子が好きって女の子もいる。でも、ランの場合はブリッツがいるから、それはなさそうだけど。もしものときはちゃんと守ってね。わたしは寝ているくまゆるとくまきゅうの頭を撫なでる。

　とりあえず、ランの手から逃れることにする。ランが摑つかんでいる手を離し、ベッドから脱出する。

　そして、無事なくまきゅうを元ランが寝ていた隣のベッドに移動させる。次にくまゆるをランから救い出そうとするが抱きしめて離そうとしない。

　どうしたものかと考えるが、すぐに思いつく。くまゆるを一度、送還して、もう一度召喚すればいいだけだ。

　わたしはくまゆるを送還して、すぐに召喚をする。無事にくまゆるをランから救い出すことができた。

　うん、これで大丈夫だね。わたしがランが元々寝ていたベッドの方で寝ようとした瞬間、ランが寝言を言い出した。

「う[image: ]、モフモフが……」

　ランが悲しそうな寝言を言い、手は寂しそうになにかを探している。

「う[image: ]、くまゆる〜」

　やっぱり、探し物はくまゆるだったらしい。手が一生懸命にくまゆるを探している。

　だからといってくまゆるを戻すわけにはいかない。わたしは、いい方法が思い浮かぶ。

　クマボックスからくまゆるぬいぐるみを取り出して、ランの手が届くところに置く。するとランの寂しそうにしていた手がくまゆるぬいぐるみを摑つかみ、「モフモフだ〜」と言って静かになる。

　うん、大丈夫みたいだ。これで、全員が幸せになった。

　わたしはもう一度寝ることにする。




　早朝、くまゆるとくまきゅうに起こされる。

　もう朝なの？　さっき、寝たばかりだと思ったんだけど。外は薄暗いが日が昇りだしたみたいだ。今日は早めに出発するから、早めに起きることにしていた。

　上半身を起こし、隣のベッドを見る。ランが気持ちよさそうに、くまゆるぬいぐるみを抱きしめながら一人で寝ている。あのまま気づかずに一人で寝ていたらしい。

　その反対側にはローザさん、ドア付近のベッドはグリモスが寝ている。

　とりあえず、２人を起こさないようにくまゆるとくまきゅうを送還する。

「ユナちゃん、起きたの？」

　ローザさんが隣のベッドから起き上がる。

　どうやら、起こしてしまったみたいだ。

「おはよう」

「おはよう。でも、なんでユナちゃんが隣で寝ているの？」

　わたしはランが寝ているベッドに視線を向ける。

　元はわたしが寝ていたベッドだ。

「モフモフ……」

　ランがくまゆるぬいぐるみを抱いて寝ている。

「……ラン」

　ランの寝言にローザさんは呆あきれ顔になる。

　わたしは昨夜あったことを簡単に説明する。

「ユナちゃん、ごめんなさいね。あの子も久しぶりにユナちゃんやくまゆるちゃんに会えて嬉しかったのよ。わたしたちはいろいろなところに行っているでしょう。だから、他の街で知り合いに会えると嬉しいの。まして、クリモニアから離れた、こんな場所で会えるなんて思ってもいなかったから余計にね」

　確かに、ここはクリモニアからは遠い。クマの転移門やくまゆるとくまきゅうがいるから簡単に来られたけど、みんなは大変だったはず。そんな遠い場所で出会えたんだから、確かに嬉しいかもしれない。

　なんだかんだで、わたしもローザさんたちに会えたのは嬉しかった。

「だから、ランのことは許してあげてね」

「別に怒っていませんよ。怒っていたら、夜中に叩たたき起こしてますから」

　さらにぬいぐるみを渡すようなことはしない。

「ふふ、ありがとう。それじゃ、２人を起こして、食事に行きましょう」

　ローザさんはグリモスを、わたしはランを起こす。

「くまゆる。おはよう……？」

　ランがくまゆるぬいぐるみを見て固まっている。

「な、なにこれ？」

「くまゆるぬいぐるみだよ」

「ぬいぐるみ？」

　ランが改めてくまゆるぬいぐるみを触る。

「本当だ。ぬいぐるみだ。なんで、わたしぬいぐるみなんて抱いているの？　くまゆるを抱いていたはずだけど」

「くまゆるの身代わりですよ」

「いつのまに」

　ランはくまゆるぬいぐるみをモフモフする。

「ユナちゃん、そんなものまで持っていたのね」

「子供たちに大人気なんですよ」

「それで、本物のくまゆるは？」

　ランはぬいぐるみを抱きしめながら、キョロキョロとくまゆるを捜す。

「もう、送還したよ」

「そ、そんな……」

　落ち込むラン。

「あと、勝手にわたしのベッドに潜り込まないで」

「だって、くまゆるがわたしを呼んでいたから」

　そんな、すぐに分かる噓うそを。わたしは子熊化したくまゆるを召喚する。

「くまゆる、ランを呼んだの？」

　くまゆるは「くぅ〜ん」と鳴いて、首を横に振る。

「否定していますよ」

「うう、くまゆる」

「初めて会ったときも思ったけど。人の言葉が分かるのね」

　会話を聞いていたローザさんが不思議そうにくまゆるを見る。

「まあ、普通のクマとは違いますから」

　神様にもらった、特別なクマだ。

　もしかすると、神獣みたいな存在になるのかな？

　くまゆるの顔を見る。可愛らしい顔だ。とてもじゃないが、神獣って顔はしていないね。

「あと、ぬいぐるみも返して」

「え[image: ]、くれるんじゃないの？」

「あげないよ」

　そもそも子供のために作ったぬいぐるみだ。ランにあげるために作ったわけじゃない。

「くれてもいいじゃん」

　ランがくまゆるぬいぐるみを離そうとしない。

　まあ、たくさん持っているから、あげてもいいんだけど。

「それじゃ、あげるけど、大事にしてくださいよ」

「ユナ、ありがとう」

　嬉しそうにくまゆるぬいぐるみを抱きしめる。

「ラン、いいわね」

　ローザさんが羨ましそうにランを見ている。

「ローザさんもいる？」

「いいの？」

　わたしの言葉に嬉しそうにする。わたしはくまきゅうぬいぐるみを取り出して、ローザさんに渡す。これでワンセットだ。

「くまきゅうちゃんもあるのね」

「グリモスは？」

　一応確認する。

「わたしはいい」

　ですよね〜。

　ぬいぐるみ騒動も終わり、食事をするために１階に下りる。

　ブリッツの姿はない。まだ、寝ているのかな？

　３人は起こしに行くこともしていないけど、いいのかな？

「そういえば聞き忘れたけど、砂漠ってどんな魔物が出るの？」

　ゲームでも事前情報は大切だ。

　前もって装備を整える必要がある。とはいっても、わたしにはクマ装備しかない。でも、どんな魔物がいるかは知っておいて損はない。

「話さなかったっけ。見かけるのはサンドウルフにサンドワームぐらいかな。でも、出合うとしてもサンドウルフぐらいだと思うわよ」

　サンドウルフはウルフの仲間だよね。毛皮が違うのかな？

　サンドワームはワームの仲間でいいんだよね。でも、前に倒したワームがたくさんいるのかな？　想像するだけで気持ち悪いんだけど。

　ウルフは許せる。ワームは気持ち悪いから、見つけたら即討伐だね。

　でも、フィナのお土産に持って帰ったほうがいいのかな？

「でも、サンドワームにも気をつけたほうがいい」

　黙っていたグリモスが口を開く。

「そうね。サンドワームは地面に潜っているから、気づくのが遅いと、致命的になるから。まあ、話によれば、サンドワームが砂の中で動けば振動で分かるらしいから、それに気をつけていれば大丈夫よ」

　探知スキルもあるし、くまゆるとくまきゅうがいるから大丈夫かな？

「あと、他にも魔物の目撃情報はあるみたいだけど、どれも噂程度ね」

「噂って？」

「ごめんなさい。わたしも詳しくは聞いていないの。まあ、柱を目指して進めばサンドウルフぐらいにしか出合うことはないから、大丈夫よ」

　ローザさん、知っていますか。それをわたしたちの世界じゃフラグが立ったって言うんですよ。

　でも、フラグは折るものともいう。

「まあ、ユナなら出合ったとしても、大丈夫よね」

「あの化け物を倒すぐらいだしね」

　クラーケンのことを言っているけど、口に出さないでくれている。

　ミリーラの町で箝かん口こう令れいが敷かれているのを知っているので、黙っていてくれる。

「でも、油断は禁物」

　２人の楽観的な言葉にグリモスが注意する。確かにそうだ。いくら、クマさん装備があるといっても、気をつけないと足元を掬すくわれるかもしれない。

「グリモス、ありがとう。気をつけるよ」

　そして、食事も終え、魔物の情報も仕入れたので出発することにする。

「それじゃ、ブリッツによろしく言っておいてね」

　結局、ブリッツはやってこなかった。

　まさか、昨日の冒険者が言っていたように、女の人を連れ込んで……。

　そう思ったら眠そうにするブリッツがやってきて、空いている椅子に座る。

「ああ、眠い。こんなことなら、酒なんて飲むんじゃなかった」

「遅くまで飲んでいたの？」

　ローザさんが水が入ったコップを渡しながら尋ねる。

「ああ、ドランに飲むから付き合えって言われてな」

　なるほど、それで起きてくるのが遅くなったわけか。

「ユナ、もう行くのか？」

「うん」

「おまえなら大丈夫だと思うが、気をつけて行けよ」

「ありがとう。危険な魔物が現れたら、くまゆるとくまきゅうに乗って逃げるよ」

　本当にピンチなら、クマの転移門で逃げ出すという荒技もある。

「くまゆるに怪我を負わせないでね」

　ランも心配をしてくれるが、そこはわたしの心配をしようよ。

「今度、クリモニアに生存確認に行くからな、行方不明になっているなよ」

「ふふ、ブリッツは、今度クリモニアで会おうって言っているのよ」

「素直に言えばいいのに」

「黙れ」

　ブリッツは隣に座るランの頰ほおを引っ張る。

「い、痛いよ」

　周りから笑いが起こる。

　ブリッツとも挨あい拶さつが済んだので、わたしは出発することにする。

　ローザさんたちと別れたわたしは、町の入り口に向かって歩く。早朝ってこともあるけど、トカゲに乗っている人たちが多くいる。これから出発するのかな？

　ローザさんの話では、気温のこともあるので日が出る前に出発する人が多いという。

　町の門にやってくると、門を警備している男性が眠そうに立っている。そして、わたしに気づいた男性は、目が覚めたのか目を大きく開き、わたしのことを見る。

　普通ならギルドカードを水晶板に翳かざして出ていくだけだけど、男性に止められる。

「嬢ちゃん、その格好はなんだい？」

「クマの格好だけど」

　開き直ってみる。

　それ以外に答えようがないし。

「そうか、クマの格好か」

　ジロジロと見られるが、気にしないで外に出ようとする。

「嬢ちゃん。こんなに早く、どこへ行くんだ？　外は危ないぞ」

　まあ、乗り物もなく、クマの格好をした女の子が外に出ようとすれば、止められるよね。

　わたしが出ようとしている入り口は王都から入ってきたのとは反対側になる。

　この先には砂漠が広がっており、デゼルトの街まで村もなにもない。

「散歩しに？」

　と言って誤魔化してみる。

「散歩？　１人で？　そんな格好で？　こんな時間に？」

　やっぱり、疑われるよね。

　別に逃げるように駆け出してもいいんだけど。悪意がないから、捜索隊を作られても困る。

　どうしたものか。わたしが困っていると、聞き覚えのある声がしてくる。

「ああ、やっぱり、捕まっている」

「思ったとおり」

「…………」

　声がするほうを見ると、先ほど別れたはずのローザさんとランの２人がいる。

　２人が笑みを浮かべながらわたしを見ている。

「ローザさん？」

「ユナがやってきたときのことを思い出してね。もしかすると、入り口のところで止められてるかと思って、様子を見にきたの」

　はい、見事に止められていました。

「その女の子、冒険者だから大丈夫ですよ」

　ローザさんは警備をしている男性に説明をしてくれる。

「冒険者？」

　男性は信じられないという表情でわたしのことを見る。

「ええ、だから通らせてあげて」

「確認をよろしいですか？」

　わたしはギルドカードを男性に見せる。

「ランクＣ？」

　カードとわたしを何度も見比べる。

　でも、確認をしたのだから、カードを返してもらう。

「でも、この先は砂漠しかなく、ラガルートなしでは」

　これはくまゆるを召喚しないといけないかな？

　わたしはくまゆるを召喚する。

「クマ!?」

　それから、簡単に召喚獣のことを説明して、やっと通ることができた。

　でも、これで今度１人で戻ってきても、怪しまれずに町の中に入れるようになった。

　無事に町を出ることができたわたしはくまゆるに乗り、砂漠の街デゼルトに向けて出発する。

「くまゆる。行くよ！」

「くぅ〜ん」

　くまゆるは走りだす。
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　俺は小娘に負けた。

　エレローラと職を賭けた試合だった。エレローラは大きな発言力を持っており、国王陛下からの信頼を得ている。そんなエレローラは、最近目立つクリモニアの領主、フォシュローゼの夫人だ。

　クリモニアから大きな山脈を越えていくと海がある。山越えは一筋縄ではいかない困難な道のりだ。だから、今までは山脈を越えた町と交流を持つことはなかった。それが、山脈にトンネルが見つかり、海と繫つながった。

　今では海産物に加え、塩まで仕入れている。

　クリモニアの価値は上がった。今以上に力をつけるだろう。そうなればフォシュローゼ家の発言力はますます大きくなり、エレローラの存在感も増す。

　そうなれば男性騎士のみの登用を推し進める俺の邪魔になる。

　フォシュローゼ家の持つ力を手に入れるため、俺の息子をエレローラの娘と結婚させようとしたが、当たり前だが断わられた。




　学園祭では騎士を目指す学生と騎士による練習試合の予定がある。その中には女性騎士を目指す者もいる。その芽を摘むため、担当の騎士団を、俺が率いる団に入れ替えた。そして、部下に騎士を目指す女を試合で叩たたき潰つぶすよう指示を出す。ここで女性騎士を目指す学生に恐怖を与え、くじけさせるのが目的だ。その程度で諦めるなら、そこまでの覚悟だったということだ。

　騎士は強くないといけない。




　その学園祭に国王陛下とエレローラがやってきた。そこにはエレローラの娘もいた。

　いいことを思いつく。

　俺は女性騎士を目指す女を人質にして、婚約を迫ることにする。

　あの女性騎士を目指す学生がエレローラの娘の友達とわかった。好都合だ。ここは最大限に利用させてもらう。

　俺はもっともらしいことを言って、エレローラと交渉する。

　あの女子生徒を救いたいなら、俺の条件を飲めと。エレローラの娘は自分が戦うと言いだすが、エレローラが止める。

　エレローラは困っている。もう少し押せば、娘のほうが折れるかもしれない。

　だが、そんな俺たちの会話に制服を着た小娘が割り込んできた。

「シア、わたしが代わりに戦うよ」

　エレローラの娘の隣にいた小娘がそんなことを言いだす。

　背は低く、体も細い。

　俺は笑ったが、小娘は本気のようだ。

　エレローラは少し考えると、予想外のことを口にする。

　娘の婚約のかわりに、自分の職を賭けると言いだした。この小娘が騎士との試合で負けたら仕事を辞めて、クリモニアに帰るという。

　バカか？　もう笑いが止まらない。

　こんな小娘が騎士に勝てると思っているのか？

　だが、エレローラは本気のようで、俺にも騎士団長としての職を賭けるように言う。

　少し考えるが、俺のほうが断然有利な条件だ。ここで降りるわけにはいかない。だから、エレローラの条件を受ける。そして、その言葉を反ほ故ごにさせないため、国王陛下に見届け人になっていただく。これでエレローラも約束を守るしかなくなる。




　ここまで思いどおりになると笑いが止まらなくなる。

　だが、あのエレローラが職を賭けてまでよこす小娘だ。用心したほうがいい。そこらにいる小娘とは違う可能性がある。小娘の相手は俺の隊で実力を持つフィーゴに任せることにした。

　小娘は、フィーゴに勝ったら俺とも戦うと言う。小娘はフィーゴに勝てるつもりでいるらしい。

　フィーゴが負けるわけがないと思い、俺は了承した。




　だが、フィーゴは負けた。フィーゴが魔法を使わなかったことを差し引いても、小娘は強かった。

　なんだ、あの動きは？

　少し休憩をはさんだあと、俺と試合をすることになった。疲れていたからといって、負けたあとで文句を言われても困る。

「準備はいいか、小娘」

「いつでも、いいよ」

「その自信に満ちた顔をすぐにでも、叩き潰してやる」

「それじゃわたしが勝ったら、その顔を殴らせてもらうよ」

　俺に勝つつもりでいる。笑みが出る。

「俺に勝てるならな。一言、忠告してやる。貴様には弱点がある。フィーゴの奴は手加減をしていたようだが、俺はそんなに甘くないぞ」

「それじゃ、手加減なしのあなたに勝てば、なにも問題はないよね」

「もし俺に勝てるようだったら、女性騎士を認め、貴様をわたしの息子と婚約させてやるぞ」

「そんなのいらないよ」

　小娘は本当に嫌な顔をして断る。

　貴族と結婚できるのにバカな小娘だ。まあ、俺に勝つのは無理なことだがな。




　試合が始まる。戦ってみると分かる。本当にこの小娘は強い。目が逃げていない。普通は俺が睨にらむと、大概の者は怯ひるむ。剣技も優れているが、なにより戦い慣れている。攻撃を仕掛けても恐れない。普通は剣を目の前で打ち合えば、怖いものだ。受け止めるのを失敗すれば、怪我を負うことになる。特に女は顔に怪我をすることを恐れる。それが女が弱い部分でもある。でも、この小娘は怖がることもなく、俺の剣を受け止め、受け流す。俺の部下にここまでできる者がいるか？

　だからといって、騎士団長である俺が部下や国王陛下の前で小娘に負けるわけにはいかない。




　フィーゴの試合でも分かっていたが、この小娘は魔法を使わない。使えないらしい。騎士は魔法が使えれば使う。

　悪いがこれは真剣勝負だ。魔法は使わせてもらう。お前さんの剣の技術は認めるが、これも才能の差だ。

　俺は魔法を使う。避よけられるタイミングではなかった。だが、小娘は躱かわした。

　今のを躱すか？

　笑いが出そうになる。

　俺はそのまま試合を続けようとしたが、小娘が「反則だ」と叫ぶ。なにを言っているのだ？

　どうやら、小娘は魔法を使ってはいけないのだと思っていたらしい。どうして、騎士が魔法を使ってはいけないと思うのか不思議だ。

　小娘はエレローラに言われ、納得していない表情だが、一応納得をした。しかも、自分も魔法を使う宣言をする。

　あの剣技に加え、魔法も使えるのか？

　面白い。その実力、見てやる。




　試合を再開する。

　小娘は魔法を使ってくる。どこまで規格外の小娘なんだ。

　職を賭けた試合をしているというのに笑みがこぼれる。

　このまま試合を続けていてもいいが、俺は勝負をつけるために魔法で小娘を誘導する。小娘は俺の魔法によって、誘導されたことも知らずに近寄ってくる。

　これで終わりだ。

　俺は剣を振り下ろす。小娘の動きが遅れる。防ぐことはできない。

　小娘、貴様はよくやった。面白かったぞ。

　俺が剣を振り下ろした瞬間、剣が弾かれる。

　なんだ！

　剣は変な形をしたものに弾かれた。

　体勢を整えようとしたときには、俺の首筋に小娘の剣があった。

　なにが起きたか確認すると、俺の剣は、小娘が出したクマの形をした置物に防がれたみたいだ。

　ふふ、誘導していたつもりが、俺が誘導されていたみたいだ。俺は小娘の手の上で踊っていたのか。笑うしかない。

「わたしの勝ちだね。それとも、まだやる？」

「いや、俺の負けだ」

　エレローラを王都から追い出すどころか、俺が騎士団を追い出されることになった。国王陛下が見届け人だ。なかったことにはできないだろう。

　冗談で言ったが、小娘を俺の息子と婚約させるのも悪くない。確か、名前はユーナといったか？

　小娘が近寄ってきて「あっ、そうだ。一発殴らせてもらうよ」と言うと、俺を殴った。




　小娘に負けてから数日後、国王陛下より正式に辞令を受ける。

　俺は騎士団長の職を退き、学園の教師となる。

「お前には期待している。学園で騎士希望の学生を育ててくれ」

「謹んでお受けいたします」

　俺は学園で男も女も関係なく、騎士を希望する学生を教育することになる。

　これで男性騎士擁よう護ご派はからの支持を受けられなくなり、俺は王都での力を失った。それどころか男性騎士擁護派からは恨まれることになる。

「あの娘は強かったか？」

　国王陛下は真剣な表情で、尋ねてくる。

「強かったです。わたしと同等の剣技、判断力、身体能力、読み、歴戦の騎士と戦っている感じがしました」

「おまえに、そこまで言わせるか」

「自分があの娘と同じ年齢のとき、どうだったのか。今までの自分を否定された気分でした」

　しかも、小娘にはまだ余裕があった。

　言い訳かもしれないが、俺も全力ではない。本気で戦えば、周囲は大変なことになる。

　だが、負けた理由にはならない。限られた中で戦うのも勝負のうち。あの小娘だって、俺と同じような魔法しか使っていない。

　同等の魔法を使い、剣を合わせ、それで負けた。




「一つお聞かせください」

「なんだ？」

「国王陛下はあの少女のことを知っておられたのでしょうか？　彼女のことを調べましたが、学園にはユーナという名の女の子はいたものの別人でした。わたしと戦ったあの少女は誰なのでしょうか？」

「……答えられない。これは命令だ。あの娘について調べるのは禁止とする」

　国王陛下はまっすぐに俺を見る。俺は「わかりました」と返事をした。








　あとがき









　くまなのです。『くま　クマ　熊　ベアー』12巻を手に取っていただき、ありがとうございます。




　今巻は11巻に引き続き、学園祭の話になります。

　表紙を見て、驚いた読者様もいたかと思いますが、13冊目にして、ユナがクマの着ぐるみを着ていません。ユナが制服を着る話になりましたら、表紙は制服姿のユナと決めていました。出版社様に希望を出したところ、快く承諾してくださいました。そして、表紙が念願の制服姿のユナとなりました。０２９先生が描いてくださった制服姿のユナとティリアが、とても可愛いです。

　そんな制服姿をしたユナがフィナたちと学園祭を楽しみ、トラブルに巻き込まれていきます。




　後半は暖かく感じてきたユナが、フィナたちと海に遊びに行く約束をします。でも、海に行くには、水着の準備に、孤児院がお世話をしているコケッコウのお世話をどうするか、海に行く前に、いろいろとやることがあります。そんなユナが海に行くために準備をしていると、国王陛下から呼び出しを受けます。ユナは急いで、お城に行くことになり、国王陛下より依頼を受けます。みんなで海に遊びに行く前に、ユナの新しい冒険が始まります。楽しみしていただければと思います。




　最後に本を出すことに尽力をいただいた皆様にお礼を。

　０２９先生には、いつも素敵なイラストを描いていただき、ありがとうございます。

　編集様にはいつもご迷惑をおかけします。そして『くま　クマ　熊　ベアー』12巻を出版するのに携わった多くの皆様、ありがとうございます。

　ここまで本を読んでいただいた読者様には感謝の気持ちを。

　では、13巻でお会いできることを心待ちにしています。
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　学園祭ではクマの格好したユナとの出逢い（想像していたクマの格好とは違いましたが）、シアのお店の手伝い（あまりできませんでしたが）、ユナとルトゥムの試合（不安で心配をしました）、といろいろなことがありましたが、楽しい学園祭でした。

　今日は学園祭でシアたちのお店を手伝ってくれた人たちを集めて、食事会をすることになっています。

　わたしは、あまりお手伝いをしていませんでしたので断ろうとしましたが、シアは十分に手伝ってくれたと言ってくれました。断るのも悪いので、参加させていただくことにしました。

　食事をするお店はユナが関わっているお店だそうです。どんなお店か楽しみです。




　わたしは少し用事があり、お城を出るのが遅くなりました。

　わたしは急いで馬車が停まっている場所に向かいます。今日の話を聞いたお父様が馬車を用意してくれました。

「遅くなりました。よろしくお願いします」

　馬車の前で、わたしを待っていた男性に挨拶をする。

　男性はわたしを見ると微妙な顔で馬車のドアを開けてくれます。なんでしょう？

　わたしは気にしながらも馬車に乗ります。

「遅かったな」

　馬車の中には誰もいないと思っていたら、声をかけられ、驚きました。

「お父様！」

　馬車に中にはお父様がいました。椅子に座って、わたしを見ています。

「どうして、ここにお父様がいるのですか？」

「視察として、お店に行くためだ」

「視察って、そのことをお兄様や他の者たちは知っているのですか？」

　わたしの言葉にお父様は目を逸らします。

　知らないのですね。

「サボりですか？」

「視察も仕事だ」

「お店の視察はお父様がするようなお仕事ではないと思いますが」

　わたしの父はこの国の国王です。お店の視察は国王の仕事ではないと思います。それよりも大切な仕事がたくさんあります。

「それに、どうして今日なんですか？　わたしがお店に行くことを知ってますよね」

　そもそも、馬車を用意してくれたのはお父様です。

「ついでに、おまえの学友の顔を見るためだ」

「恥ずかしいから、やめてください」

「おまえは、国王である父親が恥ずかしいのか？」

「そうではなく、学生たちの集まりに、父親が来るのが恥ずかしいんです」

　どこに娘の友人たちの集まりに参加する国王がいるの？

「本当はそれを口実にサボるんでしょう。お兄様やエレローラに叱られますよ」

「だから、視察だと言っているだろう。馬車を出してくれ！」

　お父様が御者台に向かって言うと、「分かりました」と返事が返ってきて馬車が動きだします。わたしが止める暇もない。そもそも、お父様とわたしの言葉では、お父様の意見のほうが通ってしまう。御者台に乗っている者も国王であるお父様の言葉には逆らえない。

　わたしは小さなため息を吐き、諦めます。

　今でも遅れているのに、これ以上お父様の相手をしていたら、食事会が終わってしまう。

「お父様、邪魔だけはしないでくださいよ」

「分かっておる」

　お父様は勝ち誇った表情をする。

　何か悔しいです。




　馬車は進み、しばらくすると止まる。御者台に乗っていた男性が馬車のドアを開けてくれる。わたしとお父様は馬車から降りる。

　お店の入り口にはフォークとスプーンを持った可愛いクマ二頭の置物がある。

　このお店はユナさんが関わっているので、クマの置物があると話は聞いていましたが、本当にありました。

「ここにいると目立つ。中に入るぞ」

　周囲を見渡すと、わたしたちを見ている人がいます。

　どちらかというと、お父様でしょうか。確かに、このまま立っていると、お父様のせいで目立ってしまいます。お父様がいなければ、そんなこともなかったのに。

　わたしは何度目かのため息を吐いて、お店の中に入ります。

「お父様。何度も言ってますが、邪魔だけはしないでくださいよ」

「分かっている。視察をしたら帰る」

　お店の中を見渡すと、シアたちが、わたしとお父様を見て、固まっている。

　王女である自分が言うことではないけれど、やっぱり学生がいるお店に国王は場違いだと思います。

「そんなに気を張らなくてもよい。お店の視察に来ただけだ」

「わたしをダシにして、仕事から逃げてきただけでしょう」

「うるさい。国王の威厳がなくなるだろう」

　そう言って、お父様はクマの置物を見ます。

　外にもあったけど、お店の中にまで、クマがあります。

「それにしても、本当にエレローラの奴は、クマの置物を作ったんだな」

　話によると、クリモニアにあるユナのお店にもクマの置物があり、エレローラが真似をして作ったらしい。

　クリモニアにあるユナのお店。いつかは行ってみたいですね。




　お父様は少し離れた席に座ると、料理の注文を始める。

　女性料理人が驚いた表情をしています。たしか、ゼレフの親族だったはずです。だから、信用して注文をしたんですね。

　でも、実際に料理を注文するとは思いませんでした。

「食べたら、帰ってくださいよ」

「分かっておる。お前たちの邪魔はせぬ」

　お父様がここにいるだけで、邪魔なんです。

　ほら、いつも騒いでいるみんなも黙々と料理を食べている。

　うぅ、ごめんなさい。わたしが参加できなくなるとしても、お父様は置いてくるべきでした。

　そんなわたしの気持ちを知らずにお父様は料理を食べている。学生のみんなもお父様の前だから、相変わらず静かに食べている。ここはわたしが連れて帰ったほうがいいかもしれません。

　残念ですが、仕方ありません。わたしが連れて来てしまったのですから。

　そう思って腰を上げたとき、救いの女神がやってきました。

「国王陛下！」

　お店にやってきたはエレローラでした。

「どうして、エレローラが？」

　お父様は驚きますが、エレローラなら居場所を把握していてもおかしくありません。

「こんなところでサボっていたのですね。国王陛下、お城に戻っていただけますか。国王陛下がいないと、わたしに仕事が回ってくるんです。それと、なぜかみんな、わたしに国王陛下の居場所を聞いてきて、困るんです」

　それは二人揃って、いつもサボっているからでは？

「馬車も用意してありますので」

「待て、頼んだ料理も残っている」

「料理は学生たちが食べてくださいますから大丈夫ですよ」

　エレローラはそういうと料理人に声をかけ、国王陛下の料理は学生に運ぶように言う。

「みんな、ごめんね。国王陛下は連れて行くから、ゆっくりと楽しんでね」

　エレローラはそう言うと、お父様を連れてお店から出て行きます。

　最後にチラッとシアのほうを見ました。もしかして、お父様がここにいることを知って、娘のために連れ戻しにきてくれたのかもしれません。エレローラは娘に優しいですからね。

　お父様とエレローラの姿が見えなくなると、みんなの緊張が解け、口を開く。

「まさか、国王陛下が来るとは思わなかったよ」

「お父様がごめんなさい。止めることができなくて」

「いえ、ティリア様のせいではありません」

　みんながそう言ってくれるので、少しだけ罪悪感が消えます。

「でも、シアの母親ってすごいな」

「エレローラ様って、カッコいいよね」

「それに若くて、綺麗だし」

　みんな、エレローラのことを褒め始めます。

　でも、シアは否定します。

「お母様、そんなにすごくないからね」

　そんなことはないと思います。あのようにお父様を連れ出すことができる者は少ないです。

　本当にルトゥムとの試合で、ユナが勝ってくれてよかったです。




　お父様がいなくなったことで、みんなの緊張もなくなり、楽しそうに会話が弾み、美味しそうに料理を食べ出します。

　本当にお父様は邪魔でした。エレローラには感謝しないといけませんね。
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